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有償無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。


  この本は縦書きでレイアウトされています。

  また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







      あらすじ


      ここは、フェアリル・ランド……。ここに暮らす者たちは、自由と金や家族を敵から奪われ続けていた。国民は抵抗するが、敵の力は強大で、誰もが生き地獄を味わっていた。そんな中ラポとルーはある日、神聖な大たい木ぼくを背にして目を閉じている二足歩行の獣と出会う。その獣はオスで、種族は人間であった。


      しかしその人間は記憶を失っていた。自分が誰で、どこから来たのかも分からない。


      だが、彼が現れたことにより、止まっていた歯車が大きく動き始め、やがてそれは地域全体を巻き込む大きな戦いへと発展していく。


      魔法、ドラゴン、そして現実世界と似ていてどこか違う異世界……。


      何故、彼はこの世界に来たのか？


      記憶を失った理由とは？


      少女の持つ心の闇と、彼らが挑む戦いの果てに待ち受ける、驚きょう愕がくの真実とは？


      さぁページを開いてみてほしい。この本を読むあなたが、新たな歴史の目撃者になることを願っている。


      あなたに女神のご加護があらんことを……。


     

     

      




      第一章　全ての始まり


      エピソード一　妖精姉妹の散歩道中


      東から登った太陽が、ゆっくりと森の中を照らしていく。昨日、雨が降ったせいか、木や草花の雫しずくがキラキラと輝いて、何とも幻想的な風景を醸かもしだしている。


      そんな森の中を、まるで子供のように風を切って走っていく少女と、腕組をしながら、ため息交じりについていく少女が一人。


      ピンクのショートツインテールを風に揺らし、薄紫の柔らかい目つきをした少女は、気持ちよさそうにはしばらく走っていたが、やがて後ろを振り返り、両手を広げてもう一人の少女を呼ぶ。


      「お姉ちゃーん！早く早く―！」


      まるで待ちきれないという気持ちを表すかのように、その場でジャンプをしながら、引率者を呼んでいる。


      「ちょっと待ちなさいよ、ルー！私が朝に弱いの、知ってるでしょう！」


      姉と呼ばれた少女が言う。だが、先ほどの少女と外見は全く似ていない。少女は、ブロンドのボブカットに緑色の鋭い目で近づき、ようやくルー追いつくことができた。


      「もう、ラポお姉ちゃんは固いな～。こんなに良いお天気なんだよ？


      少しでも、体を動かさないと損だよ」


      ルーと呼ばれた少女は上半身を曲げながら言った。


      「私はあんたみたいに、毎日元気ってわけじゃないのよ……」


      息を切らして、咳き込みながら姉のラポが言った。


      「お姉ちゃん、私達が、生きていくために一番必要な事って、何か知ってる？」


      「食事と睡眠……ルー、当たり前の事でしょう？」


      ルーより早く散歩を終わらせたラポは、冷静に答えた。


      「甘い！」


      ルーはラポの目の前に、人差し指を突き立てる。


      まるで『ビシッ！』と、効果音でも付けるかのようにして、ドヤ顔を決め、ルーは高々と声を上げた。


      「私たちが生きていくために必要な物、それは……冒険心だよ！」


      またもや太鼓の効果音でも生じそうな顔で、鼻を鳴らしながら歌うように言うルー。


      「………はあ？」


      長い沈黙の後、ラポは小こ馬ば鹿かにしたような顔で言った。恐らく、今の自分の顔は、ものすごく間抜けに見えることだろう。


      そんなラポに負けじと、ルーはラポを振り返ってなおも力説する。


      「だから、冒険心だよ、冒険心！いつもとちょっと違う森の道を取ってみるとか、顔なじみの人に勇気を出して声をかけてみるとか！」


      「馬鹿ね。そんな事して、危ない目にあったらどうするのよ？」


      呆あきれた顔をして、両手を挙げながら言うラポ。妹を心配して言っているのだが、「リスクのない冒険なんて、冒険じゃないよ！」とキラキラと目を輝かせて話すルーには、通じなかったようだ。


      「もう勝手にしなさいよ……」


      これ以上、付き合いきれないとでも言うようにラポため息をつく。いつの間にか立場は逆転し、今度はラポが先導する形になった。


      ※※※


     

      二人はいつものように森の中を歩いていく。


      ルーはすれ違う動物や、道中で見つけた草花や木に挨あい拶さつをする。すると、声をかけられたもの達は、それに答えるかのように、葉が靡なびいたり鳴き声を上げたりするのだ。


      やがて、しばらく歩いていたラポは足を止めて、森の違和感に気づいた。


      「お姉ちゃん、どうかしたの？」


      ルーは気づかなかったのか、突然止まったラポに対して首をかしげている。


      「あそこ……」


      ラポは森で一番大きな木であり、守り神でもある杉の木を指さした。何やら黒い物体が見えるのだ。


      「あれ、何かしら？……動物？」


      「あんな大きな動物、見たことないよ？」


      「そうよね……。いずれにせよ、私達の守り神の前に堂々と居座るなんて、罰当たりな獣けものがいたものだわ。捕つかまえて、ママに料理してもらいましょう」


      「ええっ!?危ないよ。襲われたら、どうするの!?」


      「さっき、リスク云うん々ぬん言ってた奴が、何、言ってんのよ……。自分の発言には、責任を持ちなさいよね……」


      そこはさすが姉と言ったところか、ラポはずんずんと前へ進んでいく。そして、腰に手を当てて仁王立ちで物体の前に立つ。


      「そこの貴女あなた、ここで何をしているの？ここは、私たち妖よう精せいの守り神がいる神聖な場所よ。今すぐ立ち去れば、命の保証くらいはしてあげる。だから……」


      そこまで言ったところで、初めて目を開いたラポ。その目に映ったのは、獣などではなかった。黒のスーツ一式に、水色のネクタイを付けた黒髪の男。髪は短く整えられていて、清潔感が見てわかる。その男が、根の部分に身を預けるように、目を閉じている。


      （……私は……知っている。……この『獣』を……。何故？何故こんな奴がこの森に……！）


      ラポの顔は引きつっていた。青筋が近くにある池に映っている。


      「……お姉ちゃん？」


      いつの間にか、ルーが目の前で手を振っており、ラポは小さく悲鳴を上げた。


      「お姉ちゃん？大丈夫？」


      「え、えぇ。……平気よ。どうしたの？」


      「何回も声かけたのに、反応がなかったんだもん」


      妹は、ぷぅっと頬を膨ふくらませて、不満を漏らした。


      「ごめんなさい。この『獣』をどう料理したらいいか、考えていたの」


      「獣？」


      ルーは彼女よりも前に進んで、男を初めて見てみる。


      「うわぁ！これって『ニンゲン』さんだよね？すごぉーい！


      初めて見たぁ！お姉ちゃん、流石だねぇ！」


      ルーはよほど嬉しいのか、ラポの両手を握り、勝手に踊り始めた。だが、彼女にとっては喜べる状況ではなかった。


      何故なら、あの忌々しい記憶が呼び起こされることになるのだから……。


      ラポがダンスを途中で止めたため、ルーが転んでしまったが、彼女にとってはそれどころではなかった。


      「起きなさい……。起きなさい……さっさと起きろって言ってんのよ！」


      呼び掛けに応じない青年にラポはしびれを切らし、持っていた四葉のクローバーのステッキで、彼の頭を勢いよく殴った。


      「ぐあっ!?」


      「ふぇぇぇ～。お姉ちゃん、乱暴しちゃダメだよ～」


      ルーがびっくりして、ステッキを取り上げた。殴られた衝撃からか、青年はゆっくりと目を開けた。それを確認してから、ラポは続けた。


      「知らないわよ、そんな事。どうして私が、こんな奴に優しくしないといけないの？」


      息を切らしながらに話す彼女を尻目に、ルーは青年の頭を撫でる。


      「お兄さん、大丈夫～？」


      「あ、あぁ。大丈夫だよ。ありがとう」青年は頭を押さえながら、片手でルーを撫でた。


      「えへへ～。お兄さんの手、大きいね」


      「そうかな……」青年はしばらく頭を撫でていたが、やがてそれを止めると二人に対して言った。


      「ここは……一体どこなのかな？」


      「はあ!?」


      ルーは小さく首を傾けたのに対し、ラポは鬼の様ような形ぎょう相そうになり、詰め寄った。


      「私達の守り神の前で、堂々と昼寝をしておきながら、開かい口こう一番がその言葉!?


      よっぽど命知らずなのね！」


      「お、お姉ちゃん、落ち着いて！」


      今にも彼に殴りかかろうとするラポを、ルーが彼女の腰に手を回して掴んでいる。


      「守り神……あっ、この木の事か？


      す、すまない！ここに来たばかりで、知らなかったんだ。許してくれないか？」


      青年は慌ててその場をどくと、妹から解放されたラポは、彼がいた場所をいたわる様に、木の幹を撫でた。


      「ねぇ……あんた人間なの？」振り返らずにラポは言った。


      「えっ？……まぁ、そうだね」


      青年は不思議に思った。彼女の口ぶりからして、まるで自分たちは人間ではない、というように感じていた。


      「そう…。なら、お願いがあるんだけど」


      木の幹を撫でながら話すラポの口元は笑っていた。


      無論、彼には分かるはずもなく、「何かな？」と続けた次の瞬間、彼女は振り返り、青年の喉元に刃やいばを当てていた。仕込み杖になっていたようで、いつでも斬り殺せる状態だった。


      「私たちの前から……消えて？」


      「っ!?」


      青年は血の気が引くのを感じた。刀身がとても冷たく、また彼女の顔も同じように、冷笑を浮かべていた。これは演技などではなく本気で言っていた。


      「お姉ちゃん!?何やってるの!?


      無む暗やみに杖を抜いちゃダメだって、お母さんと約束したでしょ!?」


      ルーが厳しい口調で言った。それでもラポは態度を改めることは無く、むしろ挑発するように見下した表情でこう言った。


      「知らないわ。少なくとも、こいつは『バグ』よ。ここで殺せば、平和になる」


      （バグ……？）


      言葉の意味なら、青年でも知っている。しかし、それが今の彼女の状況と、どう関連するのかまでは、分からなかった。


      「殺されたくなかったら……今すぐここから、出ていきなさい！」


      彼女の叫び声が、森中に響き渡り、木々に止まっていた鳥たちは、一いっ斉せいに羽ばたいてどこかへ行ってしまった。森が騒がしくなり、動物がこちらを見ている。


      彼女はハッとした表情を浮かべると、後ずさりをしながら逃げるようにその場を離れた。


      「お姉ちゃん、待って！」ルーが追いかけようとして、青年に振り返って言った。


      「お兄さん。良かったら、家に来ない？」


      「えっ？良いの？」


      「うん。あの様子だとお姉ちゃん、家に戻ると思うから。私について来て！」


      ルーはそう言って宙に浮かび、北に向かって飛び始めた。青年は慌てて後を追った。


    

      エピソード二　初めまして　人間です


      

      ラポとルーが散歩をしていた森のすぐ近くに、木造の一軒家ある。


      「ただいま！」


      ラポは声を荒げると、靴を乱暴に脱いで、そのままソファーにどっかりと座って、頬ほほ杖づえをついた。


      「あら、どうしたの？随分と早いわね」


      母親らしき髪の長い女性が、調理をしながら言った。


      「うん……」


      ラポがこんな風に返事をする時は相談事があったり、悩みを抱えていたりする証拠だ。


      女性は調理の手を止めて、彼女の隣に腰かけた。赤と紫色のゴシック調のスカートが、ふんわりと舞った。


      「どうしたの？お友達と喧けん嘩かでもした？」


      ラポは首を横に振った。


      「じゃあ、ルーと何かあったとか？」その問いかけにも彼女は首を横に振った。


      「じゃあ、どうしたの？」


      その質問に彼女はすぐに答えなかった。30秒ほど沈黙が続いた後、ラポが切り出した。


      「今日……人間に会ったの」


      「あら、本当？凄いじゃない。お友達になれた？」


      「友達？馬鹿なこと言わないで！ママだって知ってるでしょう？私がそいつらのせいで、どんな目にあってきたか！」ラポは強く言った。それと同時に、嫌な記憶が鮮明に蘇よみがえった。


      普段は怒いかっている男と女が、その日は妙に優しかった。二人に連れていかれた山奥……。男は薄ら笑いを浮かべ、崖に彼女を連れていき、そこから……。


      真っ青になったラポを、柔らかなものが包み込んだ。顔を上げると、『母』が微笑んで背中を優しく叩いていた。彼女は母の胸に顔をうずめてしばらく泣いた。


      「……落ち着いた？」女性が聞くと、ラポは頷うなずいた。


      「その人間は怖かった？」


      「ううん、ここがどこだか分かっていないみたいだった……」


      「服装は？」


      「スーツっていう服と水色のネクタイしてた。あと、眼鏡かけてた」


      「そう……。もし、こっちに来たら、一緒に謝りましょうね？」


      「うん……」彼女がうなずいたと同時に「ただいま～！」と明るい声がした。


      「あらルー、お帰りなさい。遅かったわね」


      「ごめーん。新しいお友達ができて話し込んでたら、遅くなっちゃった」


      えへへっ！といたずらっ子のように舌を出すルーに、女性は感心したように息をついた。


      本当は青年とともに、ずいぶん前に自宅前にいたのだが、二人の話が終わるまで、空気を読んで待っていたのだ。


      「誰とでもすぐに友達になれる……ルーのいい所ね」女性はルーを褒めた。


      「ありがとう、お母さん。それでね、そのお友達を連れて来ているんだけど、家に入れても良いよね？」


      「えぇ、大歓迎よ。上がってもらいなさい」


      「はーい！おーい、上がってきて良いよー！」ルーが玄関に向かって呼び掛けると、上がってきたのはさっきの青年だった。


      「あ、あんた……」ラポはばつが悪そうな顔をした。


      「や、やぁ……」青年は苦笑いしていた。


      「まぁまぁ、よく来てくれたわね。立ち話も何だし、座って座って」


      女性は青年が現れると手を合わせて喜び、子供のように言った。


      「ありがとうございます……」青年は気恥ずかしそうに頭を下げた。


      「さぁさぁ、あなた達、お客様が来たらどうするんだったかしら？」女性は二人の少女に問いかけた。


      「笑顔でおもてなし！」ルーは元気よく、ラポは少し沈んだ声で言った。


      「正解！じゃあ二人とも、手伝って！」


      女性が手を二回叩くと、少女たちは手伝いを始めた。


      ラポが料理の味見をすれば、ルーがお皿を青年の分も併あわせて、人数分出していく。


      「通るわよぉ。どいて、どいて」ラポが大きな鍋を持ってルーに呼び掛ける。


      「了解でぇす！」ビシッと敬礼してルーが言った。


      「さぁ、あなたはここに座って」女性がもう一つ椅子を出した。


      「ありがとうございます」と青年が言って座った。


      「ママ、こっちは準じゅん備び万ばん端たんよ」


      ラポが呼び掛けた。ルーはちゃっかりと自分の席に座っている。


      「はいはい、今行くわ」女性は自分の席に腰かけると、息を吐いた。


      「それでは、ルーの新しいお友達ができたことを祝って、乾杯しましょうか」


      「乾杯！」三人はジュースの入ったグラスを掲げたが、青年は困惑したような顔をしており、遅れて乾杯に加わった。


      

      ※※※


     

      細やかだが、歓迎の宴が始まった。出されたのは猪いのししのスライス肉に、キノコを入れたスープとご飯だった。


      「まずは自己紹介させてね。私はダウメ。この子たちの母親代わりよ。二人もだけど、私とも仲良くしてね」


      「私はルー。よろしくね」ルーがにこにこしながら言った。


      「私はラポよ……。血は繋がっていないけど、ルーの姉……。その、さっきは……ごめん」


      ラポは机に頭が付きそうなほど下げた。


      「いやいや、良いよ！知らなかった僕も悪かったし……」


      「どういう事？」ラポとルーの母、ダウメが聞いてきたので、ルーは事情を説明した。刃傷沙汰にんじょうざたの事も含めて、全て話した。


      それを聞いたダウメは保護者としても彼に謝ったが、青年は大丈夫だと言った。


      「そういえばさぁ……」料理を食べながら、ルーが青年に質問をする。


      「お兄さん、名前ってないの？」


      「えっ？」


      「さっきはバタバタしちゃって、ちゃんとお名前聞いて無かったから………」


      「あ、あぁ……それは……」青年は言いづらそうに言った。


      「僕………記憶が無いんです……」


    

      エピソード三　青年と謎の強襲者たち


   

      「記憶が……無い？」ラポは使っていたナイフを、思わず落としそうになった。


      「本当なの？お兄さん」ルーも真剣な目で聞いてきた。


      「うん………・信じてもらえないかもしれないけれど、本当なんだ。


      あの木にいたのも、記憶の手掛かりがないか探していた途中で休んでいただけなんだ。自分が誰かも分からないし、ここがどこだかも分からなくて…」


      ダウメは青年の話を頷きながら聞いていた。そして途中から彼の頭に手をかざして、続きを促した。


      「……嘘はついていないわね……。申し訳ないけれど、私達はあなたとは初対面だから、記憶を思い出させることは出来ないわ」


      「お母さんでも駄目なの？」ルーが珍しそうに声を出した。


      「記憶に関する魔法は、まだ使うことが出来ないのよ。もし、無暗に使ってしまえば、その人にどんな影響があるか分からないしね」ダウメは淡々と説明した。


      「でも、ここがどこかは教えてあげられるわよ。他た言ごん無む用ようってわけじゃないし」


      ラポが青年を見て言った。


      「ここは一体どこなんだ？」


      「ここは、フェアリル・ランド。私達は、ここに住む妖精なの」


      「妖精……？君達が……？」


      青年は目を丸くした。自分よりも年下に見える彼女達が妖精だとは、すぐには信じられなかった。


      「そんなに疑うような目で見ないでよ……」


      ルーがぷっくりと頬を膨らませて言った。


      「いや、信じていないわけじゃなくて、実感がわかないというか………」


      「仕方ないわよ、ルー。こいつと私達は種族が違うもの。信じるかはあんたの胸に聞いて」


      ラポは当然のように言い、顔を俯うつむかせた。


      「いや、信じるよ。どうやらここは、本当に異世界なんだね」


      青年は納得したように言った。


      「じゃあ次は、私たちが日常で使う魔法を外でやってみよう。お姉ちゃん、行こ？」


      ルーはそう言って姉を立たせた。


      「ちょっと、私は……！」ラポは何故か外へ出るのをためらっていた。


      「大丈夫、大丈夫。何かあれば、私が守ってあげるから」


      ルーは自分の胸をポンと叩いて自信満々だった。


      「そうよ、ラポ。貴女はもっと外へ出て、色んなものを見るべきだわ。辛い事は忘れてはならない、でも、いつまでも引きずってちゃ、ダメよ？何かあれば、私もいるし、ね？」


      ダウメは彼女の手を握り、優しく言った。


      「わ、分かったわよ……。あんた、ついてきなさい」


      ラポは、ルーに付き添われるように玄関に向かい、青年もあとに続いた。ルーがドアをゆっくり開け、誰もいないことを確認すると、姉と青年を外へ連れ出した。


      青年は疑問に思った。何故、ラポは外へ出たがらないのか？何故、朝早い時間から、森の中にいたのか？人間を嫌っている理由は何なのか？頭の中は疑問でいっぱいだった。


   

      ※※※


      

      入口から少し離れ、青々とした野原が広がる場所へと出た三人は、ルーを先頭に家から数十メートル離れていた。


      「ここぐらいで良いかな？」


      ルーは足を止めて、辺りをきょろきょろと見渡すと頷いた。


      そして、二人のもとに振り返ってこう言った。


      「今から、実践的な魔法を見てもらいます。これで、お兄さんも私達が妖精だって、信じてくれるよね？」


      「妖精というよりは、魔法使いなんじゃ……」


      青年が言うとルーは「細かい事は良いの～！」と両眼を比例・反比例の形にして、両手の拳を挙げて抗議した。ピンクのツインテールの頭から、漫画のように煙が出ている。


      「だって……ねぇ？」と青年はラポに同意を求めたが、彼女はずっと俯いたままで、こちらを見ようとはしない、だが、信用はされているのだろうと青年は感じた。


      その証拠は、彼の右手が彼女に繋がれたままになっているからだ。


      「もう！お姉ちゃんばっかりずるい！私も引っ付きたーい！」


      そう言ってルーが青年に飛びつこうとしたその時だった。


      ベシャッ！と何か鈍い音がした。


      「……えっ？」


      ルーが振り返ると、彼女の背中は泥で汚れていた。それを合図のようにしてどこからともなく、大量の泥団子がルーに向かって投げられた。


      「ルー！」


      「ルーちゃん！」


      青年とラポはほぼ同時に叫んだ。ラポが前に素早く出て、「風壁！」と叫んで手を草原に叩き付けると、強風が吹いて飛んできた泥団子が途中で形を崩した。


      青年は二人の前に立って、両手を広げながら、鋭い目つきで周りを見渡し、どこかに不審人物がいないかを懸けん命めいに探した。それはまるでＳＰのようだった。


      だが、怪しい人物はどこにも見当たらなかった。森のなかは異様に静かで、ただ風が強く吹いているだけだった。ラポはしゃがんでいる態勢を元に戻し、汚れを払ったが、泥までは落ちなかった。


      「ここにいたら危ない。一度家に戻ろう」


      警戒を解いた青年の提案に、二人はゆっくりとうなずいた。


     

     エピソード四　一つの嘘と真実



      帰る道中、ラポは一言も話さなかった。顔は真っ青で、青年の手をさっきより強く握りしめていた。小さく震える右手、彼はラポの事が気になっていた。


      「まぁ、どうしたの。そんなに泥んこになって！」


      ダウメは、あまりにも早く帰ってきた三人に驚いて言った。


      「すみません、ダウメさん。実は……」と青年が事の次第を話そうとしたのを、まるでルーが遮さえぎるかのように声を大きくしてこう言った。


      「ごめーん！ちょーっとだけ、魔法に失敗しちゃって！」


      「あら、そうなの。まぁ良いわ。二人でお風呂、入っちゃいなさい」


      「えぇー。お兄さんと一緒じゃダメぇ？」


      「えっ!?ちょっと!?」


      ルーが青年に目を向けて、悪戯いたずらっぽく笑うので、彼は動揺を隠せなかった。


      「キャーッ！お兄さんったら、エッチー！」とにやにや笑うルー。


      「いい加減にしなさい！」ラポがルーにげんこつをする。


      漫画で見るような大きなこぶが、彼女の頭にぷっくりと出来上がった。


      「いった～い！もう、冗談なのに！」こぶを抑おさえてうずくまりながら、ルーが涙目で抗議した。彼女としては、姉に元気になってもらおうと一芝居打ったつもりだったが、本気で怒らせてしまったようだ。


      だが、結局はいつものラポになったので、結果オーライである。


      「あんたが言うと、冗談に聞こえないのよ！


      それに、自業自得でしょ!!ほら、さっさと行くわよ！」


      ラポは自分の妹の首根っこを持って引っ張っていった。


      長ちょう坐ざ位いの姿で引きずられていくルーが、青年に向かって「また後で～！あらぁ～！」と叫んでいたのがおかしくて、彼は思わず噴き出した。


      「人間君。悪いけれど、お洗濯手伝ってくれないかしら？


      もう洗ってあるから、そこの物干し竿に干してほしいのだけれど、出来る？」


      「あっ、はい。そのくらいなら、お手伝いできますよ」


      青年は快く言った。お世話になっているだけではだめだ、何か恩返しをしないといけないという気持ちが自然と表れていた。


      「ありがとう。じゃあ、早速やりましょうか」


      「はい」


      ダウメはハンカチやタオル類などを青年に手渡し、干す順番を丁寧に教えた。


      青年も体が覚えているのか、テキパキと仕事をこなした。


      「はい。これで最後よ」


      「了解です。……これでどうですか？」


      「うん。完璧。貴方、実は家庭的だったんじゃないの？」


      「そうでしょうか……？」


      「えぇ。きっとそうよ。ねぇ、ちょっとお話しない？座って？」


      ダウメはソファーを指すと、青年の隣に腰かけた。


      「それで？……本当は何があったの？」


      「えっ……気づいてらしたんですか？」青年は驚いて言った。


      「伊達にあの子たちの母親をしてないわけじゃないし、それくらい分かるわよ。


      ……何があったの？」


      青年は言うのを少しためらったが、思い切って話すことにした。


      「実は……さっき、魔法を見せてもらおうとしたら、誰かに泥団子を投げつけられてしまったんです」


      「えっ!?大丈夫だったの!?」


      「僕とラポちゃんは何とも。ですが、ルーちゃんだけが被害に遭ってしまって…」


      「だからルーの服だけ、あんなに泥だらけだったのね……」ダウメは納得したような、呆れたようなため息をついた。


      「申し訳ありません。僕が見ていながら、犯人を見つけることが出来ませんでした」


      青年は頭を下げた。


      「良いのよ。でも、今回の事で一番責任を感じているのは、他でもないラポでしょうね」


      「えっ？それってどういう…」


      「それは、あの子の口から直接聞きなさい。待っていれば、話してくれると思うわ」


      「は、はぁ……」


      青年が首を傾げたとき、「お風呂空いたよ～」とルーの声が聞こえた。


      「はーい！……ちょっと待っててね？」ダウメはウインクすると、二人分の着替えを持って脱衣所へ向かった。さすがにそこに男を入れるわけにはいかないのだろう。


      やがてルーは同じ服に着替えて、タオルで頭を、拭ふきながらリビングへと戻ってきた。


      髪をおろしている彼女を見るのは、青年にとっては初めてで、一瞬誰だか分らなかった。


      「明るい内から入るお風呂も良いね。あ～気持ちよかった～！」


      「それは良かったね。ラポちゃんは？」


      「えぇ～。お兄さんは私より、お姉ちゃんが良いんだぁ～。ふーん」


      「そ、そういう訳じゃないけど……！」


      「あははは。冗談だよ。それより、お兄さんも私達と一緒に入ればよかったのに。そうしたら、あーんな事や、こーんな事も出来たかもしれないよ？」


      ラポはにやにやして言った。


      「えっ……。え、遠慮しておくよ！うん！」青年は顔を赤くして早口で言った。


      「あっ、今想像した？ねぇ、想像したでしょ～？」


      「う、うるさいなぁ！」


      青年が顔を赤くすると、いつの間にか真後ろに来ていたラポが、両眼を光らせ、いきなりルーの首を締しめあげた。


      「イタタタタタッ！お姉ちゃん、止めて！締まってる！締ってるから！」


      「……」


      「無言は良くないんじゃないかなぁ!?助けてー！」


      「ああっ、ラポちゃん、それくらいで……」


      青年が止めたところで、ラポはようやく手を離した。


      「ね、ねぇ、お兄さん。この後どうするの？」


      せき込みながら、ルーが聞いた。


      「この後って？」


      「だから、今日はどうするのかって聞いてるの。家に泊まっていく？」


      ぶっきらぼうにラポが間を薙なぐ。


      「えっ？良いのか？」


      青年は驚いて言った。いくら何でも、見ず知らずの人間を家に泊めるなど、親の許可なしに決めてしまっていいのだろうか？


      「あら、私はいつでも歓迎よ。何なら、ここで暮らしてもいいわ」


      ダウメが微笑みながら出てきた。


      「何も分からないまま、追い出すのも酷だしね」


      「あ、ありがとうございます…」


      そう言うわけで、青年はしばらくこの家に厄介になることにした。


      家の間取りや、途中で断念した魔法も見せてもらった。


      「良い？今から、この鍋の具材を煮るのに、火を起こすから見てなさい」


      ラポが青年を見て言った。


      「分かった」


      ラポは息を吐いて気持ちを落ち着かせた。


      「アルファトラム！」


      そう叫んだ彼女の指先が小さくオレンジ色に光り、大鍋に向かって一直線に進むと、やがて鍋の周りに青い炎が広がった。


      「「おぉ～！」」青年とルーは同時に言った。


      「ルーはいつもママのを見てるでしょう………」


      「えへへ～。お姉ちゃんの魔法、久しぶりだもん！」


      「はいはい。私はどうせ、ルーの『仕事』には足手まといよ。はっ！」


      ラポは勝手にそっぽを向いた。


      「そ、そうは言ってないよ！」ルーが慌てて言った。


      「仕事って何？」青年が聞いても、ルーはにこにこして「いつか教えてあげるね～」と笑っているだけだった。


     

      ※※※


   

      青年にとってこの世界ほど不思議なものはなかった。言葉は通じるし、現実の世界と変わりない雰囲気があった。そこで青年は気になることを聞いてみた。


      「通貨はどうなるの??」


      「これよ」ラポはポケットから一円玉サイズの銀貨を取り出した。表には何か花が記されていて、裏に『１』と書かれている。


      「これ一枚が１ウォンカ。これが十枚集まれば、十ウォンカで色が銅になって百枚集まれば、百ウォンカコインになる。他にも、５ウォンカ硬貨や、５十ウォンカ硬貨もあるわ。千ウォンカになれば、紙幣になるし、１万ウォンカをたくさん持っているやつが大金持ちってわけ」


      ラポは自分の長財布からそれぞれの硬貨と紙幣を取り出すと、テーブルの上に並べる。


      ５ウォンカ硬貨には稲に似た植物が表に刻まれ、裏に『５』の文字が。


      十ウォンカ硬貨には表に寺か何かの建造物、裏に『10』の文字が書かれている。


      ５十ウォンカ硬貨は表に誰かの肖像画が描かれていて、裏に『５百』の数字を双そう剣けんが守っている。


      千ウォンカ紙幣には鎧よろいを着た兵士が、５千ウォンカ紙幣には女性のシルエットが、１万ウォンカ紙幣にはひげを生やした勇ましい男の肖像画が描かれている、そしてどの硬貨や紙幣にも小さく独特の文字が刻まれていた。


      「このお金はやっぱり、フェアリル・ランドが発行しているの？」


      「そんな訳ないでしょう！」


      青年の何気ない質問に、ラポは思わず叫んでいた。


      「ラ、ラポちゃん？」


      「……ごめんなさい。今は知らなくていいわ。……今はね」


      それからラポは、この世界についていろいろ教えてくれた。


      この世界では、洗濯機や洗剤などは存在せず、汚れが付いたものは魔法で水と泡を出し、風を起こして回転させて巻き込むことで洗えるようだった。


      他にも、料理で火を使うときは、さっきのように魔法を使用するらしい。それくらいの魔法は、どの家庭でも扱えるのが当然だそうだ。


      また、電気は通っているため、普通に明かりはつくし、テレビなどもある。人間界で放送されているドラマが、そのままこちらでも見られるらしい。


      ただ、電話機はなく、家の中にある鉢植えの花が、その代わりなのだそう。


      そして本日の夕飯が出来上がり、青年は三人で一緒に食べ、入浴もした。


      ルーが、『私たちが入った後のお湯って…興奮しちゃう？』とからかったのが災いして、またもや、姉に締め上げられているのを、苦笑いしながら見て、あとは寝るだけとなった。


      ダウメがわざわざ、男性用のパジャマを彼の体を採寸してまで、魔法で作ってくれた。


      そこまでは良かったのだが……。


     

      ※※※



      青年は困惑していた。彼の目の前には、にらみ合いをする少女が二人。


      「今日はお兄さんと一緒に寝るの！」と駄だ々だっ子こ全開のルー、そして……。


      「駄目よ！そいつは危険人物だから、常に監視しておく必要があるわ。だから一緒に寝るのは、私よ」


      ……早い話が、『どちらが彼の隣で寝るか』ということである。


      ルーは『初めて見る人間という動物に興味津々なため、どういう生活をしているのか、お話してみたいから』というのがその理由。


      対するラポは、『人間という動物は皆、卑ひ劣れつ極きわまりない種族であり、二人きりで寝かせてしまえば、いつルーが襲われてしまうか分からないため、監視する必要があるから』という理由だ。


      なるほど……。二人とも最もな意見である。議論の末、青年が右端、ラポが中央、ルーが左端の川の字になった。ルーはしぶしぶといった感じだが、監視という目は避けられないものであった。


      「えへへ～。お姉ちゃぁん……」寝言を言いながら、しっかりと姉に抱きつくルー。


      「暑苦しい……」とは言うものの、決して手を離さないラポ。


      青年は微笑ましくその光景を見ていた。


      「……何よ？」


      「い、いや、ずいぶん仲がいいと思ってさ。


      血の繋がりはないのに、すごいなって思って」


      「そう……。ねぇ、少し外に出ない？」


      ラポはルーを体から話すと、二階の自室からベランダに出て、深呼吸をした。昨日雨が降ったせいで空気が澄んでおり、星が瞬またたいていた。


      「星がきれいでしょ？私のお気に入りなの」


      「うん」


      「ねぇ、あんたは私を見て、何とも思わないの？」


      ラポは隣の青年の顔を見ずに言った。


      「何を？」


      「髪色とか……目の色とか…変だって思わないの？」


      「いいや、思わないよ。むしろ、それがこの世界の常識なら納得できるし」


      「そう。ならもう一つ、教えてあげるわ」


      「えっ？」青年は驚いてラポを見た。


      エメラルドグリーンの目が、宝石のように光っていた。


      「私……人間だったの」


      「えっ？……何…だって？」


      「私も、あんたと同じ……人間だったのよ」


      青年は驚きを隠せなかった。夜風が彼女の髪かみをなで、木の葉が静かに舞い上がる。


      時間が止まっているかのように、あたりは無音になった。静かな風が二人を包み込んでいるのみだった……。



      エピソード五　少女の過去と記憶の断片



      ラポから衝撃的な事実を告げられ、驚きを隠せない青年は、どう言葉をかけて良いか分からなかった。そんな彼をおかしそうに笑う彼女は、一呼吸おいてから話し始めた。


      「あんた、アルビノって聞いたことはある？」


      「アルビノ？……確か、何らかの原因でメラニンが分ぶん泌ぴつされなくて、肌の色が白くなってしまうっていう病気だよね？」


      青年は可能な限り知っている情報を話した。


      「えぇ、基本的にはね。じゃあ、眼がん皮ひ膚ふ白はく皮ひ症しょうⅡに型がたって知ってる？」


      「いや……それは、聞いたことがないな……」


      難しい言葉を並べられて、さすがに青年もピンとこなかった。


      するとラポは、まるで小さい子供に話しかけるように、こんな話を始めた。


      

      ※※※


      

      「むかーし昔、ある夫婦に一人の赤ちゃんが産まれました。その家は、代々続く会社の社長の家でした。父親は、生まれた子供は何が何でも、自分の跡取りや、役員にするのが好きで、既に将来は決められていました」


      青年は相あい槌づちを打った。


      「父親と母親は、新しい命の誕生を、大層喜びました。女の子と分かれば、早速、将来結婚する許いい婚なずけを探しました。しかし、その女の子は想像していた子供と随分違いました」


      「違うというと？」


      「その女の子が成長するにつれて、両親は異変に気が付きました。両親の髪色は黒か茶髪だったのに髪色がキレイなブロンドだったのです」


      「ブロンド……金髪ってこと？」


      青年が尋ねると、ラポはこくんと頷いた。


      「両親は急いで病院に行きました。特に父親は焦ってこう言いました。


      『先生、早くこのガキを調べてくれ！


      もしかしたら、こいつは私の子供ではないかもしれないんだ！』と」


      ラポは父親の台詞セリフのところは感情をこめて言った。


      「その結果、診断されたのが、さっきの病名でした。ほかの子供と違って、髪色が金髪だったり、目の色が黒じゃなかったり、色々と違う所がありました。母親は嘆き悲しみ、父親は大層怒りました。


      『こんな奴は、俺の子供じゃない！俺の子供は、何処にも病気がなく、骨一つ、肌一枚欠けてはならない！ましてや、俺の子供は金髪など忌み嫌う色はしない！お前は悪魔だ！この家に災いをもたらす悪魔だ！』と。


      その日から、その女の子に対する暴力が始まったのです。


      顔にアイロンを押し当てられ、熱湯をかけられ、縛られてから、熱い蝋ろうを垂らされ、何度も何度も叩かれました。女の子の味方は、誰一人いませんでした。母や親戚たちも、寄ってたかって、その子をいじめました。


      そんな日々が10年続いたある日のこと、その日は、その女の子の誕生日でした。


      いつも怖いお父さんとお母さんは、その日はにこにこしていました。二人は夜に女の子を山奥へ連れて行きました。


      そして……その子を崖から、突き落としたのです」


      「なっ!?……冗談」


      『冗談だろ？』と言いかけた青年を、ラポは「じゃないわ」とばっさり切り捨てた。


      「その子は崖から落とされて、気を失いました。目が覚めると、知らない女の人が、彼女を介かい抱ほうしていました。


      女の子はパニックになって、『おうちに帰りたい』と、べそをかきましたが、女の人は、首を横に振ってテレビを付けました。


      そこには、彼女の写真が映っていて、彼女が崖から落ちて死亡したこと、葬儀が盛大に行われたことが、報道されていました。彼女は死んだことにされ、その子は人間を恨むようになりました。……おしまい」


      その少女がラポを表すということは、言われなくても分かった。


      青年は戸惑いの息しかつけなかった。慰めの言葉など、今の彼女には通用しないだろう。「……だから朝、僕に対してあんな事を……」


      『私達の前から…消えて？』


      そう言って冷笑を浮かべていたラポを青年は思い出し、身震いした。


      「まぁ、今となってはどうでも良いけどね。あんな両親もどきは」


      ラポはため息をついて、吹っ切れたように言った。


      「結局あいつら、香典とか、弔ちょう慰い金きんとかを元手に、さらに事業を拡大して、今も儲けているみたいだし、順じゅん風ぷう満まん帆ぱん。私一人が死んだところで……死んだようにしたところで、痛くもかゆくもないのよ。……よく『人の命をも金で操れる』とか何とか言っていたわ。


      だから私は誓った。…必ず復讐するってね」


      空を見上げながら、最後の言葉をまるで独り言のように呟いた彼女は、視線を元に戻した。


      「愚痴をこぼして、悪かったわね。…もう寝なさい。明日も騒がしくなるわよ」


      彼女はそう言って、一人ベッドへと戻っていった。


      青年は動揺を隠せなかった。先ほどのラポの話を聞いて、思い出したことがあるからだ。


      （自分は……誰かに襲われたことがある……）


      だが、それは誰なのか？


      自分が、どういう人間だったかは覚えていないが、少なくとも、誰かに恨みを買われたりすることは無かったはずだ。


      息が苦しくなり、世界が回って見えた。頭が割れるように痛んだ。


      「ぐううっ！……ああああああああっ！」


      青年の叫びが家中にこだまし、彼は悶もん絶ぜつしていた。


      「ちょっと、どうしたの!?大丈夫!?」


      叫び声を聞いて、飛び出してきたダウメの言葉も届かずに、彼は叫び続けた。


      頭の中に浮かび上がるのは、緑で統一された世界。どこかは分からない建物の廊下で、人間の姿がぼんやりと白く表示され、性別は判断できないが、彼視点でその人物に襲われている映像が映った。


      「ああっ！ああああああっ！」


      何度目か分からない奇声のような声を出した青年は、そのままばったりと倒れこんだ。


      「ちょっと、しっかりしなさい！ねぇ!?」


      ダウメの必死の叫びにも、青年はわずかなうめき声を上げるだけだった……。


    

      エピソード六　混沌の庭と現実


    

      青年は一面が緑の場所に立っていた。一見すれば、どこかの草原なのかもしれない。


      だが、やがてそれは偽りであることに気づかされる。空間が徐々に歪んで、まるで、廊下のように狭くなった。そして、次の瞬間、彼の目にはとんでもないものが映りこんでいた。


      白い人型が、何か尖ったものを、何度も何かに突き刺している。


      目や鼻などはなくのっぺらぼうだが、口元だけは気味悪いように笑っていた。


      周りの白い人型たちが、次々と青年のもとから離れていく、中には、車いすのようなものを押して、必死に逃げている者もいる。


      何かを刺していた人型は、それを見つけると、狂気じみた笑い声をあげながら、それに近づいていく。


      「待て！」青年は襲われそうになっている人型を、庇かばうように叫んだ。


      人型は黙ったままで、尖ったものを振り回しながら笑っている。


      「もう、止めろ！こんな事しても、何にもならないぞ！」


      青年の口からは、何故かそんな言葉が出ていた。それでも人型はにやにや笑いながら、青年に向かって尖ったものを突きつけて、走ってくる。彼はファイティングポーズを取り、迎え撃った。だが、それだけでは終わらなかった。


      尖った物を取り上げて捨てさせ、襲われそうになっていた人型たちに近づいた次の瞬間、同じ物が彼の背中を、斜め下に切り裂いたのだ。


      「うわぁああああああっ!?」


      「きゃあっ！」


      目を覚まして、勢いよく起き上がった青年は、様子を見に来ていたルーと頭をぶつけてしまった。


      「痛ぁい……」


      「はぁ……はぁ……はぁ……」


      彼は痛みを覚えることなく、息を切らした。


      （何だったんだ？……今の夢は……？あれが過去の『僕』なのか……？）


      自分の知らない『もう一人の自分』の存在。いっそこれが、全て夢であればと彼は思った。しかし、目の前に映る景色は全て本物だ。改めて周りを見回してみる。


      時計が無いので、時間は分からないが、外がうっすらと明るくなっている。恐らくは５時くらいだろうか？


      「お兄さん、大丈夫？」ルーが心配そうに顔を覗き込んだ。


      「あ、あぁ……。僕は……何で寝ているんだ？」


      青年は周りを見回した。


      彼の胴体には薄い布がかけられていて、後頭部には枕が敷かれていた。自分で用意したのではない、誰かがこうしてくれたのだ。


      「あぁ、お母さんがこうしてくれたんだよ。今、お姉ちゃんと二人で、お兄さんが元気になれる薬草を、探してくれていると思う」


      「そっか……。迷惑かけちゃって、ごめんね？」


      「ううん、良いの。それよりお兄さん、汗びっしょりだよ。お風呂入ってきたら？」


      「あっ……うん、そうしようかな」


      青年は苦笑いして、脱衣場へ向かった。すると何故かルーもついてきた。


      「……何してるの？」


      「一緒に入ろうと思って」


      「またからかったら、ラポちゃんに叱られるよ？」


      「お兄さんが心配だから、言ってるのー！」ルーが目を反比例・比例の形にして怒る。


      「わ、分かったよ……。じゃあ、先に入るから、あとから来てね？」


      「はぁい！」元気良く返事をするルーに、青年は苦笑いした。


      思えばこの世界に来て、ルーほどの元気な少女を見たことはあるだろうか？


      といっても、まだ一日しか経っておらず、三人以外の誰にも会っていないので、何とも言えないのだが…。


      青年は湯船に浸かりながら、ぼんやりとしていた。暖かい湯で顔を洗うと、嫌な事を全て忘れられる気がした。


    

      ※※※



      「失礼しまーす！」


      やがて、ガラガラと引き戸を開けて、ルーが風呂場へとやってきた。


      「やぁ、ルーちゃん」


      「もう、何で一緒に入るのに、わざわざタオルを巻かなくちゃいけないの？


      身体を洗う時に、邪魔になるじゃん」


      彼女がぶつぶつ文句を言うが、これは事前に青年が、混浴するための条件として提示したものだった。いくら記憶は失っていても、心まで消えたわけではない。


      「ごめんね……。僕が上がったら、いつものようにしていいから」


      青年は申し訳なさそうに、湯船の中で手を合わせて謝った。


      「別にいいけどさ……。じゃあ、私からも交換条件があります！」


      「交換条件？」


      「私は、お兄さんの言いつけ通りに、タオルを巻きました。なので、一緒に入るための条件はクリアしていると考えていいと思います」


      ルーの突然の発言に、青年は思わず、「うん」と答えた。


      「今から出す条件を呑んでもらえれば、私はこれからもずっと、お兄さんとお風呂に入ってあげます！」


      それは、ルーがそうしたいだけではないだろうか？そんな疑問を抱えつつも、青年は聞いた。


      「それで、その条件というのは？」


      「今からお兄さんの背中を、流させてください！」


      「背中を……？まぁ、良いけど」


      「やった！じゃ、早く湯船から上がって？」ルーは青年が湯船から上がり、椅子に座るまでずっと目を閉じていた。


      「座ったよ。ルーちゃん」


      「う、うん。じゃあ、開けるね？……うわぁっ!?」


      背中越しに彼女の驚いた声が聞こえた。


      「ど、どうしたの？」


      「どうしたの？じゃないよ！　お兄さん、この傷、どうやって出来たの!?」


      「えっ？……傷？」青年は驚いて、首を後ろに回した。


      彼の目線からは、背中にある赤い小さな傷しか確認できない。


      「えっと……お兄さんの右肩から、背中の下くらいにかけて、三日月みたいな傷があるよ？血は出てないけど、痕あとみたいにくっきり残ってる。痛そう…」


      ルーは、彼の傷をいたわる様に撫でた。不思議と痛みは感じなかった。


      首を戻した青年は先ほどの夢を、思い出していた。尖った何かを持った人型を撃退した直後、背中に感じた強烈な痛み。それが原因で、この傷が出来たとしたら…。考えている事が恐ろしかった。


      顔が青くなる青年に、ルーは背中越しに語り掛ける。


      「私ね、お姉ちゃんから聞いたことがあるんだけど、背中の傷は敵から逃げるか、誰かを護まもってできた勲くん章しょうなんだって」


      勲章という言葉に、彼は後ろを向いた。


      ピンクヘアーを伸ばした少女が、「後者だといいね」と言って笑っている。


      「……うん、そうだね」彼はルーを優しく撫でると、先に風呂場から出ていき、パジャマに着替えてベッドに戻った。


      「ただいまー！」とラポとダウメの声が聞こえる。


      その声が、眠ってしまった彼に届いたのかは、誰にも分からなかった。


     

      エピソード七　生き延びるための弁明


     

      「あら、誰もいないのかしら……？」


      ダウメが首を傾げた。


      「そんな訳ないでしょう。きっとまだあの二人、寝てるのよ。……ルーが襲われてないといいけど」


      ラポはため息交じりに言った。


      「もう、ラポったら……」


      クスクス笑いのダウメ。ラポは頬を膨らませて、靴を脱いだ。リビングのテーブルに、摘んできた薬草を並べると、母と共同で、薬を作っていく。


      ダウメが火を起こせば、ラポが本に書かれている分量通りに、薬草を混ぜ合わせて煮込んでいく。リビングはたちまち薬草の匂いで充満される。


      「ねぇ、何の匂い～？」


      ちょうどそこへ、服を着替えて、髪を整えたばかりのルーがひょっこりとドアの隙間から首を出した。その間だけ、時間が止まったようだった。


      「ちょっと、ルー！何で、風呂場から出てきたの!?」


      ラポが劇画のように驚いた顔をしてから言った。


      「お風呂入ったからだよ？何、言ってんの？」ルーは首を可愛くかしげている。


      「可愛い……。──じゃなくて、誰と？誰と入ったの!?」


      ラポは鬼の様な顔で、ルーに詰め寄った。彼女の肩を掴んで、ガクンガクンと音が鳴るかのように揺らした。


      「お兄さんとだよ！それ以外に、誰がいるの!?」ルーは姉の手を振りほどいて、息を切らした。


      「何ですって!?何もされてないでしょうね!?」


      「されてないったらぁ！」


     

      ※※※


      

      ……下の部屋から、二人の少女の言い争いが聞こえる。青年は、ゆっくりと体を起こした。口から何とも間抜けなあくびが出る。


      一瞬、誰かに見られたのではないかと慌てて周りを見回すも、誰もいなかったことに、ホッとした。


      階段を乱暴な足取りで上がる音、遅れて「待ってよ、お姉ちゃん！」と叫ぶ少女の声がする。


      （僕……今日、殺されるかもな）彼は心の中で苦笑した。


      何を聴かれても、嘘をつかないことを誓った彼は、部屋のドアが破壊されたことに驚愕して、思わず「ドアーーッ!?」と叫んでしまった。


      「おおっ！部屋のドアと、驚いた感情を掛け合わせるなんて、お兄さん、ギャグのセンスもあるねぇ！」


      ルーが拍手をしながら、にこやかに言ったが、青年は笑う気になどなれなかった。


      少しでも目線を上げれば、ラポが否いや応おうなしにステッキを反対の手で叩きながら、鬼になっている。青年は思わず姿勢を正し。土下座をした。


      「……何、これ？新しいプレイ？」


      「あんたは、黙ってなさい！」


      「はーい」


      妹とのやりとりを終えたラポは、初めて会った時のように、冷たい眼をして言葉を発した。


      「今から出す質問に、イエスかノーの二つで答えなさい。場合によっては、弁明の機会を与えてあげるわ」


      「分かりました」頭を下げたまま、青年は答えた。


      「一つ目。あんたはママの許可を取らずに、私達のお風呂を勝手に使った」


      「イエス」


      「次、そのお風呂になぜかルーもついてきた」


      「イエス」


      「最後の質問よ。あんたは、ルーと一緒に入浴し、彼女の裸を見た！」


      感情が高ぶったのか、ラポは最後の言葉を強く言った。


      「ノー」と青年は逆に静かに言った。


      「……本当に？」


      「イエス」


      「……説明しなさい」


      「はい」


      青年は頭を上げようとしたが、「無礼よ！」と言われたので、そのままの状態で、経緯を説明した。


      「なるほど……。ルーの説明と一致するわね」ラポは腕絵を組みながら頷いた。


      「信じていただけますか？」


      「分かったわ。でも、もし本当に何かした時は、容赦しないからね」


      「分かりました」


      言い終わったところでダウメの声がする。


      「三人とも、朝ご飯にしましょ？人間君はお薬飲みに早くいらっしゃい」


      「はーい、ママ。ほら、早く着替えなさい」


      ラポに急かされながら、青年は急いで服を着替える。最もルーは彼の肉体美を見て興奮しているだけだったが…。


      こうしてまた三人での日常を迎えることになる。だがそれは、嵐の前触れの静けさに過ぎなかったのだった……。



      エピソード八　狂った世界から逃げ出して


      

      食事を楽しんでいたラポ姉妹と青年だったが、ダウメが難しい顔をしているのが、全員気になっていた。


      「お母さん。どうしたの？……お母さんってば！」


      「……えっ？何？」


      「お箸、止まってるよ」


      「あっ…ああっ！ごめんなさい。私ったら…」


      ルーの再三の呼び掛けにようやく反応した彼女は、慌てて食事を再開した。


      「ママ、さっきからどうしたの？薬の調合は上手く行って、今はこいつも元気なのよ？」


      ラポの指摘に青年はこくこくと頷いた。


      「え、えぇ。そうね。良かったわ」


      三人は、頭からクエスチョンマークが離れなかった。


      青年としては当たり前だが、二人の姉妹も、母の困惑した表情は初めて見た気がした。


      いや、本当は二人の知らないところで、悩みなどがあったかもしれない。しかし、彼女はそんな部分を人前、それも娘たちの前で見せたことは無い。だからこそ余計に二人は気になった。


      薬草を取りに行っているときには、いつもと変わらない笑顔のはずだった。


      その作業を終えて、20分ほどで戻ってきたというのに、この表情の変化は何なのだろう？


      ラポはスプーンでスープをすすりながら、母の目を注ちゅう視ししていた。


      「ママ、私達に何か隠してるでしょ？」


      小さな取っ手がついたカップを両手に持って、スープを飲んでいたダウメは、目を見開いて手を止めた。顔が隠れるか否かの微妙な角度だった。


      彼女は何も話さない。ごまかすこともなく、まるで時間を止めたかのように、じっとしていた。


      青年は居心地の悪さを感じていた。二人は喧嘩をしているわけではないのだろうというのは、安易に想像が出来た。ラポはただ理由を知りたいだけなのだ。


      ダウメはため息をついてカップをテーブルに音を立てないように置いた。


      「やっぱり……分かっちゃうのね…」


      ラポはしてやったりという得意顔だが、青年とルーはいまだに首をひねっていた。


      「三人とも、よく聞いてちょうだい。…今日は絶対に、外に出ないで」


      「…………えっ？」


      「…………えっ？」


      「…………えっ？」


      青年はおろか、二人の姉妹も驚きの声を上げた。


      こんな風に声が重なった場合、いつもの母なら『打合せでもしていたの？』と苦笑するはずだった。しかし、彼女の表情は変わらず、険けわしいままだった。


      「どういう事なの？ママ。これからこいつに、この国を案内してやろうと思ったのに」


      ラポは不満を言った。ルーも同じことを言いたかったのか、うんうんと頷うなずいた。


      「ごめんなさい。でもこれはあなた達を守るためなの」


      「何、それ。意味分かんない」


      ダウメの言葉に対し、ラポは両手を頭の後ろで組み、足をぶらつかせた。


      「お姉ちゃん、お行儀悪いよ」


      妹から指摘されても、彼女は鼻を鳴らすだけだった。


      「ラポ、お願い。今回ばかりは、私の言う事を聞いてちょうだい。それがあなた達のためなのよ！」


      ダウメは段々と涙目になりながら、まるで懇こん願がんするかのように叫んだ。


      ルーは母の顔をまじまじと見た。ここまで必死な母を、彼女は見たことは無かった。理由を話したくても話せないのか、彼女には分からなかった。


      それはラポも同じだった。


      「だから、理由を教えて？頭ごなしに禁止されたんじゃ、納得できないのよ」


      「そ、それは………！」


      ダウメが何か話そうとした時、タイミング悪くドアベルが鳴った。


      「…タイミング悪すぎ」ラポは舌打ちをして、顔をしかめた。


      「私が出るよ。お客様だったら断って帰ってもらうね」ルーがひらりと椅子から降りて、玄関へとスキップしていった。


      しかし、「ごめんなさーい。今、大事なお話の途中だから…」と彼女が扉を開けるのとダウメが「開けないで！」と叫んだのは、ほぼ同時だった。


      何語か分からない呪文のようなものが聞こえたかと思うと、青年の目の前は真っ白になった。やがて遅れてやってきたのは、骨が溶けるような猛もう烈れつな熱さと、何かの衝撃によって生じた凄まじい痛みだった。


      「うああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


      痛みに耐えることが出来ずに、その場をのたうち回る青年。ついさっきまで自分が座っていた椅子や料理が並べられていたテーブルは、攻撃でもはや炭と化していた。


      「………ラポちゃん？………ルーちゃん？………ダウメさん？」


      気が付くと、三人の姿は、どこにもなかった。痛みに耐えながら何とか立ち上がり、歩き出そうとするも、すぐに膝ひざが折れてしまった。


      前方から「行け、行け、行け！」の声と共に、何十人もの足音が聞こえてくる。


      「おい、まだ生き残りがいたぞ！」


      ガスマスクのようなものを付けた男の妖精が、銃を構えながら言った。


      青年はすぐさま取り囲まれ、身動きが取れなくなった。


      「動くな！そのまま両手を上げろ！」銃を構えたグループのリーダーらしき男に、青年はそう言われ、片腕を上げた。


      「聞こえないのか？両手を上げろと言ったんだ」


      「………腹に痛みが、あって………片腕しか………上げられないんです」


      「そうか………。ならば、上げられるようにしてやる」


      男はそう言って、背年の腹部を膝で蹴り落した。


      「ぐっ！」青年は仰向けに倒れて気を失った。


      「どうだ？上げられただろう。この国に、貴様ら『バグ』は………必要ない」


      男の声が青年に届くことは無かった。



      ※※※


    

      青年は周囲からの歓声で目が覚めた。足が宙に浮いているように感じ、それは確信に変わった。彼は両手首を縛られ、木に吊るされていた。しかもそれは、ラポたちが青年と出会ったあの大木だった。青年の両隣にはラポ、ルー、ダウメもいた。


      何かをしゃべろうにも、四人とも口をふさがれていてどうしようもなかった。


      根元の部分では観客が集まり、青年たちを捕とらえたグループのリーダーが演説をしていた。赤の長ちょう髪はつでがたいが良く、鼻に大きな傷のある男だった。


      「……このようにして我々は、聖なる母イシューから、この大地を賜たまわり、日々暮らしてきた。だが、数百年の時が流れた今、この国は汚れ、廃すたれて行くのみとなった。その原因は分かり切っている。…忌いま々いましい『バグ』が現れたからだ！」


      観衆がどよめいた。


      （……この男、誰だ？……どこかで見覚えが……）


      「だが、恐れることは無い…。今日この日、この神聖の地で、生いけ贄にえを捧げる儀式が行われる。諸君らは目撃することになるのだ！歴史的かつ平穏が訪れる瞬間を！


      …今こそ女神の名のもとに生贄を捧げる！」


      歓声や指ゆび笛ぶえが鳴り響いた。


      口の拘束が外され、青年はようやく深呼吸が出来た。ルーは烈れっ火かのごとく怒った。


      「シュタール！あなた、こんな事していいと思ってるの!?


      大体こんなこと、陛下が許すはずないよ！」


      それでもシュタールと呼ばれた男は、見向きもせず、群衆に向かって叫んだ。


      「聖なる剣を我らに！」


      「バグに死罪を！」と群衆が叫んだ。


      四人の前に騎士が現れ、剣を抜いて喉元に突きつける。


      「ふざっけんなああああああっ！」と大声が響いたと思うと、空が黒くなった。


      紫色の稲光が木に落ちて、丁度縛られていた縄を引きちぎった。


      「逃げるよ！あなたはお姉ちゃんをお願い！」


      ルーはダウメをおぶって、先に逃げ出した。青年はラポをおぶると後を追った。



      エピソード九　森の中を走る影


     

      私は夢を見る。もう何度も繰り返す悪夢を。楽しいはずの夢が、悪夢に切り替わる時ほど、嫌なものはない。


      『運命とは、自分の手で切り開くものだ』


      幼い頃、書物や両親に代わって、私に知識を与えてくれた『テレビ』という名の箱の中で、誰かがそんな事を言っていた。


      その頃は何を言っているのか、さっぱり分からなかった。それでも私は、その箱の中で繰り広げられる少女たちが悪者と闘たたかう『アニメ』や、愛らしい動物たちが出てくるドキュメンタリーなどが、大好きだった。


      私の話し相手……と言っても、向こうが一方的に話をするだけの『テレビ』という存在は、つかの間の幸福を与えてくれる、まさに魔法そのものだった。


      だが、そんな夢の世界は、部外者によって強制終了させられた。一方的に画面が暗くなり、振り返った後の記憶は、今の私にはない。


      気が付けば、服を脱がされた状態でお風呂に入っていた。入浴時間には早すぎる私だけの『お風呂の時間』。


      やかんで沸かした熱湯をかけられ、熱いと泣きさけべば、顔をお湯に付け込まれ、息をしようともがいても、強制的に止められて……。


      やっと終わったと思ったら、今度は鞭むちや拳こぶし、鉄パイプで、殴なぐられの繰り返し。時にはロープで縛られて、蝋を垂らされることもあった。今考えれば、現役ＳＭ女王もびっくりの事を幼い頃にされていたのである。……刃物類を使われなかったことだけは、不幸中の幸いではあった。


      『お母さん……お父さん……いい子にするから……もう止めて……』


      何度その言葉を言って、あいつらに許しを乞こいただろう。病院に行くことも許されず、学校から家に帰ることが恐怖だった。先生にこっそり相談すれば、なぜかその先生が大けがをして入院した。友達に話せば、その翌日に転校していなくなっていた。それほど『元両親』たちの権力は壮大なものだった。


      『あんたみたいな出来損ないは、家にいらないわ！』


      『お前は、俺の子供じゃない！悪魔はここから立ち去れ！』


      何度、『元両親』から、その言葉を言われただろう。


      薄れ行く意識の中で、それでも私は、『恨み』という感情を知らずに育った。私は彼らの『操り人形』になるしか、自分を守る方法を知らなかったのだ。


      その感情が芽生えたのは、あの人達と出会ったからだった。これまでに嫌がらせなら、この世界でも何度も受けてきた。私が来たからだ。


      何度泥を投げられても、窓が割られたとしても、それでも二人は苦笑いをしていた。


      『…‥‥…貴女のせいじゃない』


      …………私のせいだ。


      『お姉ちゃんみたいな美人な姉がいて、羨うらやましいんだよ。こういうことをする人たちは。


      それならそうとはっきり言えばいいのにねぇ。……あっ、でも無理かなぁ？お姉ちゃんは私だけのお姉ちゃんだし！』


      …………いいえ、違う。私がいるから、仲間だと思われているのだ。だから、二人に迷惑ばかりかけるのだ…………。


      『お前は悪魔だ！この家に邪悪をもたらす悪魔だ！』


      …………『父』が言っていた言葉の意味がようやく分かった。


      やっと巡り合った理想の『母』と『妹』は、私の希望だ。そんな『家族』に迷惑が掛かるなら、私はどうなっても構わない。その決意が、揺らぐことは無い。私は『悪バ魔グ』なのだから……。


     

      ※※※


    

      「お兄さん、次の角を左に！足が遅いよ！捕まりたいの!?」


      「はぁ、角って、どっちだ!?分かんないよ！それに、無茶、言わないでくれっ！……これでも、はぁ、全力、疾走………なんだよ！」


      青年とルーはそれぞれ人をおぶりながら、夜の嵐の森中を逃げ回っていた。


      魔法で天気と朝夜が入れ替わったことは、彼にとって驚くべき出来事だったが、感心している場合ではなく、必死に走り続けた。


      いくら体の丈夫な青年でも、雨がしみ込んだ土の上を革かわ靴ぐつのまま走るのは、かなりの体力を消耗する。それも、約40kgの重さの少女を抱えながらなので尚なお更さらだ。


      時折、停止を命ずる声が聞こえ、彼らの後方が明るくなる時がある。追手が、魔法を使いながら追いかけているのだ。


      彼らは茂みに隠れて追手が去るのを待ったが、一向にその気配はなかった。


      地面に座らせるわけにもいかないので、ルーは魔法でじゅうたんを敷き、そこに全員を座らせた。


      「ああ、くそっ！ここが見つかるのも、時間の問題か……！」


      息を切らしながら青年は言った。


      「あんた……達……」ラポがゆっくり目を開いた。


      「目が覚めたのか、ラポちゃん！」


      「お姉ちゃん！良かった……！」


      二人は彼女のもとに目線を向けて、安あん堵どの息を漏もらした。


      「……ごめんなさい」


      「えっ？」


      青年とルーは突然謝罪したラポに対して、驚きの声を上げた。


      「私のせいよ……。昨日、ルーの服が汚れたのも、今日処刑されそうになったのも、全部、全部私のせいなの」


      二人を見ようともせず、ラポはただただ泣きじゃくった。


      「何言ってるの!?お姉ちゃんのせいじゃないよ！」


      「そうだよ。何でかは分からないけど、少なくとも、こうなったのはラポちゃんのせいじゃない！」


      二人は懸命に励ますも、ラポはそれを否定するかのように、首を何度も横に振った。


      「一番のバグは…きっと私だわ…」


      「なあ、気になってたんだけど、そのバグっていうのはどういう意味なんだ？」


      青年は声を潜ひそめながら言った。


      「流れ者のことよ……」ラポは青年の顔を見ずに言った。


      「流れ者？」


      青年の問いにルーが答えた。


      「元々は、コンピューターにおいてのシステム上の不具合の事なんだけど、ここでは侵入者の事をそう呼ぶの」


      この世界にもコンピューターがあるのか、と青年は納得したが、同時に疑問も浮かんだ。


      「侵入者……。それなら僕一人だけを狙えばいいのに」


      青年にしてみれば、見たこともないような服を着ている自分こそ、『バグ』といわれても仕方がないと思っていた。


      「それが……そうもいかないのよね……」今度はダウメが声を上げた。


      「ダウメさん！お怪我は？」


      青年が駆け寄ろうとするのを、彼女は手の平を前に突き出して静止させた。


      「良いから、そのままで。実はラポはこの世界の住人たちから認められていないの」


      「認められてない？…どういう事ですか？」


      「この世界に生まれた者は、その直後から夫婦が女神イシューに新たな妖精が産まれた事を報告する習わしがあるの。でも、ラポは人間界から来た子だから、厳密にいえば初めから妖精ではなかった……。だから私が彼女に修行をさせて、妖精として生きてもらうことにしたの………。連中は、それが気に入らないのよ。


      『ただの人間のくせに、魔法を使うなんて生意気だ』ってね……。


      この子は生まれながらにして、何故か無意識に魔法が使えた。そんな子があなたという存在を招き入れたということが問題……なのよ。奴らは……恐れて、いるの。もしあなたが魔法を使えるようになったら、自分たちが脅かす存在になるかもしれないんじゃないかって。


      だから私たちを捕まえて、あなたを殺すように命令させるのよ。自分たちの保身のために……ね」


      弱々しく話す彼女に、青年は状況を想像して身震いした。とたんに茂みがライトに照らされ、周りに甲かっ冑ちゅうを付けた兵士たちが集まった。


      「まずい！皆こっちに！」


      ルーがじゅうたんを消して、走り出した。


      「いたぞぉ！いたぞぉ！全員、捕えろ!!」


      兵士の一人が叫ぶと、火炎魔法による一斉攻撃が始まった。


      「捕えろって言ってる割には、攻撃がありすぎやしないか!?」


      青年はぎりぎりの体制で攻撃をかわしながら、抗議の声を上げた。火の玉があちこちにぶつかり背後は焦しょう土どと化す。


      「火炎魔法の攻撃で『無傷でいられる』とは言ってないでしょ!?捕まりたくなかったら、さっさとその足を動かす！」


      走りながらルーが怒鳴った。


      「くっそおおお！」


      そこからさらに逃げ回って、青年は三人と一緒に古い廃はい墟きょの中にいた。


      「ここまで来れば、安全……かな？」息を切らしながらルーは言った。


      青年も、もはや体力の限界だった。もしここで捕まったら、せめてこの一家の命だけでも助けてもらおうと思っていたが、もしそんな事になれば、あとで後悔することになるのは目に見えていた。


      「あいつら、しつこいんだよ！別に僕たちは何もしてないじゃないか！」


      ラポをルーが敷いた絨じゅう毯たんの上に降ろした青年は、疲れを忘れて怒りの声を上げた。


      「無駄よ……。あいつらに…そんな言葉は……通用、しないから」


      声を震わせながら、ラポが答えた。


      「お姉ちゃん、あんまり動いちゃダメだよ。お水飲む？」


      「いらない」ラポは短く言った。そう言うのが限界だった。


      彼女はそのまま何も話さなくなった。


      「……連中が諦めるまで待つしかない……のか？」


      青年はどっかりと腰を落として、何度目か分からないため息をついた。腹の虫が鳴りそうになるのを、力を込めて何とか抑えた。妖精は耳が非常に良いということは、事前にラポから聞いていたからだ。


      やがて、小屋に向かって足音が聞こえてきた。一人二人程度ではない。多くて百、少なくても５十、足並みをそろえた鎧よろいの音がこちらに近づいてくる。


      （万事休す………だな）


      青年はもはや立つ気力さえもなく、百ひゃっ鬼き夜や行こうならぬ百ひゃく人にん朝ちょう行こうが向かってくるのを見ることしかできなかった。ドアが開けられ、怒ど号ごうが響く。


      「貴様らぁっ！よくも手こずらせてくれたなぁっ！ニンゲン、お前はすぐには殺さないでおいてやる。……初めて見る死体というものをじっくり見てみたいからなぁ？」


      シュタールという男が、狂気じみた笑い声をあげる。彼の後ろには、重々しい鎧を付けた男達がぎらぎら目と刃やいばを光らせている。


      （初めて見る死体……？一体何のことだ？まさか、死なないのか？彼らは……）


      青年は疑問を投げかける体力すらなく、眩し過ぎるライトの光に目をつぶった。


      「フェアリル・ランド治安維持法違反により、ニンゲン、貴様を捕らえる。抵抗しない方が身のためだ」


      シュタールが勝ち誇った顔をしたが、そのすぐ後ろで「あっ！」と部下の一人が叫んだ。


      「隊長……シュタール隊長！」


      「何だ？」


      部下の震えた声にぶっきらぼうに答えて、後ろを振り向いた彼は、即座に青ざめた。


      「あ、あなた様は……！」


      「……通せ」


      声の主が一言いうと、シュタールは即座に道を開けた。


      （…‥‥…何だ？あれほどの男が、何に怯えているんだ？）


      青年は朝陽が輝く道をよく観察してみた。


      彼の目に飛び込んできた声の主は…一匹の三毛猫だった。


      「おみゃーら、こんな朝早くから何してるにゃ？」


      猫は低い声で話し、その場の空気を凍らせた。青年も口を閉じることが、出来なかった。


    

      エピソード十　上下関係と兆し


    

      「こ、これはログ様！このような場所へわざわざ……！」


      シュタールは、先ほどとは打って変わって穏やかな表情になった。明らかに口角が上がっており、手もみをしながら猫に話しかける。


      （ログ様……だって？この猫が、あの男よりも立場が上ってことか？）


      青年にとって、動物に媚びを売る人間がいるということは、驚くべきことだった。


      「あの……どちら様でしょうか？」


      「無礼者！このお方をどなたと思っている!!フェアリル・ランドの大臣、ログ・キャット様だぞ！」


      シュタールは疑問を投げかけた青年に、大声で怒鳴りつけた。


      「俺の質問に答えるにゃ……。この小屋で何をしているにゃ？」


      猫はいまだに機き嫌げんを取っているシュタールを睨にらみながら、答えを求めた。姿勢を正し、恐縮しきった表情で彼が答える。


      「はっ！バグが現れたとの情報がありまして、ただ今より連行する所であります！」


      「ほう…バグを…。それで、そのバグはどこに？」


      「はっ！今、目の前にいる『ニンゲン』なる動物であります！」


      彼がそう言うと、猫はゆっくりと歩きだし、青年に顔を近づけた。まるで匂いを嗅ぐように鼻を動かすと周りを見回し、ダウメを見つけて一声鳴いた。


      「おぉ、ダウメじゃにゃいか！こんな所で何をしているんだにゃ？」


      「ログ様、そ奴は……！」


      「シャーッ！」


      シュタールが声をかけると、猫は振り返り毛を逆さか立だてて、威い嚇かくした。


      「ひぃっ！も、申し訳ございません！」


      シュタールは慌てて、謝罪の言葉を口にした。


      「……おみゃーは黙ってろ……。ダウメ、この『ニンゲン』はおみゃーの客か？」


      「はい……。その通りです……」


      少し顔色が良くなったダウメが答える。


      「そうか、そうか。なら……」


      猫は満足そうな表情を浮かべると、シュタールとその部下たちに向きかえって、こう言った。


      「この『ニンゲン』の身柄は、俺が預かるにゃ」


      「な、何を仰おっしゃいますか！こいつはバグなのですよ!?」


      シュタールは異議を唱え、兵士たちも同調した。


      「黙るにゃ。この男からはバグの匂いが感じられにゃい。よって危険では無いにゃ」


      猫はざわめく兵士たちを落ち着かせるように言った。


      「しかし…！」


      反論しようとした彼に対し、猫はシュタールの左肩に飛び乗ると、耳元で囁ささやいた。


      「おい、シュタール。お前は、俺に意見できる立場か？その脳ミソは、筋肉だけでしかできていないのか？よーく考えろ」


      先ほどまでの語ご尾びが消えた猫の声に彼の顔がみるみる崩れて行き、青白くなったり赤くなったりを繰り返した。


      「……分かり……ました」


      最後には苦虫をつぶしたような顔になり、剣を鞘さやごと腰から外すと、先を地面に勢いよく叩き付けてこう叫んだ。


      「……この屈辱、必ず晴らしてくれるわ！覚悟しておけ、ニンゲン！


      必ずダウメ一味もろとも、この世から消し去ってやるわ！」


      怒りを抑えきれないまま、彼は道を歩いて行った。部下たちは慌てて追いかけて、隊たい列れつはバラバラになり、残ったのはダウメたちと青年、そして一匹の猫だけだった。


      「……はぁ。俺の目の前で客人に悪態をつくとは……。悪かったにゃ。見苦しいところを見せて」


      猫は青年の近くまで来ると頭を下げた。


      「いいえ…。えっと、ログ様のおかげで助かりました。ありがとうございます」


      青年は正座をして、同じように頭を下げた。


      「ログで良いにゃ。堅苦しいのは、苦手だからにゃ～！」


      ログと名乗った猫はそう言いながら、前足を使って体を伸ばした。


      「おみゃー、記憶が無いそうだにゃ？しかし、初対面の妖精にも分け隔てなく、友好的に話し合える社交性も持っている…。ちょっと、おみゃーに興味がわいたにゃ」


      ログはにやにや笑うと、じゅうたんに座って膝を抱え込んでいるラポの頭をまるでスタンプでも押すかのように優しく押した。


      「…何ですか？」ラポはログから目をそらしがら言った。


      「いつものように撫でるにゃ」


      彼女は深いため息をつきながらも、ゆっくりとログの体を撫でた。ログは目を細めながら、しばらくラポを拘束して離さなかった。


      「さぁて、こんな所に長居は無用だ。早く帰ってご飯にするにゃ」


      満足したログは一足先に外に出て、まるで先導するかのように歩き始めた。


      「お待ちください！今行っては、駄目です！」


      ダウメが慌てて止めようとするも、気まぐれな性格のログにその声が届くはずもなく、青年たち一行は足を速めた。


     

      ※※※


  

      「な、な、何だこれはーー!?」


      森中にログの叫び声がこだまし、青年とダウメたちは思わず耳をふさいだ。


      「おい、ダウメ！これは一体どういう事だ!?何故お前の家が、こんなになっているんだ!?」


      語尾を忘れて、ログはダウメに詰め寄った。


      「で、ですから、今行ってはだめだと申し上げたんです！ログにこのような無残な姿を、見せるわけにはいきませんから！」


      更地となった大地でダウメが言った。彼女らが住んでいた家の面影はもはやなかった。


      「俺の……俺の保存食……ニジマスの燻製焼きが……」


      ログはがっくりとうなだれて、地面に顔をこすりつけた。せめてここが、自分の縄張りだと主張したいのだろう。


      「ログ、うじうじしても始まらないよ。家を再建しないと」


      ルーがログの肩を叩いて慰めた。


      「今までなら窓ガラスやドアだけだったのに、まさかここまでとはね……」


      ダウメはため息をついた。


      ラポは口をキュッと結んで、膝の上で両手の握りこぶしを震わせた。青年は彼女が泣いているように感じた。


      「ラポちゃん……？」


      「私に近づかない方がいいわ……。あんたまで不幸になるわよ？」


      「そんな事…！」


      青年の言葉を遮さえぎるように、ラポは手をかざした。


      「インフェルノ・エボールシカ……。


      全能なる女神イシューよ、この地にあった家か屋おくを蘇よみがえらせ給たまえ……」


      ラポがそう呟くと、彼女の手が青白く光り、彼女たちの家がものの見事に蘇った。


      「お～！お姉ちゃん、すごーい！」ルーは拍手をして感心した。


      「はぁ…。何だか疲れたわ…。早く休みたい」


      ラポはそのまま、家に入っていた。


      「ラポ、待ちなさい！ご飯は？」


      そう言いながら、ダウメは慌てて中に入り、ルーも続いた。


      青年も中に入ろうとしたが「待て」とログに止められた。


      「どうしたんだ？」


      「あのシュタールという男には、気を付けろ。今回は俺がいたから何とかなったが、次はそうはいかないかもしれない。その時はお前があいつらを守るんだ。…分かったな？」


      語尾を消して、含みを持たせる発言をしたログに青年は緊張した面持ちで頷いた。


      「それなら良い」ログは満足したように頷いて、家の中に入っていった。


      青年は、ログが去るのを見届けると、頭を下げて、後ろに続いた。


    

      ※※※



      「妖精たちが暮らす国……。そこに偶然飛ばされた僕…。僕は一体、誰なんだろう？」


      夜、なかなか眠れない青年は、ベッドの中で胡あぐ坐らをかいて考えていた。


      「こんな事、フィクションの世界だけだと思っていたのにな………」


      彼は思ったことをそのまま口にした。アニメなどで見られた異い世せ界かい転てん移い系けいの物語は、主人公が転移した直後に特殊能力を持ち、それを使って、その世界での生活を謳おう歌かしていたり、ヒロインに一目惚れして、彼女に振り向いてもらおうと奮闘したりするものが多かった。


      だが、自分はどうなのだろう？大した能力を持っているわけでもないし、今日、命が助かったのも、ルーやログの力がなければ、人生は終わっていたのかもしれない。


      「何で、こんな世界に来たのかなぁ………」


      青年はそのまま体を後ろに倒して、天井をぼんやりと見つめた。


      「確かに、今までも異世界に行きたいとは思ったけどさ。……ん？」


      彼は自分の発言に違和感を覚えた。


      「『今までも』ってことは…僕は現実から逃げたいとでも思っていたのか…？」


      自分は一体どんな仕事をしていたのだろう？逃げ出したいとでも考えていたのだろうか？


      あの《夢》とも関係があるのだろうか？


      「ますます分からない…くそっ！」ベッドを叩き付けると、青年は目をつぶった。少しでも寝ようと努力した。


      だが眠気が来ることは無く、辛い夜となっただけだった。


      
      ※※※


      

      一方その頃、フェアリル・ランドの王おう都と、フェアリル城内、謁えっ見けんの間ではシュタールが膝をついて、呪文を唱えていた。


      言語は分からないが、奇妙な気配が彼とその場に満ちていく。紫色の煙が城の敷地内を包み、その中で彼はこう呟いた。


      「かしこまりました。……全ては、貴あな女た様さまのために……。ニンゲン、そしてダウメ一味よ！


      明後日が、貴様らの最後の時だ！」


      玉ぎょく座ざの後ろに、ステンドグラスで描かれている女神イシューを見上げながら、彼は笑い声をあげた。


      その声は城中にこだまし、肩の上の烏が鳴き声を上げて、不気味に羽ばたき、ステンドグラスを突き破って闇夜の中へと飛び去って行った………。


      
      エピソード十一　地理の授業


      

      翌日、青年は理由も分からず、茶色の学生椅子に座らされていた。朝、目が覚めると姉妹二人が否いや応おうなしに服を着替えさせて、朝食を急かしたのだ。


      理由を聞いても「良いから、早く！」の一点張りで、ラポはイライラしながら、ルーは楽しそうに言うだけだった。


      それが終わった途端、この状態になったのである。


      そして、さっきまで朝食を食べていたリビングはいつの間にか、学校の教室を思わせるような空間に変わっていた。


      「…何で、こんな事に？」


      青年は誰もいない部屋で、一人ぽつりとつぶやいた。肝心の二人は、「用意があるから」と部屋を出ていってしまった。一体ここで何を始めようというのか？


      やがて懐かしいチャイムが教室に響いたかと思うと、スライド式のドアが開いて、ラポとルーがそれぞれ入ってきた。


      「はーい。授業始めるよ～」


      ルーがにこやかに言った。青年は驚いて口を閉じられなかった。


      なぜなら彼女たちの服装は、いつものオフショルダーシャツにスカートではなかった。


      ラポは白のブラウスに上下を黒で統一したスーツ姿、対するルーは、上は白のブラウス、下は、黒のミニスカートに網タイツと黒のハイヒールという具合である。


      「……どうしたの？その格好」


      「雰囲気よ、雰囲気。今からあんたには、このフェアリル・ランドの歴史を勉強してもらうの。つまり私達は先生、あんたは生徒。理解したかしら？」


      「ラポちゃんの説明は分かったけど…。ルーちゃんは、何でそんなセクシーな姿に？」


      青年が質問すると、ルーは教卓の上に乗り、ポーズを取りながら言った。


      「ん～？この前、男の子の妖精が人間界で流行っている恋愛ゲームのイベントシーンで、こんな服装の人が出て来たんだよね～。


      何か、主人公が見た彼女の夢らしいんだけど…。あっ、このポーズもそのシーンから真似てみたんだ。似てる？」


      「うん。もはや完璧にコピーしてるけど、現実にはそんな先生はいないからね？」


      「そうなの!?」


      青年の言葉にルーは声を大きくした。ため息をつきながら、ラポが続ける。


      「当たり前でしょうが………。ほら、茶番やってないで、授業始めるわよ？」


      「はーい」


      ルーは教卓から降りて、肩を落としながら姉の隣に立った。


      ラポは咳ばらいをすると、ポケットから眼鏡を取り出して装着した。ルーも彼女の真似をする。


      「まずは、フェアリル・ランドの場所を見てもらうわ。ルー、お願い」


      「任せて」ルーが指を鳴らすと、彼女の手の上に長い筒法の物が現れた。


      彼女はそれを姉と一緒に黒板の上に貼り付けると、息を合わせて下へ一気に引っ張った。


      「じゃじゃーん！これが私たちの国、フェアリル・ランドの地図でーす！」


      ルーはハイテンションでその場で飛び跳ねた。


      青年の目の前に映ったのは、広大な海の上にぽつんと浮かぶ、小さな島の地図だった。


      「…台湾？」青年の口からそんな言葉が漏れた。


      「タイワン？何それ？」ルーが聞き返した。


      「あぁ……えっと……僕の故郷の国から、かなり近い地域にある島でね。そことよく似ているんだ」


      「ふーん。まぁ、いいや。その話は置いといて、説明するからよく聞いてね」


      ルーは魔法で指し棒を出すと、淡々と説明を始めた。


      「この国には、妖精の他に、獣じゅう人じんや精霊がいるの。私たちの祖先はその昔、天界に住んでいたといわれているの。でも、邪じゃ神しん・サーヴァによって天界は侵しん略りゃくされてしまったの。サーヴァは、バグと呼ばれる魔物を次々と召しょう喚かんして人々を苦しめ、彼らは神の奴隷になるしか、生きることを許されなかった。


      そこで立ち上がったのが、女神イシュー。彼女はバグやサーヴァとの戦いに一人で勝利して、これを封印。人々を解放して新たなる土地、大地を与えてくださった。


      人々は心から女神を愛し、信仰するようになった……。ここまでは妖精たちみんなが両親から教えられることだよ」


      これがこの国に伝わる伝説であり、女神信仰の始まりというわけだ。


      「次に言語だけれど、あんたに私達の言葉が分かるのは、あんたに魔法の素質があるからよ」


      ラポはすました顔で、驚くべきことを言った。


      「何だって!?」青年が勢い良く立ち上がった。


      「当たり前でしょう。そうじゃなきゃ、私達の言葉を理解できるはずないでしょうが」


      「ううっ……。それは確かに……」


      彼はゆっくりと腰を下ろした。なんと都合がいい世界だろう。しかし謎が解けた気がした。初めて会った妖精に、いきなり言葉が通じるなんて、まずあり得ないだろう。


      それができるという事は、何か力を得たのではないかと青年自身も感じていた。


      「どんな魔法かは、調べてみないと分からないけどね。ちなみに、私達が話している言葉は、フェアリル語と呼ばれるものよ。覚えておきなさい」


      「次に、この国のお仕事の種類について説明するね。一番人気なのは騎士かな」


      ルーが黒板に文字を書いた。漢字を崩した独特の文字だった。日本語とは逆で、右から左に読むようだ。これがフェアリル語と呼ばれる文字だろう。どうやらこれがこの国の標準語のようだ。


      「岸の仕事って何となく想像はつくけど、やっぱり王様を守ったりするの？」


      「そうね。その騎士隊長が、シュタール・インフェルノ。……昨日、私達を捕まえようとした男よ」


      「シュタールはね、私と幼馴染みだったんだ……」ルーがぽつりと言った。


      「そうだったの？」


      青年は驚きの声を上げた。あの強面の男とルーが顔見知りだったとは。


      「うん。小さい頃は、よく一緒に遊んだんだ。私がいじめられていた時も、真っ先に飛んできてくれて、相手と喧けん嘩かしていつも勝っちゃうの。


      騎士になるのがずっと夢で、それが叶ったときは、すぐに私に報告してきてくれたの。


      『女王陛下だけじゃなくて、お前も守ってやる』なんてかっこつけてさ……」


      ルーは懐かしみながら窓に目をやり、景色を眺めた。


      「……あれ？どうしたんだろう？」


      「どうしたの？」


      青年もつられて目をやると、窓を青や白い点たちが必死にタックルしていた。


      「あれが精霊よ。たまに私達と話すんだけど、何か様子が変ね」


      ラポが窓を開けると、その精霊たちはいっせいに教室の中に入り込んできた。部屋が途端に眩しくなり、青年は思わず目をつぶった。


      「うわっ！」


      「ちょ、ちょっと、皆落ち着いて！一体どうしたの!?」


      ルーが叫ぶと精霊たちは体を上下左右に揺らしてせわしなく動いた。


      「落ち着きなさいっ！」


      ラポの一喝で、精霊たちの動きはぴたりと止まり、徐々に光も弱くなった。


      「もう目を開けても大丈夫よ」


      ラポが青年に声をかけ、彼は目を開けた。


      「……それで？一体何があったのかしら？代表として、一匹だけ報告しなさい」


      ラポが妖精たちに話すと彼らは一列に並び、その中の先頭の精霊が、体を先ほどと同じように揺らした。


      「……何ですって？間違いないの？」


      「精霊たちは何て言ってるの？」青年は彼女に話しかけた。


      「王城のステンドグラスが……何者かによって破壊されたそうよ」


      「ステンドグラス？それはこの国にとって大事な物なの？」


      「当たり前でしょう！」ラポは振り返り彼に向かって怒鳴った。


      「ただのステンドグラスじゃないわ。女神イシューが描かれた、私達の心のよりどころよ。神じん社じゃの屋や根ね瓦がわらが盗まれたり、お寺から仏像が盗まれたりするのと同じよ！」


      「……ジンジャ？……オテラ？お姉ちゃんの言う事が時々分からなくなるよ。でも、女神様を破壊するなんて、許せない！やった奴は誰なの？」


      ルーも会話に参加した。青年には精霊の声が聞こえないのか、少し取り残されたような気がしていた。


      「今はまだ分かっていない……と。ありがとう、知らせてくれて」


      ラポが礼を言うと、精霊たちは一礼するかのように体を上下に揺らし、窓から飛び出していった。


      「騒がしいったらありゃしないわ」ラポはため息をつきながら、窓を閉めた。


      「ごめんね。お勉強、途中になっちゃたね」


      ルーが申し訳なさそうに言った。


      「いや、良いよ。何か大変なことがあったみたいだし」


      「一体誰が……クソ野郎が！」


      ラポは唇をかみしめた。まるで自分の大事なものが壊されたかのように、窓から空を睨みつけた。


      「こうしちゃいられないわ。今すぐ行くわよ」


      「行くってどこに？」青年が尋ねると、ラポは鋭い目つきでこう言った。


      「王都、カレンシティよ」


     

      エピソード十二　初来の王都



      ラポたちが住んでいるところから、王都と呼ばれる場所へは、船で向かうことが出来るそうだ。だが、そう簡単に船を出してくれるところはないという。


      理由としては『バグに船は出せない。もし船を出せば、自分も仲間だと思われて商売にならないから』という、とんでもないものだった。


      ダウメ一家はそれを防ぐため、大きな買い物がある時は、魔法で自分の姿を変えたりして、しのいでいるらしい。


      ラポは魔法で髪色を黒にして、長さを肩まで伸ばし、薄化粧をし、声色まで変えて花瓶の花に耳を当てて電話を始めた。


      「もしもし、船頭さん？悪いんやけど、王都までお願いしたいんやけど」


      京ことばに似た方言で、お淑しとやかに話しているラポ。


      そんな彼女を、青年はハラハラしながら見守った。もし、バレてしまったら大変なことになる……と。一方、ルーはまるで旅行にでも行くかのように、うきうきした気分を抑えきれずにいた。


      「ほな、よろしゅう頼みます。……はーい」


      ラポは電話を終えると、魔法でフード付きの服を出し「着替えなさい」と言葉をフェアリル語に戻して青年に命令した。


      「あっ……はい」静かに言った彼は、すぐにフードをかぶった。


      「これで、あんたは周りの連中からは、顔を認識されなくなるわ。少しの間だけ、我慢して」


      「心配してくれてありがとう」青年は優しく笑った。


      「なっ!?し、心配なんかしてないわよ！あんた、私より強そううだし!?そりゃ、怪我でもされたら困るけど！」


      いきなり顔を赤らめて、ゴニョゴニョ言っている彼女を、青年は不思議そうに眺めた。


      「ほ、ほら！早くしなさい！」


      ラポに急かされ、家を出る、外でダウメが心配そうに見つめていた。


      「……どうしても行くの？」


      「……うん。……お願い、ママ」


      「駄目！……って言っても行くのが貴女なのよね。私もついていくわ。危なくなったら、助けるから」


      「……ありがとう、ママ」


      「親が子を守るのは当たり前よ」ダウメは静かに笑った。


      雲一つない青空だ。木こ漏もれ日びがとても美しい。森からしばらく歩くと、目の前に大きな川があり、その傍に船着き場がある。


      「おーい、お客はあんたらか？」船着き場で男が、手を振りながら呼んでいる。あれが船頭だろうか？


      がっちりとした体形で黒の半袖トレーナーに眼帯を付けた茶髪の男。髪をオールバックにまとめてカチューシャを付け、藍色のズボンの膝部分には、動物に襲われた時にできたとされる傷があった。耳がとがっていて、エルフだと分かる。


      「船頭さん！そうやで～！」ラポは嬉しそうに走り出した。


      「うちら、王都は初めてやから、案内よろしゅう頼むな？」と可愛く微笑むラポ。


      「お、おう！任せとけ！」


      ラポの素なのか、それとも演技か分からない笑顔にすっかり魅了された男は、意気揚々と船を動かした。


      「なあなあ、船頭さん。王城のステンドグラスが壊されたって話、もう聞いてはる？」


      ラポは何か情報を聞き出そうと話を聞いた。


      「あぁ。知ってるさ。というか、朝からその話題で王都はごった返しさ。俺たちの女神様を傷つけるとは、罰ばち当あたりなやつがいたもんだぜ」


      船頭はやれやれと呟いてため息をついた。


      「今まででこんなん、無かったやんなぁ」


      「当たり前さ。全く、これで客が来なくなったら、商売あがったりだぜ。……たくっ！」


      船頭は舌打ちした。


      「ホンマやなぁ」


      「お嬢さん方、ここらじゃ見掛けねぇな。乗せてて何だが、今の王都は、観光にはお勧めできねえよ。バグが現れたからな……」


      「また、その話かいな……」


      ラポは、本当にうんざりした声を出した。


      「邪神の使い魔なんざ、この国にはいらねぇよ……」船頭はそれきり何も言わなくなった。


      これがこの世界の現実……。青年は唇をかみしめた。


      川から北ほく上じょうした船は海へと出て、幅が一気に広くなった。街並みも小さくだが見えている。川沿いに高い建物が見える。旗のようなものもあり、何かの店なのだろうか？


      「着きましたぜ、お嬢さん方。ここがフェアリル・ランドの心臓部でさぁ」


      青年は顔を上げた。船着き場の入り口に大きな門が見えた。


      ラポは礼を言って、金を倍以上渡し、船頭を驚かせた。


      「い、良いのか!?こんなに!?」


      「楽しませてくれたお礼や。お・れ・い」


      ラポがウインクすると、船頭は感激して戻って行った。


      「さぁ、行きましょうか……」


      横一列に門前に立って見上げる四人に、ラポは静かに言うのであった。


 

      ※※※


      

      時間は大体午前11時くらいだった。門は常に開いていて、ルーが言ったとおり、様々な種族が行き来していた。市場が両りょう隣どなりにたくさん並んではいるが、客も店主も全員が沈んだ表情をしていて、生せい気きが感じられなかった。


      「何というか、皆暗いね」


      青年はラポに向かって話した。


      「皆、ステンドグラスが壊されたことが、ショックなのよ。早まった行動をしないと良いんだけれど。……とにかく、少しでも情報を集めるわよ。ステンドグラスが壊された日と、その時誰か怪しい奴がいなかったか、徹底的に聞き込むの。良いわね？」


      ラポの号令に他の三人は「了解」と答えた。


      三人は少しでも情報がないか、手掛かりを探すため聞き込みをして回った。


      しかし、有益な情報は出てこなかった。人が集まる酒場で話を聞けば、女に飢えているのであろう客の男たちに、三人が口く説どかれそうになったり、体目当ての別の男に、ラポがドロップキックをかまして、青年がそれを止めたりと大変だった。


      市場で金を渡されて買い物をしていた青年は、情報を聞き出そうとしたが、顔が分からない奴に売る物と、話すことは無いと追い返され続けた。


      「なかなか上手くいかないね……」


      「まだまだこれからよ」ラポはこぶしを握り締めた。


      すると、建物の中から叫び声と同時に、男が一人彼らの目の前に飛び出してきた。


      「な、何!?どうしたの!?」


      ラポが声をかけると、彼は震えて彼女の足にしがみついて、「た、助けてくれ！殺される！」と叫んだ。


      「殺される？誰に？」


      ラポは男に尋ねた。彼は震える人差し指で、今自分が飛び出してきた玄関を指した。


      促されて彼らも見てみると、足を引きずる音がして、ステッキを持った女性が、ニタニタ笑いながら顔を出した。


      「あんたね、彼が嫌がってるわよ。何があったか知らないけど、止めなさいよ」


      ラポは冷静に言った。しかし、女性は聞く耳を持たず、彼女に向かって突っ込んでくる。


      「ラポちゃん！危ないっ！」


      青年が叫ぶと同時に、ラポはステッキを引き抜いて、彼女の喉のどに向けて刃を見せた。


      同じように、女性もラポの喉に刃を見せて、威い嚇かくしている。まさに相あい打うちだった。


      「貴女……邪魔するつもり？」女性が初めて口を開いた。


      「こんな大通りで、そんな物チラつかせちゃダメよ。何があったか、話してみなさい。出来る限り協力するわ」


      「……バグが私にお説教？面白いこと言うのね？」


      「冗談を言ったつもりは、毛もう頭とう無ないわ」


      二人はどちらも引くことなく、にらみ合いを続けていたが、どこからか笛の音が聞こえると、女性の方が刃をステッキに収め、ため息をついた。


      銀色の鎧よろいを着けた男が馬にまたがり、部下を引き連れながら、こちらに歩いてきた。


      「先程、女性二人が喧嘩をしていると通報があったが、そなた達か？」


      馬上からそう聞いた彼に対して、女性は態度をがらりと変えた。


      「喧嘩だなんて、とんでもありませんわ。騎士様。私の夫が不ふ貞ていを働きましたので、咎とがめていた所、言い争いになってしまって。それをこの方がお止とめ下さったのです。お嬢さん。失礼ですが、お名前は？」


      ラポは彼女の態度の急変に腹を立て、心の中で舌打ちしながらも、こう答えた。


      「……別に。名乗るほどの者じゃないわ。この男の人があまりにも怯えていたから、声をかけただけよ」


      「怯おびえていた？何かあったのか？」


      騎士はまだラポにしがみ付いている男に対して聞くと、彼は震えながら言った。


      「け、今朝ステンドグラスが壊されたって聞いた途端、『一緒に死んでくれ』って言うから怖くて……」


      「何だと？貴様もか？」騎士は不思議そうな顔をした。


      「これで８件目だ。全く、何がどうなってる」


      「騎士様、ご無礼を承知でお尋ねしますが、８件目とは？」ラポは騎士に聞いた。


      「今朝から、このような通報ばかりなのだ。今度は女か。さっきは一気に六人家族が、同じようになったのだ」


      騎士はとにかく二人に話が聞きたい、という理由で彼らを連行していく。その途中で、女性が去り際に言った言葉が、ラポたちの耳に残った。


      「お嬢さん、今度街を歩く時は、何か香水をつけることをお勧めいたしますわ」


      「はぁ？どうして？」


      「貴女の体から、特に感じますの。……血の香りが」


      女性は妖あやしく微笑んで、連れて行かれた。


      「……私ってそんなに臭う？」


      「いいや」


      「全然」


      「良い匂いよ」


      三人は、必死に袖そでの匂いを嗅かぐラポに苦笑いした。


      「そう。まぁ、良いわ。王城に急ぎましょう。もう見えてるけどね」ラポはそう言って、前方を軽く見上げた。


      約３００メートル前方に赤を基調とした西洋式の建物が見えた。大通りをまっすぐ抜けると、城まで一直線に伸びた橋があり、その前に広場がある。


      しかし、規制線のようなものが貼られていて、それ以上進む事ができなかった。周りには野次馬がたくさんいて、呆然と立ちすくむ者、指を絡ませて拝おがむ者、泣き崩れる者など様々だった。


      「これは……！」青年は思わず言葉を失った。


      二階のバルコニーのすぐ真上にある窓、そこに描かれていたであろう女神のステンドグラスが、ちょうど顔を割るように壊されていた。


      「一体、誰がこんなことを！」


      「バグだ！バグやったに違いない！」


      「バグを殺せ！」


      野次馬が口々に叫ぶ。それがまるで合図になったかのように「殺せ！殺せ！」と合唱する。憎しみや悲しみが混ざり合った声。その大きさに青年は思わず耳をふさいだ。


      やがて、民衆の声が聞こえたのか、一人の女性が姿を現した。途端に合唱は無くなり、しんと静まり返る。


      「国民の皆さん、どうか落ち着いてください。今、我が国の様々な権威の者を集め、調査をしているところです。もうしばらくお待ちになってください」


      優しい声だ。まるで母親が子供に言い聞かせているように聞こえる。金髪のロングヘアーが太陽に反射して輝き、そよ風になびいている。青色の目はどこか悲しげだ。


      （あれが、女王陛下……なのか？）


      不ふ謹きん慎しんだが、青年は彼女の美しさに見惚れた。もしかすると、女神と呼ばれるのは、彼女がふさわしいのではないかと思った。


      「ふんっ！」


      それを見ていたラポは、右足で青年の足を勢いよく踏んだ。


      「いいっ!?」


      激痛が足から脳に伝わるが、ここで大声を上げるわけにもいかず、何とか耐えた。


      「私だって同じ髪色でしょうが……！」


      「誤解だ……！」


      青年とラポは小さい声で言い合った。


      「お姉ちゃんが嫉妬してる～かーわいいっ！」


      「青春ね～」


      ダウメとルーはその様子をほほえましく見つめる。


      やがて野次馬はいなくなり、広場は四人だけとなった。だが、女王と思われる女性はバルコニーから動かず、外を見つめていた。やがて四人に気づいたのか、視線をこちらに向けた。慌てて三人は女性に跪ひざまずいて頭を下げた。


      青年がきょとんとしていると、ラポが小さく言った。


      「アンタもやりなさい。それがこの国の、目上の者に対する最上級の挨拶よ」


      青年は慌てて同じように跪いて頭を下げた。女性は驚きの表情を見せた後、慌てて部屋へと戻って行った。


      「まずいわ！怪しまれたかも」


      ラポは逃げ出すように走り、全員が慌てて後を追った。


      

      ※※※


     
      「危なかった！怪しまれたかと思ったわ」


      女性が去ってからいきなり走り出したラポは大通りで止まり、息を切らした。


      「でも、挨拶もしたし、大丈夫だと思うけど……」


      「馬鹿。陛下はともかく、その取り巻きは一度疑ったら、止まらないような連中よ。捕まったら何をされるか、分かったもんじゃないわ」


      ラポは、ああ、恐ろしいと言いながら、自分の身体を震わせた。その様子がおかしいのか、ルーはくすくすと笑った。


      「な、何よ？」


      「ううん。お姉ちゃんにも、怖いものがあるんだなぁって思って」


      「はぁ!?怖いわけないでしょ！余裕よ、余裕！」


      「お兄さん、どうだった？女王陛下、お綺き麗れいだったでしょ？」


      ルーが青年に急に話を振ったので、彼は一瞬応えるタイミングを外した。


      「あぁ、うん。何ていうか、女神ってあの人の事じゃないのかなって思ったよ」


      「そうだよねぇ。おまけにとっても優しいんだよ」


      「お話したことあるの？」


      「まさか！おそれ多くて出来ないよ！」ルーは慌てて言った。


      その時、馬のひづめの音がかすかに聞こえて来た。


      一行が慌てて道を開けると、ちょうど馬車は青年の前で止まった。


      「女王陛下のおなーり！」


      騎士の一人が宣言すると、人々は慌てて跪いた。


      先程の女性がピンクのドレスに着替え、ゆっくりと降りてきた。


      「そこの貴方……顔を上げなさい」


      女性は先ほどと同じように優しい声を青年にかけた。それだけでも周りからどよめきがある。


      「はっ……」


      背年がゆっくりと顔を上げると、「女王陛下の御ご前ぜんであるぞ！顔を良く見せろ！」と部下が怒鳴った。


      しかし彼女は「良いのです」と言って、フードを取ろうとする彼の手を、絹手袋越しに止めた。何かを察してくれたのか黙って首を横に振った。


      彼女はクスリと笑って「ログが言ったとおり、優しい声をしていますのね」と言った。


      「め、滅相もございません」


      綺麗な女性からそんな事を言われて、照れない男はいないだろう。事実、周りの男たちから、嫉妬の声や舌打ちが聞こえる。……青年の右隣りににいる金髪少女はまるで歌舞伎俳優のごとく、彼を睨む。


      「ログから『面白い男がいる』と報告があり、一度お会いしてみたかったのです。……私の知らないところで、ずいぶんとご苦労もされたようですね」


      「いいえ」


      「昨日起こったことについても、ログから報告を受けています。この度は誠に申し訳ありませんでした。そして、国の宝である大事な民を守って下さり、女王として心よりお礼申し上げます」


      彼女はスカートを少しだけ広げて頭を下げた。


      「い、いえ！滅相もございません。どうか頭をお上げ下さい！」


      青年が慌ててそう言うと、周りからヤジが飛ぶ。


      「貴様、おそれ多くも女王陛下に頭を下げさせるとは……。何者だ！」と騎士からヤジが飛べば、「俺だって、お褒めの言葉をもらったことがないのに……お前は一体誰だ！」と民衆からも声がする。


      「顔を出せ！」


      「顔を見せろ！」


      口々に飛ぶ声に女性が一いっ喝かつする。


      「お黙りなさい！……後日改めて、お城に招待したいと思っています。ぜひ、お越し下さいね。ダウメ、あなた方もともに来るように。……宜しいですね？」


      「はっ……。かしこまりました」


      跪いていたダウメは頷いて言った。


      女性はダウメに対して、「待っていますよ」と声をかけると馬車に乗り込んだ。


      「お立―ちー！」騎士が声を上げると、馬車は方向転換して、城へと戻って行った。


      「こいつ……一体何者だ……？」


      「まさか初対面の者にも、お声をお掛けになられるなんて……。慈じ悲ひ深いお方だ」


      人々はそんなことを言い合っていた。


      「……今日はもう、聞き込みは無理ね……。帰りましょうか」


      ラポの一言に一行は頷いて、そのまま自宅へと帰宅した。



      エピソード十三　昼食とドレスアップと悪戯と


   

      家に帰ったからといって、特に何かをするわけではなく、青年はリビングの椅子に座りながらこれまでの事を思い出していた。


      ラポとルーの二人は先せん度どから庭へと出て、精霊たちと何かを話している。先にも書いたように、精霊たちの声は彼には届かないので、会話の内容は分からない。


      「……ふぅ」


      彼はため息を一つつくと、体を上へと伸ばした。緊張で凝り固まっていた上半身が、小さな音を立てる。


      結局、街の住人からじろじろ見られた彼は、生きた心地が全くしなかった。いくら顔を隠していたとしても、女王からあのような事を言われた後なら、嫌でも目立ってしまう。


      青年はハンガーに似たものに干されているフードを横目に見ながら「今度からはもっと気を付けないとな……」と小さく呟いた。


      やがて話が終わったのか、二人が青年のもとへと歩いてきた。


      「大体の事は分かったわ。報告によると、どうやらガラスが割られたのは夜。内部からの可能性が高いそうよ」


      「その時間帯は、もう兵隊さんたちは寝静まっちゃってるから、誰も気づかなかったのかな？」


      「それは分からないわ。少なくとも巡じゅん回かいの兵士はいたはずだし、気づかないことは無いと思うのだけど」


      「よっぽどお間抜けさんだったとか？」


      「ルー、さっきから辛しん辣らつよ。……何かに衛えい兵へいに恨みでもあるの？」


      ラポは妹の発言に、冷や汗を垂らしながら聞いた。


      「前はカッコいいと思ってたけど、今はならず者みたいだもん」


      「それは同感ね。略りゃく奪だつとかも絶えないし。全く、あいつらに騎士としての誇りはないのかしら？」


      青年は少女たちの会話にどう口をはさんでいいのか分からず、黙ったままだった。


      「あっ、ごめんなさい。二人だけで盛り上がちゃって」


      「いや、良いよ。何だか大変そうだね」


      「えぇ。女王陛下に招待されたのは光栄だけど、何か裏がありそうで怖いわ」


      「お姉ちゃん、さっき余裕とか言ってなかった？」


      「うーるーさーいー！」


      ルーの発言に、彼女は顔を真っ赤にしながら、妹の両頬を引っ張った。


      「痛い痛い痛い！止めてー！」


      痛みからようやく解放されたルーは壁にもたれかけながら、「もうお嫁にいけない……」とウソ泣きをしてわざとしょげた。


      「因いん果が応おう報ほうよ。全く」


      ラポはため息をついて、机に体を伸ばした。


      「この服じゃダメよね？やっぱりドレスを着るのかしら……？」


      ラポは心底嫌だという顔をした。それに対してルーはドレスを着ると聞いて、顔をほころばせた。


      「可愛いのが良いな～。お母さん、どんなのを用意してくれるのかな～？」


      「僕も何か着ないといけないよね？どうしようかな」


      青年のスーツは、シュタールたちの攻撃によって無残な姿になってしまったので、彼には今、正装が無い状態だ。


      だからといって騎士に変装するわけにはいかないので、どうしようか困っているのである。


      「あんたの場合は、心配いらないわ。ママがモーニングコートを用意してくれるから」


      ラポは青年の気持ちを察したように言った。


      「そっか。有難いな。いつか恩返しをしないとね」


      「気にしないで。見返りなんか求めてないし」


      ラポの言葉に青年はうなり声をあげた。気にするなと言われれば気にしてしまうのが、彼の性格なのである。


      「ドレスって身動きが取れないから、嫌いなのよね……。何かあったとき、すぐに対処できないし」


      「そうやって何でも被害妄想に走るのは、お姉ちゃんの悪い癖だよ？」


      「妄想じゃなくて、想定よ。最悪なパターンを常に考えておかないと」


      「お姉ちゃん、硬ーい」


      「あんたが楽観的すぎるから、警告してるの！」


      二人が口論になりかけたところをダウメが仲介する。


      「はいはい。おしゃべりはそこまでにして、ご飯にしましょう？……お昼、まだだったでしょう？」


      その一言で、場の空気が一気に暖かくなる。


      「市場で色々買えたから、良かったわ。……お店の人は元気が無かったけど」


      ダウメはテーブルに次々に料理を置いていく。


      「ダウメさん、これは？」


      「滷ルー肉ロウ飯ファンよ。豚肉を使ったレシピで、私たちの国の家庭料理。美味しいわよ」


      「いっただっきまーす！」


      ルーが料理に目を輝かせて、食べようとしたがラポに止められた。


      「もう、何？私お腹すきすぎて、死にそうなんだけど……」


      「お祈りがまだでしょうが……！」


      「お兄さんの歓迎会の時にも、しなかったのに……」


      「うるさい。決まりを破ったことは、女神様に懺ざん悔げしたわよ」


      「いつ？私知らないよ」


      「あんたがいびきかいて寝た後」


      「……分かったよ～」


      ルーは頬を膨らませてぶうぶう言っていたが、ラポはそれを無視して、両手を組んで目を閉じる。


      「……全能なる女神イシュー。今日もこうして食卓を囲むことができる事を、感謝致します。……全ての生せいある物に、女神のご加護を」


      彼女がそう言うと、ダウメもルーも「女神のご加護を」と言って彼女の真似をした。


      青年も真似をしてから一緒に食べ始める。


      「美味しいですね。さすがはダウメさんです」


      「人間君。それを食べ終わったら、改めて身体を採寸させてくれないかしら？明日までにあなたのモーニングコートを作りたいの」


      「……分かりました」


      青年は何故か笑った。ダウメが少し怖く感じた。


      ※※※


   

      食事が終わり、青年はダウメの部屋で、上半身を脱がされた状態で立っていた。ダウメは何故か赤のフリルドレスに白色のサテンの手袋をつけている。


      「あの……ダウメさん？そのお姿は？」


      「これ？女王陛下に謁見するときの衣装よ。……似合ってる？」


      ダウメはにやにや笑って、その場で一周回ってみせる。


      「……お綺麗です」


      「ありがとう。さあ、始めるわよ。良い？動かないでね～？」


      巻まき尺じゃくを持ったダウメが、彼の胴体をゆっくりと測っていく。


      「あん、動かないで？……くすぐったいの？」


      「は、はい……」


      青年は何とも情けない声を出していた。彼女の指が肌を移動するとき、どうしても我慢できなくなるのだ。


      するとダウメがいきなり、巻き尺をテーブルに置くと悪戯っぽい笑みを浮かべた。


      そして彼胴体に指を這わせてきた。くすぐり始めたのだ。


      「こちょこちょこちょこちょ～！」


      「ちょっと、あははははは！な、何にするんですか!?」


      青年は笑いながら抗議するが、彼女には何の効果もない。


      「こちょこちょこちょ！あなた、こうされるのが夢だったりした？」


      ダウメはくすぐる指のスピードを速めながら悪戯っぽく聞いた。


      「はい!?な、何を！あははははははは！」


      「やっぱりね！最初にあなたの気持ちを読み取ったときに感じたけれど、自分の趣味に嘘は吐けないでしょ？体は正直ね。こちょこちょこちょ！」


      「そ、そんな事……！あははははははは！」


      「良い事聞いちゃった！あはは！」


      ダウメは一人満足した顔をすると、真面目に採寸をし始めた。


      「はい、終わり。あなた、本当にくすぐったがり屋さんなのね？」


      ダウメはおかしそうにくすくす笑った。


      「ど、どうかあのお二人には内密に……」


      「どうかしらね？もう聞かれちゃってるかも」


      「ええっ!?」


      「ママ、採寸は終わった？私たちも着替えさせてほしいんだけど……」


      外からノックとともに、ラポの声がした。


      「分かったわ。……じゃあ、後でね」


      ダウメはウインクして彼に服を着せてから、自分の部屋から出した。


      ダウメの悪戯から解放された青年は大きくため息を吐いた。


      「……その様子だと、絶対、何かされたわね？」


      ラポは冷や汗を垂らしながら青年に問いかけた。


      「……自分の性癖が嫌になった」


      「はあっ？」


      青年の意味不明な発言に、彼女たちは困惑するしかなかった。


     




      第二章　きな臭い香り


   

      エピソード一　王城への招待



      迎えの馬車は翌日の午前７時にやって来た。ダウメ達一行はそれぞれが正装に着替えて、玄関前に横一列に整列している。


      ラポはもともと短い髪を長くして私服と同じ色のロングドレス、首元にネックレスをつけ、白のロンググローブをつけた姿。ルーは姉と色違いの水色のドレスに同様の洋装。


      ダウメは昨日青年が見た時と同じ服装で、青年は黒のモーニングコートに、水色のネクタイといった具合である。


      馬車から降りた兵士が、一枚の紙を上下に広げ読み上げる。


      「我らはフェアリル・ランド国主、サイファ・イーブン・カルラ様の使いである！


      ルーシー・ダウメ・セイント及およびその家族の者、本日の女王陛下からのご招待、くれぐれもご無礼のないように！」


      彼の声がやたらと声が大きく、耳をふさぎたかったが、何とか全員が我慢した。


      「此こ度たびの女王陛下からのご招待、誠に光栄に存じます。近この衛え兵へい団だんの皆様も、朝早くからのお出迎え、感謝申し上げます」


      ダウメは淡々と、しかし誠意をもって兵士たちにお辞儀をした。


      馬車に乗り込んだ一行は均等に訪れる揺れと、馬のひづめの音を聞きながら、城につくのを待った。


      「ラポ？心配なのは分かるけど、少し落ち着いて？」


      ダウメは彼女に引っ付くように座っている娘に話しかける。


      「……えっ？何が？」


      「貴女、いつまで周りを見渡してるの？目がきょろきょろし過ぎよ？」


      「だって……」


      「ごめんなさいね、人間君。せまくて」


      「い、いえ……」


      ルーの隣に座った青年は、寝ぼけて彼に体重を預けてくる彼女に困惑していたので、そう答えることしかできなかった。……時より、彼女が笑っているのは、幸せな夢を見ているからか、それとも……？


      やがて馬車が止まり、青年たちはそのまま降ろされた。門前には見張り番であろう兵士が二人立っている。


      「本日はよくお越しくださいました。陛下への謁えっ見けんの前に、こちらをお飲みください」


      そう言って渡されたものは直径２センチほどの錠剤。


      「これは？」


      「安全装置……ですよ」


      兵士がなぜ言葉を溜めたのかは青年には分からない。だが、これを飲まなければ、彼女の顔を見ることが不可能なのであれば、どっちにしても従うしかない。


      青年は錠剤を口に含むと、兵士から水を受け取り飲み干した。その間に所持品検査をされ、問題はなかったらしく門が開いた。


      ダウメたち三人も同じように錠剤を飲み、ラポだけステッキを持っていたため、傍そばにいた兵士にそれを預けた。


      ラポは、自分の武器を取り上げた兵士を最後まで睨みつけていた。

 

      ※※※


      

      城の中はまさに圧あっ巻かんだった。見上げれば、首を痛めるほどの高い天井に吊るされた大きなシャンデリア、見渡す限りの金箔に覆おおわれた室内、藍あい色いろの高級そうなカーペット、窓に描かれているステンドグラスには、以前ルーに教えてもらった神話の場面が描かれていた。青年は口を開けたまま、天を仰いだ。


      「あんまり上を見上げないの。……何してんの？」


      天井を見上げたまま、動かない青年にラポが話しかける。


      「いやぁ、ずいぶん高い天井だなぁって思って。……掃除とか、どうやってするんだろう？」


      「本当だねぇ。……どうするんだろうねぇ？」


      彼の疑問に隣で同じように見上げていたルーは、視線を姉に向けて相槌を打つ。


      「……脚立の上で肩車」


      長い沈黙の後、彼女はそう言った。


      「……本当に？」


      「私は物知り博士じゃないわよ」


      青年は姉妹の会話に苦笑した。


      「そろそろ陛下が来られるころよ。準備しなさい」


      ダウメが静かに言うと、一行はその場に跪いた。


      扉が開く音がして鎧の音がする。柔らかいじゅうたんに金属音が響いて反響し、緊張感が走る。


      「……ルーシー・ダウメ・セイント。よくこの城まで、のこのことやって来られたものだな？」


      青年は驚いて顔を上げた。玉座に座っていたのは、サイファ女王ではなく……シュタール・インフェルノだったのだ。


      「おそれながら、騎士団長様。その玉座は、我が主君がお座りになられる物……。いくら貴方様が陛下から信頼されていらっしゃるとはいえ、ご無礼だとは思いませんか？」


      ダウメは顔を少しだけ上げて、シュタールを見た。それでも彼は態度を改めることはなく、葉巻に火を点けると、口から煙を吐き出した。


      「犯罪者の分ぶん際ざいで俺に楯たて突つくとは、良い度胸だ。確かに、この度は陛下のご命令で貴様らをこの城へと入れたが、陛下はいまだに職務から戻られないのでな。……俺が貴様らをもてなすようにご命令された。……方法は任せる、とな」


      シュタールが右手を上げると、窓という窓が一斉に閉じられ、ダウメたちの周りを大おお勢ぜいの兵士が取り囲んだ。


      「くっ……！」


      一行は身動きが取れなくなってしまった。


      「……なるほど。これが貴方流の『おもてなし』という訳ですか……」


      ダウメは、手を床について何か呪文を唱えたが、何の変化も起こらない。


      「……そういう事、ね」


      「全員を捕らえて連行しろっ！それが終わり次第、俺は陛下に報告に行く！」


      彼がそう命令すると、兵士の一人がラポの体をつかんだ。


      「触るなっ！」


      彼女は握力で兵士をねじ上げる。


      「ラポ・ダウメ・セイント……。貴様、自分の立場を考えたほうがいいぞ？貴様らが門前で飲んだ錠剤は、魔力を一時的に封じるものだ。つまり今の貴様らは、そこの『ニンゲン』と同じく、『バグ』に過ぎないということだ」


      シュタールは勝ち誇った顔をしている。


      それと同じく、ラポもなぜか笑っていた。


      「……何が可笑しい？」


      「シュタール、あなたには騎士団長として一つ欠けているものがあるわ」


      「何だと？」


      「本当にその人を信用できるのか見極める力よ」


      謎の言葉をつぶやいた彼女はシュタールに向かって唾を吐いた。


      「ぐあっ!?」


      目つぶし攻撃をして、相手をひるませ、衛兵たちの注意をシュタールにそらした彼女は、呪文を唱えて風を起こし、周りにいた兵士たちを吹き飛ばした。


      「ば、馬鹿な!?貴様、なぜ薬を飲んだのに、魔法が使える！」


      「飲んでないからよ。あの時、薬を渡され後、口に含ませて転がしておいたの。『喉を通過しない限り、薬の効果はない』


      ……騎士団長たるあなたが、抑制薬の使い方を誤るなんて、とんだお笑いね？ほら、あんた達、立ちなさい」


      彼女の一声で何とか全員が立ち上がった。


      「くっ……！怯ひるむな！全員取り抑さえろ！」


      シュタールの叫び声に、衛兵たちがぞろぞろ集まってくる。


      「ちいっ！次から次へと！」


      「お姉ちゃん、私も！」


      ルーも攻撃態勢に入る。


      「あんたは薬、飲んじゃったんでしょ？無理しなさんな」


      「でもこのままだと！」


      「コウイチ君！」


      ダウメは青年に向かって叫ぶ。


      「えっ？僕のことですか？」


      「そうよ。いつまでも『人間君』じゃおかしいから、これからはそう名乗りなさい。何か武術の心得はある？」


      「……それも覚えていないんです。面めん目ぼく次し第だいもありません」


      「別にいいわよ。私たちの背中、預けていい？」


      「ご期待に添えられるか分からないけど、やってみます。……これって恩返しになりますかね？」


      「十分よ。行くわよ！」


      「うらぁっ！」


      相手の兵士が振りかざす剣を、青年はぎりぎりの体制でよけ、窓側に移動しカーテンを取り外して、相手の手首に巻き付ける。


      「……貴様、やるな」


      「この家族には指一本、触れさせない！」


      「面白い！だが、これはどうだ？アル・ファーザ!!」


      兵士が呪文を唱えると、黒い霧が先端を尖らせ、彼の腹部を貫いた。


      「ぐうあああああぁぁぁぁっ!?」


      あまりの激痛にコウイチが仰向けに倒れる。


      「コウイチ！」


      ラポが彼に近づこうとするも、同じ魔法攻撃を放たれ、電気を帯びながら一行が倒れる。


      兵士は高笑いして続けた。


      「馬鹿め！愚かな『ニンゲン』が我々剣士に勝てると思うてか？」


      「よくやった！牢ろうにぶち込んでおけ！もちろん、他の奴らとは距離を離せ」


      「はっ！」


      兵士は軽々と青年を持ち上げると、シュタールに一礼してその場を去っていった。


      「……サーヴァ様、あの者をこの世から消せば、この国は、もはや貴女様の物……。我が行いを祝福くださいませ」


      シュタールは、割れたステンドグラスを見上げながら、高らかに笑うのであった。


      
      エピソード二　暗闇の中の光


      

      「あの……大丈夫ですか？……じゃなかった。んんっ！おーい、生きてっか～？」


      真っ暗な世界で見知らぬ誰かの声が聞こえる。


      「すぐに治療します……じゃなくて、治療してやるから、感謝しろよな！」


      声の主は言葉遣いに慣れていないのか、何度も言い直していた。


      （……何だ？女の人の声？）


      彼が考えている間に、自分の体が温かくなった。


      「んっ……ここは……？」


      コウイチは目を開け、今自分がどういう状況に陥っているのかを理解しようとした。


      まず、目の前にいるのは、一人の少女。そして自分の服装は剥ぎ取られており、薄い布が着せられている。腹部を見ると傷口が完全にふさがっていて、目の前にいる彼女が治癒魔法を使って傷を治してくれたのだろう。


      「うわっ！起きやがった！こんだけ、痛めつけられてんのに、バケモンか？」


      「……サイファ女王陛下？」


      コウイチの目の前にいる女の子は、サイファ女王とよく似ていた。唯一違うのは、くすんだクリーム色の半そで姿と、髪の長さだけだった。


      「サイファ？……ば、馬鹿！違ぇよ！あたしは……あー、リーファ！リーファだ！兄ちゃんは？」


      なぜか慌てる彼女に促され、青年は声を出した。


      「コウイチ……スズハラコウイチです。治療していただいたようで感謝します」


      彼は初めて自分の氏名を名乗って、礼を言った。『スズハラ』というのは、頭の中で何となく思いついた苗字だった。


      「良いって、良いて。ふーん。変わった名前だな。兄ちゃん、この国の奴じゃねぇな？何したんだよ？」


      リーファは、にやりと笑って興味ありげに聞いてきた。彼女はバグのことを知らないのだろうか？


      「いや……特に何も……」


      「そんな事ぁねぇだろう？よっぽどのことがない限り、こんな所に入れられるかよ」


      「……」


      「……だんまりかよ。あーあ、つまんねぇの」


      リーファは大きく伸びをして、その場に寝っ転がった。


      コウイチは静かにうなり声をあげて、彼女を観察した。見れば見るほど、サイファ女王に似ている。意識が戻る直前に聞いた優しい声。それは間違いなく、彼女だった。


      「そうだ……！他の三人は!?」


      コウイチは、リーファに詰め寄った。


      「はあ？」


      「僕のほかにあと三人、牢ろう屋やに連れて来られませんでしたか!?ラポ、ルー、ダウメという名前なんですが！」


      「し、知らねぇよ！少なくとも、あたしと相部屋になったのは、兄ちゃんだけだ！」


      「そ、そうですか……」


      コウイチは取り乱したことを謝罪した。


      「なあ、兄ちゃん、ここから逃げ出さねぇか？」


      「なっ!?……脱獄……ですか？」


      コウイチは驚いたが、徐々に声を小さくした。リーファはおうよ、と笑った。


      「このままここにいても、兄ちゃんはいずれ殺されちまう。そうしたら、その大事なお三方にも二度と会えなくなるぜ？それは嫌だろう？」


      「それは……そうですが」


      「心配すんなって。あたしに任せろ。兄ちゃん、良い人だし」


      「そんな事は」


      「あたしにお礼、言ってくれただろう？この国じゃ、素直に礼を言える奴ほど、重ちょう宝ほうされるんだよ」


      「助けてもらったから当然……」


      「その考えが立派なんだよ。……見張りを呼べ」


      コウイチが言い終わらないうちにリーファは、言葉を重ねて言った。


      「あの、ちょっとすみません！」


      コウイチはできるだけ声を出した。それに釣られて、一人の見張りが牢屋に近づいてくる。


      「やかましいぞ、貴様ら！罪ざい人にん風ふ情ぜいが騒ぐな！」


      声は女性だが、勝気な性格なのがすぐに分かる。


      「す、すいません。相部屋の子が……その、お腹を壊したみたいで」


      コウイチは言い訳を思いつくことができなかったが、リーファが腹を押さえる芝居をしているので、それに合わせた。


      「それは良かったな。貴様にはお似合いだぞ」


      「て、てめぇらの飯の作り方が悪いから、こうなったんだろうが……！」


      苦しむ演技をしながら、リーファが答える。


      「何だと？」


      「この牢屋は、囚しゅう人じんにやさしくねぇな。更生させるなんてとても無理だぜ？女王様はよっぽど馬鹿と見えるな」


      「貴様、我が主しゅ君くんを愚弄するつもりか！」


      見張りが牢屋の鍵を開けた次の瞬間、リーファは扉を何度も開かい閉へいさせて殴おう打だした。


      「……嘘だろ」


      「へっ！ざまぁみろってんだ！」


      コウイチは真っ蒼になった。あれほど威勢が良かった兵士一人が、こんな簡単なことに騙され、伸びてしまっていた。


      「おい、さっさとズラかろうぜ？……これは貰っていくけどな」


      リーファは兵士から剣と財布を抜き取ると、財布のみをポケットに入れた。


      「持ってろ。……行くぞ」


      彼女は剣をコウイチに渡すと、先導するように前に出る。


      「は、はい！」


      慌てて、彼は後を追った。


  

      ※※※



      （この少女は、いったい何者なのだろう？自分が助かりたいだけなら、わざわざ僕を囮おとりに使う必要などなく、いつでも逃げ出せたはずだ。しかし、彼女の部屋には、脱獄の形跡が見当たらなかった）


      コウイチは疑問を抱えながらも、必死に彼女についていく。


      「へっ！なーにが、脱獄不可能の牢屋だよ。警備がザル過ぎて欠伸あくびが出らぁ」


      リーファはそう言いながら、本当に欠伸をする。


      その時だった。大音量で鳴り響き、大勢の兵士たちが二人を取り囲んだ。


      「やっと現れたか！居眠りしてるのかと思った！」


      「そんなこと言ってる場合じゃないと思うんですが……」


      にやにや笑いながら話すリーファに、青年は冷や汗を垂らした。


      「こいつらは、ただのかまってちゃんだよ。退屈しのぎには丁度良いや」


      「……貴様ら、脱獄は重じゅう罪ざいだぞ。このままおとなしく牢に戻れば、見逃してやる。


      ……最後の情けだ」


      兵士の一人が言った。


      「自分の最後は自分で見つけるさ。……ガントゥーさんよ」


      「むっ？貴様、なぜ俺の名前を？」


      男が言ったところで、素早く近づいた彼女は、彼に何かを囁ささやくと、そのまま体を倒した。


      「隊長！おのれ、サーヴァの手下め！」


      兵士たちの怒りは頂点に達し、戦闘は避けられないものとなった。


      「サーヴァねぇ……。可哀そうな奴らだ。まだ気づかないのか」


      「何を言っている？」


      「目に見えているものだけが真実だけじゃない、ってことさ。兄ちゃん、剣を抜け！こいつらは死なねぇから安心して暴れな！」


      謎の言葉を言って、リーファは兵士たちに突っ込んでいった。


      コウイチはさっきの二の舞にならないように気合を入れて、剣を抜いた。


      「な、何だ？その構えは？」


      その構えは、兵士たちが見たことがないものだった。


      『日本剣道型』剣道の有段者が行う構えだ。


      「いやああああああああああっ！」


      雄たけびを上げて、走り出す。傷つけないようにと注意しながら、剣の柄で相手を殴る。


      「せいっ！」


      「ぐあっ！」


      「おのれぇ！」


      「くっ！」


      時々つばぜり合いにもなるが、彼女がサポートしてくれるおかげで苦戦はしなかった。


      兵士たちが全員倒れた後、再び足音が聞こえてきて、彼は構えを解かなかった。


      「剣を収めて！私達よ！」


      声の主はラポだった。後ろにルー、ダウメもいた。


      「皆さん……ご無事だったんですね!?」


      コウイチは脱力して座り込んだ。


      「あんた、あれだけの衛兵をよく一人で倒せたわね」


      「いいや、一人じゃないよ。もし、リーファちゃんがいなかったらどうなっていたか」


      「はあ？何言ってるの？今、この部屋には、私達しかいないでしょうが」


      「えっ？」


      コウイチが周りを見渡すと、確かにリーファの姿は、どこにもなかった。


      その代わりに、壁に二枚の紙が短剣と共に突き刺さっていた。


      彼は慌てて抜き取ると、手紙に目を通したが、すぐに天を仰いだ。彼にはこの国の文字が読めなかったのだ。


      「貸しなさい。読んであげる」


      コウイチはリレーの用にラポに手紙を渡した。


      「何々……？『よぉ、兄ちゃん。無事にお仲間と合流できたみたいだな？感動の再会には邪魔だろうから、あたしは先に外に出ておくぜ。別の紙に安全に抜けられる道筋を書いておいた。間違うなよ？待ってるぜ』ですって」


      「……そっか。無事に逃げ出せたんだ。じゃあ、僕らも行きましょう」


      「待って」


      ラポは静かに言うと、手紙をにらみつけた。


      「どうしたの？お姉ちゃん」


      「……何でもないわ。行きましょう」


      ラポは手紙を丁寧に折りたたむと、青年に返した。


      別紙に描かれていたルートは非常に正確だった。彼らは外の広場に出るまでに、誰一人見つかることがなかった。


      ルーは数時間ぶりに浴びる日光に体を伸ばしながら叫んだ。


      「娑しゃ婆ばの空気はうまいなーーー！」


      「あんた、その言葉どこで覚えたの？」


      「この前テレビでやってたヤクザ映画で！」


      「見せるんじゃなかった……。で？コウイチ。あんたを助けてくれた『お友達』はどこにいるの？」


      ラポは何故か怒りを含んだ表情で辺りを見渡して、コウイチに尋ねた。


      「おかしいな。ここで待ってると思ったんだけど……」


      コウイチが空を見上げると、一匹の精霊が彼の周りを飛び回った。


      「な、何？」


      ラポが横から割って入り、精霊に話を聞いた。


      「あんた宛に手紙だって」


      精霊はどこからか、四つ折りにされた紙を取り出して彼に渡した。


      彼はそれをラポにリレーすると、彼女はため息をついて開いて読み上げる。


      「『よぉ、兄ちゃん。この手紙を読んでるってことは、無事に逃げ出せたみたいだな。おめでとう。本当は兄ちゃんのお仲間にご挨拶していきたかったけど、ちょいと野暮用ができちまった。またどこで会おうぜ！約束だからな！』……以上よ」


      「結局、お礼、言えなかったな」


      コウイチはがっくりと項うな垂だれた。


      「そんな事より、謎が一つだけあるわ。この手紙に使われている紙、王家のものよ」


      「えっ!?」


      「何ですって!?」


      ラポの発言にルーとダウメは驚きの声を上げた。


      「えぇ。その証拠に、手紙の左下を見て。王家の紋もん章しょうが描かれている。これは王家のものしか扱うことのできない代物よ」


      「じゃあ私達を招待したサイファ様は……誰？」


      ルーの発言に全員が首を傾かしげた。外は夕方の肌寒い風が吹いているだけだった。


     

      エピソード三　有名人


      

      「号外！号外！脱獄者だ！脱獄不可能と言われていた城の地下牢から、ついに脱獄者が出たぞ！」


      王都、カレンシティでは翌日の朝から、新聞売りが広場の前で大声を張り上げ、客に対して手当たり次第に新聞を配っている。


      群がる人々は我先に新聞を手に取ろうとごった返していた。


      「まさか、地下牢から抜け出す奴がいるなんて！……どんな奴なんだ？」


      「何でも、『バグ』の仲間らしいぞ」


      「まぁ、恐ろしい！あぁ、女神様、どうかお助けを！」


      国民たちは口々にそんなことを言い合った。


      サイファ・イーブン・カルラは、城のバルコニーからその様子を遠目に眺めていた。


      「女王陛下。そろそろ次の公務のお時間です」


      騎士団長のシュタールが跪いて後ろから声をかけた。


      「シュタール、何故、私わたくしの名を騙かたったのですか？」


      「……仰っている意味が分かりかねますが」


      「とぼけるのも、いい加減にしなさい！何故、あの青年達を不当に逮捕したのかと聞いているのです！しかも、私の名を使い、気に入らない者たちを罰ばっした上に、卑劣な嘘を並べるなど、騎士団長としてあってはならないこと！貴方には誇りがないのですか!?」


      サイファは振り返り、普段出すことのない大声を上げた。


      彼女の当初の計画は、２日ほど準備したのち、コウイチとダウメ一家を招待して茶ちゃ会かいを開くことだった。記憶がないにも関わらず、分け隔てなく話をするという男に、彼女は興味を持った。


      しかし、計画はその通りには上手くいかなかった。招待状は何故かその翌日に、ダウメ家へと届けられ、翌日、彼らはやってきた。まだ完全な準備ができていなかった彼女は、急いで城へと戻ったが、戻る途中で何故か『もう一人の自分』が自分と同じ馬車に乗り、城の中へと入って行った。驚いた彼女は急いで乗り物を降りて、外の窓から様子をうかがった。


      『もう一人の自分』はシュタールの前に来ると、霧となって消えた。


      彼女は侵入者と誤認され、罰として幼少化の魔法をかけられ、牢にぶち込まれた。彼女が急いで戻った時にはすでに『もう一人の自分』は消えていた。


      「おそれながら、陛下。あの男は、ラポ・ダウメ・セイントが見つけ、本来であれば、『バグ』として処刑されるはずだった身。だが、奴は手を出さなかった。それを我々が行っただけのことでございます」


      「下がりなさい。あなたへの処分は追って知らせます」


      彼女は悲しそうにため息をつき、そう言った。


      「処分される覚えなど、ございませんが……畏かしこまりました。貴女様の命に従います」


      シュタールが一礼すると謁見の間から姿を消した。



      ※※※



      ラポは魔法で変装したのち、王都にて号外を受け取った。船の上でそれを読む彼女の両手が小刻みに震え、新聞紙には皺しわができていた。


      「お嬢さん、前もうちを使ってくれたよな？こんなに早くお帰りなんざ、珍しいじゃないですかい？」


      船頭は船をこきながら、そう尋ねた。


      ラポは沈黙し、彼と目線を合わせようとしなかった。


      「ありゃ、だんまりですかい。寂しいなぁ。この前みたいに癒しをくだせぇよ」


      船頭は暢のん気きにそう言うが、ラポにとってはそれどころではなかった。号外には大きな活字で『珍ちん事じ！真昼の大脱走！』と記されていて、もぬけの殻の牢屋がモノクロ写真で写し出されていた。


      さらにコウイチ達を見張っていた女性兵士のインタビュー記事もあった。


      『腹痛を訴えた相部屋の女が、ドアを何度も開閉させ、殴打した。私は気絶してしまい、次に目が覚めた時には囚人が消えたうえ、自分の財布と剣が盗まれていた』


      （……この『相部屋の女』がもしかすると、コウイチが話していたやつかもしれない）


      ラポは食い入るように記事を見つめていた。


      「着きましたぜ。お嬢さん」


      船頭からそう言われた彼女は、財布から金貨を多くとりだすと、彼に渡す。


      「へえ……。いつもありがとさんで」


      船が見えなくなると、彼女は空に向かって飛び立つ。数分としないうちに自宅にたどり着くことができた。


      「ただいま～。……って、何してるの？」


      ラポがリビングに入ってすぐに見た光景は、テーブルに身体を投げ出して、死んだ魚のような顔をしているコウイチと、それを苦笑いしながら眺める妹と母だった。


      「えっと……どういう状況？」


      ラポが妹に尋ねると、彼女は舌を出しながら、こう言った。


      「お勉強して、疲れちゃったみたい……」


      よく見ると、そこには羽根ペンとインクが置いてあり、ロール状に巻かれた紙を広げると、文字が書かれている。


      「王族」、「騎士団」、「民」の文字が三角形状に書かれていて、それぞれが線で結ばれ、丸で囲まれている。


      それはつまりこの世界での権限の強さを表していることになる。そこまでは理解できたようだが、歴代の王の名前を覚えようとして力尽きたようだ。


      「何で、一発で覚えさせようとするのよ。私だって時間がかかったのに」


      「『やるからには、いつだって全力で！』が私のモットーだからね」


      「おーい、生きてる？」


      ラポはコウイチの頬を手の甲でペシペシ叩いた。


      「……はっ！しまった！寝てた！」


      彼は勢いよく起き上がると、ルーに謝罪の言葉を出す。


      「ごめんね、ルーちゃん。歴代の王のフルネームを一発で暗記するなんて、僕には難しすぎたよ」


      「そんな事ないよ！さぁ、もう一回最初から！」


      「勘弁してくれよ……」


      炎のオーラを身にまとうルーに、コウイチは助けを求めようと、ラポに目線を向けた。彼女はため息をついて、彼を睨みつけた。


      「ルー、昨日の脱獄騒ぎについての号外を買ってきたけど、読む？」


      「読む！見せて見せて！」


      彼女は目を輝かせると、手を震わせながらそれを受け取った。まるでアイドルの限定グッズをもらった時のような表情だ。


      コウイチは小声で「ありがとう」と伝えると、彼女は「ふん」と言った。


      「読まなくても分かると思うけど、あまり良い風には書かれてないわ。魔法を使って脱出したとか、透明になったとか、憶測が交こう錯さくしているみたいね。今じゃ私たち全員、有名人よ」


      「どっちの意味で？」


      「悪い意味で」


      「そうだよねぇ～。まぁ、何てたって、脱獄不可能の牢屋から逃げ出したんだから、当然の結果だね！」


      なぜかルーはどや顔をして見せ、ラポはため息をついた。


      ラポの頭の中には、別の疑問があった。コウイチが出会ったとされる謎の女のことである。新聞にも目撃情報はあるので、嘘ではないことは分かるのだが、それでも何故、自分たちを助けたのかが分からないままだった。


      （……こいつが、しきりに名前を出すリーファという女。そいつが王族の関係者であることは間違いないわ。その証拠は、手紙に使われていた紙。そして地上への脱出方法の地図を短時間で書けたこと……。あの紙は王家の者しか使えない。つまり彼女は……）


      考えをまとめようとしているところにドアベルが鳴る。


      ラポがルーに合図を出すと、彼女はドアの右側、ラポはステッキを抜いて、左側に移動する。


      まだドアベルは鳴り続けている。二人は息を殺して、一気にドアを開けた。


      「動かないで！両手を頭の後ろに組んで、床に伏せなさい！」


      「言うとおりにして！床に伏せて！」


      まるで特殊部隊が突入した直後のように、相手に向かって叫ぶ少女たち。ラポに至っては、すでに刃を相手に向けていた。


      「おいおいおい、こいつは一体何だ!?」


      相手は戸惑いながら、二人の気迫に押されて、指示通りのポーズを取る。


      コウイチはその声に聞き覚えがあった。


      「リ、リーファさん!?」


      コウイチを助けた謎の少女、リーファの姿がそこにあった。


    

      エピソード四　少女の正体


     

      コウイチはすぐさま、ラポたちとの間に割って入った。


      「二人とも、落ち着いてくれ。彼女が僕を助けてくれたリーファさんだ。悪い人じゃないことは、僕が保証する」


      「あんたが……？」


      ラポは彼女の喉のど元もとからゆっくりと刃を離す。


      「あの、あたしはいつまで、この姿のままでいればいいんだ？」


      リーファは辛そうに言った。正座に慣れていない彼女のことだ。　足がしびれているのか、小刻みに震えている。


      ラポは大きくため息をついて、ステッキを一振りすると鞘に収めた。


      「……おみ足を楽になさってください。申し訳ございませんでした」


      ルーはいきなり敬語を使って謝罪した姉にぎょっとした。以前の芝居の時とは、対照的な姿に、少し戸惑いさえ覚えた。


      「お、おう？ならいいけどよ……」相手も冷や汗をかきながら姿勢を崩した。


      「ちょっと、お姉ちゃん！」


      「黙って。さっきこいつが言ったみたいに、このお方は悪人じゃない。なら、丁てい重ちょうにおもてなしするのが、我が家の家訓でしょう？」


      「そうだけど……。怪しい人だったら、どうするの？もしかしたら、私達を捕まえに来たのかも！」


      「それならドアを開けた途端に、全員牢屋へ向かっているわよ」


      「あっ、そっか」


      小声で言い合う姉妹に、リーファとコウイチは顔を見合わせた。


      「……あれが兄ちゃんの家族？血の気が多いなぁ」


      「リーファさんも大概だと思いますが……」


      「あん？何か言ったか？」


      「……いいえ、何も」


      二人が話していると、姉妹のほうで話がまとまったのか、コウイチ達に向き直った。


      「昨日、私達を助けていただいたこと、感謝申し上げます。貴女様の来らい訪ほうを、心より歓迎致します」


      ラポはリーファに跪いて、頭を下げた。ルーも渋々といった表情で姉の真似をした。


      「お、おいおい！頭、上げてくれよ！あたしは、そんな事されるような身分じゃないってば！」


      リーファは慌ててそう言った。その言葉には若干の焦りが出ていた。


      「いいえ、それでは私たちの気がすみません。どうかこのままで」


      「な、何なんだよ。お前まで私を特別扱いする気かよ！……せっかく馴染めたと思ったのに！クソが！」


      リーファは何故か悔しそうに立ち上がると、玄関に向かって走り出す。


      だがその行動をラポの叫びが妨げた。


      「お待ちください、サイファ女王陛下！」





      ※※※




      ラポが叫んだ一言に、その場の空気が凍る。誰も魔法など使っていないはずなのに、ラポとリーファ以外の者たちは、異常なほどの寒さを感じていた。


      「……おい、姉ちゃん。一つ忠告だ。あたしの前で二度とその名を語るな」


      「何故ですか？貴女はこの国の長おさ。日々のご公務以外でも、堂々と街を歩けるはずです」


      「黙れっ！」


      リーファは振り返り、短剣をラポに向かって投げつけた。一回転した彼女は、剣が突き刺さった壁を静かに見つめた。


      「……もう一度だけ言うぞ。あたしの前で二度と、その名前を口にするな。さもなきゃ、次はこんなのじゃ済まなくなるぜ？」


      リーファは笑いながら、それでも悲しそうな表情を見せて、その場を去った。


      

      ※※※


    
      「今のやり取りで確信したわ。彼女は間違いなく、女王陛下よ」


      ラポは短剣を抜き、壊れた場所を修復する呪文を唱えて頷うなずきながら言った。


      「ちょっと待って！その推理が正しいなら、私たちが２日前に見かけた女王様は？まさか、偽者だっていうの？」


      ルーは納得いかない表情を見せた。


      「違うわよ。私達を捕らえたのは、恐らくシュタールの独断ね」


      「何で分かるの？」


      「これを見て」


      ラポはテーブルの上にリーファの手紙と、家に送られた招待状を置いた。そして何か呪文を唱えると、彼女の両掌が数秒間光り、やがて収まった。中心に何か四つの文字が浮かぶ。


      「これはフェアリル語で『完全一致』って読むの。つまり、この招待状を書いた人物と手紙書いた者は同一人物ってこと」


      ラポは青年にそう説明した。今の彼女の魔法は、恐らく現実世界でいうところの筆跡鑑定にあたるものだろう。


      「なるほどね」


      「それに、二日前に貴方に謝しゃ辞じを述べた彼女が、急に態度を変えて、捕らえようとなんてするかしら？」


      それは確かにそうだった。民衆の野次に答えようとした彼を、彼女は優しく止めていた。心が清らかな女性だと一目でわかるような気がした。


      「そして何より、あのリーファという少女。女王陛下の名前を出した途端に動揺したでしょう？変装や言葉遣いにも慣れていなかったしね」


      「お～！さすがはお姉ちゃん！名推理だね！」


      ルーは拍手をしながら言った。それに対してラポは珍しく、ありがとう、とつぶやく。


      「まさか女王陛下自らが『あれ』を……？あり得なくはないけれど……」


      「お姉ちゃん、それって……！」


      「辻つじ褄つまは合いそうね」


      女性三人が話を進める中、コウイチは頭にクエスチョンマークを浮かべずにはいられなかった。それを見たラポは、彼に向き直ってこう言った。


      「私たちは、ある行動を起こそうとしているの。それを陛下自らが、後押ししてくれたかもしれないわ」


      「ある行動って？」


      コウイチが尋ねると、ラポは一息ついてこう言った。


      「……『革命・独立運動』よ」



      エピソード五　渦中の王国


     

      ラポの突然の発言に、コウイチは首をかしげた。事前にルーに習ったことと矛盾していた、この国は建国以来、立りっ憲けん君くん主しゅ制せいを基本方針としながらも、三さん権けん分ぶん立りつを行い、民衆の意見を王に直接伝えることができると。そのような状況で、一体どこから独立するというのだろうか？


      「意味分かんない、って顔してるわね」


      ラポが彼の気持ちを読み取ったかのように言った。


      「うん……。独立って言っても、『どこ』からなのか全然分からない」


      ラポは今までの中で一番大きなため息をつき、自分の妹を睨にらんだ。それに対して、彼女は舌を出してごまかす。


      まるで『どうして教えなかったの？』『ごめんなさい♪』と、頭の中で会話をするように見えた。


      「良い？確かにこの国を動かしているのは、女王陛下とその部下たちよ。でも最近、隣りん国ごくからの要求が激しさを増していて、あの方は今、渦中の中にいるわ」


      「渦中の中、だって？」


      コウイチはまだ、この国の内政に関しては、何も教わっていなかった。ルーが忘れていたのか、もしくはわざと教えなかったのかもしれない。いずれにせよ、ラポの杭から「隣国」という言葉が出たことに、彼は驚いた。


      「隣国ってことは、ここ以外にも国があるんだね？」


      「当たり前でしょうが。見てみなさい」


      ラポが指を鳴らすと、以前の授業と同じように紙が丸められて出てきた。テーブルの上で上下に広げると、フェアリル・ランドの地図が海の絵とともに現れる。


      「注目すべき点は、ここよ」


      ラポは地図の左上を指先で強く叩く。


      「少し見切れているけれど、ここには大きな大陸があるの。これチェンサレノ帝国。


      続いて右側。小さな半島がぽつぽつと見えるかしら？」


      「あぁ、見えるよ」


      「この半島がある国がニファノ国よ。今は見切れているけれど、私たちの国と比べれば領土は広いわ」


      「チェンサレノとニファノ……」


      「私たちはね、チェンサレノに国を乗っ取られているの。女王陛下はいるけれど、チェンサレノの言うとおりにしなければ、国益がすべて奴らの懐ふところに入るのよ」


      「乗っ取り？」


      「えぇ。事の発ほっ端たんは、遠い昔、ここが『フェアリル王国』と呼ばれていた時代にまでさかのぼるわ。


      当時、私たちの先祖は、女神イシューからこの大地を賜たまわった直後だったの。魔法を作り出すことができる広大な自然、ニファノ国との交流で手に入れた豊富な資源によって、彼らの生活は天界にいたころよりも、格段に良くなったと伝わっているわ。でも、そんな国をチェンサレノが見逃すはずがなかった。


      彼らは私たちの国を武力で乗っ取ったの。ご先祖たちは魔法は使えたけれど、それは武器として役に立つものではなかった。だからあっさりと占領されたのよ。名前がフェアリル・ランドなのも、『国の一部』としての認識だからよ。


      占せん領りょうされてからは私たちの生活は変わった。通貨は帝国が発行するものしか使えない。だから使いたくないのよ。


      だけどそのうち帝国側の奴らが私たちの国に住み着いて、自国のプロパガンダを始めた。中でもシュタールは帝国に心しん酔すいしていて、その貢献力の高さから１０００ウォンカ紙幣に肖像画が使われているわ」


      コウイチはようやく思い出した。あの男の顔は確かに紙幣に描かれていた。


      「国益が懐に入るというのは？」


      「言葉通りの意味よ。現在、私たちは自由に起業したり、集会を開くことや、露店を出す事が許されていないの。そんな事になったら、一気に経済力がついて、反乱なんていつでも起こせる訳だし。


      王都の露店や兵団の給金だって、毎回決まった時間に使者が来ては、持っている金がほとんど、帝国に収められる税金と上納金あがりとして徴収されるんだもの」


      「うわぁ……ほとんど上納金で持っていかれるのは、嫌だね」


      コウイチは顔をしかめた。


      （お姉ちゃんだってあのヤクザ映画の影響、受けてるじゃん……。しかもお兄さんも普通に使ってるし……）


      ルーは不満げな顔をしたが、すぐに捕ほ捉そくをした。


      「その状況を変えようと、努力なさっているのが女王様なんだ。女王に即位して以来、チェンサレノに屈しない政策を行ってきたんだよ」


      「私たちが求めているのは、王国の復活、そしてチェンサレノ帝国からの完全な独立……。それだけよ」


      「でも、最近それを邪魔する人達がいるんだよねぇ？戦争に勝ったと同時に、移り住んだ人たちなんだけど……」


      そう言った所でルーはハッとした。


      「もしかして、今までの一連の事件は、独立反対派の仕業かも!?私の服が汚されたのも、王城のステンドグラス破壊も、そいつらの仕業だってこともあり得るんじゃないの!?」


      「それはあくまで可能性でしょ？明確な証拠がなくちゃ」


      姉にそう言われてルーは言葉を詰まらせた。確かにそうだ。彼女の服が汚された時、コウイチたちは犯人の姿を見つけられなかった。


      それは今回のステンドグラス破壊事件でも同じ。誰も実行犯の姿を見ていない以上、調査は厳しい。それにコウイチたちにはもう一つ、弱点がある。


      「今、私たちが声をあげても、『脱獄犯』の汚名は消せないわ。それどころか、ますます怪しまれるだけよ」


      ラポはこぶしを握った。


      「打つ手無しってこと……？そんなぁ～」


      ルーが落胆すると、外で何か物音がした。紙が投げられるような音だ。ダウメがドアを少しだけ開けると、足元に丸められた紙が置いてあった。


      「……二人とも、そこまで落胆する必要は無いみたいよ」


      紙を広げて目を通した彼女の背中を、三人は不思議そうに眺めた。


      「ほら！」紙を見せられた二人の少女たちの目には、希望の光が灯ともった。


   ※※※


  

      翌日。現実時間での午前四時ごろ。シュタールを団長とした軍団が、王都から２キロほど離れた草原に向かって足を進めていた。弓矢や剣、銃など様々な武器を持ち、重い甲冑に身を包んだ兵士たちが草を踏み分け進んでいく。居眠りをしている者などは、その場で首を切られ、部下たちはその姿をなるべく見ないようにしていた。


      「止まれ！」


      騎乗していたシュタールが掛け声とともに右手を上げると、軍団の動きはぴたりと止まった。目の前にポツンと聳え立つのは、ここがまだ王国であった頃に使われていた兵舎である。最も、今から２００年ほど前なので、外観はほぼ廃墟と化しているが。


      「……おい、本当にここで間違いないのだな？」


      彼は鎖につながれた夫婦のうち、夫にそう声をかける。


      「は、はい……。革命派の拠点は、こ、ここで間違いございません」


      エルフの男は顔を真っ蒼にして、声を震わせた。男は革命派の部隊長だったが、シュタールに妻を人質に取られ、言うことを聞くしかなかったのだ。


      「……配置につけ」


      「はっ！」


      シュタールの命令により、部下たちが散らばる。


      「お、お、お願いです！い、居場所を、お、教えたのですから、い、命だけはっ！」


      そう懇願する男の首は、無む残ざんにも部下の剣によって斬り裂かれた。妻にとって、目の前で夫が惨ざん殺さつされることは恐怖でしかなかった。


      「あ、ああっ……！シュ、シュタール隊長、や、約束が……約束が違います！『革命派の居場所を教えれば、私達には危害は加えない』……そう仰ったはずです！」


      「あぁ、確かに言った。だがな、俺には同時に剣の声も聞こえたのだ。『血を吸いたい』とな」


      その言葉を聞いた妻は、目を見開き、その場に膝ひざを折った。


      「その声に応えてやるというのが、主というものだろう？恨むなら、我が剣と、その体で生まれてきた己自身にするがよい」


      彼女は部下ではなく、シュタール自身の剣によって、腹部を突かれた。二ヶ月後に生まれてくるであろう、待望の我が子と共に……。


      「……妊婦の血は美う味まいか？我が剣よ」


      シュタールはしばらくたってから抜いた。妻は白目をむき、その場に倒れた。


      「革命派の者たちよ、聞こえるか！この二人は、我が命に背いたため、勅ちょく命めいをもって処刑した！中からも見えるであろう！この様に、無様な死に方をしたくなければ、今すぐ門を開けろ！」


      シュタールはそう叫ぶが、何の変化も起こらない。


      「誰か様子を見て来い！」


      部隊長クラスの男がドアを開けるが、すぐに戻ってきた。


      「団長、やられました！中には誰もおりま……！」


      報告の途中である部下の口内に剣を刺し入れたシュタールは、彼が持ってきた紙をひったくった。


      『革命派討とう伐ばつ団の皆様、お仕事お疲れ様でーす！さてさて、誠に勝手ではございますが、ここにいた人達は皆、私が逃がしちゃいました～！残念でした～！場所は何処かって？教えな～い！捕まえられるもんなら、捕まえてみろ～！


      不ふ殺さつ仕事人ルーより愛を込めて[image: ハート]』


      「不殺仕事人ルー……だと？おのれ！この俺をバカにしよって！」


      シュタールは、烈火のごとく怒った。筆者の名の前には、舌を出した少女のイラストが小さく書かれていた。彼は手紙を破り捨てると、軍団に向き直った。


      「全軍、行き先を変更！ルーシー・ダウメ・セイントの家へと向かえ！この俺を侮辱したこと、後悔させてやる！」


      「はっ！」


      部下全員がそう答えた。部隊長の死体は、その場に捨て置かれた。


      彼が声をあげて手綱を引くと、馬がいななきを上げて走り出し、後ろから大勢の部下が付いてくる。


      「……待っていろ、ダウメ一族！全員、血祭りにしてあげてやるわ！」


      馬を走らせるその顔は、まさに鬼のようであった。


エピソード六　タイムリミットは稼ぐもの


     

      あの手紙が投げ込まれてから、ダウメ一家はすぐに行動を開始した。それには、『革命派の者たちを救い出してほしい』という趣旨の内容が書かれていたからだ。


      まずは、舟で王都に向かう必要があったが、ここで協力者が現れた。ダウメ達を運んでくれた船頭である。


      彼は、彼らが脱獄囚であることを知っていながら、今まで取り調べをしに来た兵士達に、あえて何も言わなかったのだ。


      「……いつから気付いていたの？」


      ラポは変装も方言も使わずに、船頭に話しかけた。


      「お嬢さんが、二回目に乗ってくれた時でさぁ。あん時、追われていたんでごぜぇましょう？だから、最初の時みたいに声を一切、出さなかった。それに、号外を読んでいる時から、何となく普通の客じゃねぇな……と薄々は感じていたんでごぜぇますよ」


      「それなら、どうしてその時に、海軍に通報しなかったの？エルフは声が大きいから、いくらでも聞こえたでしょうに」


      「はっきり申しますと、あっしも今の世のなかにゃぁ、うんざりなんでさぁ。だからこそ、皆様に何か協力できるのではないかと、こう思った次第で」


      「ありがとう……」


      「いえいえ。……着きましたぜ？お嬢さん方」


      船頭は船を岸につけ、女性陣の手を取り、ゆっくりと上陸させた。


      「今はまだ、門は開いちゃいません。お嬢さん方は運が良い。今日はあっしが、開門係でさぁ」


      船頭は懐から鍵を取り出すと、慣れた手つきで門を開けた。


      「……今のあっしが出来る事は、これくらいでございます。……皆様どうか、お気を付けて。また、お迎えに上がります」


      「ありがとう。……頼むわね」


      「へえ……。では、ご免なすって」


      船頭はラポからいつものように多くの金を受け取ると、舟をこいで戻っていった。


      「……時間が無いわ。急ぎましょう」


      ラポの言葉を合図に、一家は城下町へと走って行った。


      ※※※


     「ここだわ。間違いない」


      ラポはそう言って、旧兵舎を見つめた。手紙に描かれている建物に、革命派たちがいるとの内容が記されていたのだ。


      「……私が行くよ」ルーが先導してドアをノックする。


      『誰だ？合言葉を言え』


      「ミーリングイン・サイファ。女王陛下万歳」


      『……何者だ？何故、その言葉を知っている？』


      「匿名の者から、あなたたちを救い出してほしいと頼まれた。ここを開けてほしい」


      普段のんびりした性格の彼女が、その口調を改め、真面目な声を出していた。


      『……入れ』


      ドアが開き、ルーたちは中へと入る。


      「あんた達が俺達を助けに来た証拠を、見せてもらおうか」


      上半身が盛り上がった髭ひげの濃い男が言った。


      「これで信じてもらえる？」


      ルーはダウメから手紙を受け取ると、両手で広げて男に見せた。


      「リーファ……？あのコソ泥め。俺たちに隠れてこんなことしてやがったのか」


      「……彼女を知っているの？」


      「あいつ、俺たちに近づくために、わざと仲間の財布をすった事があってな。それ以来、新しい仲間を連れてきては、何処かへと消えていく謎のガキだよ。あんた達、さっき匿名だって言ってたが、どうせあいつに頼まれたんだろ？」


      「ご想像にお任せするよ。それで、出来れば、貴方達のリーダーに会いたいんだけど、どこにいるの？」


      「リーダーはずいぶん前に、帝国軍に捕まっちまった。奴らは俺達を狙って、進出してくるだろう。このままじゃ、皆捕まっちまう」


      「そうならないために、私達が来たの。メンバーはこれで全員なの？」


      黙っていたラポが男に聞いた。


      「あぁ。前は２百人くらいはいたんだが、今じゃ、80人ほどになっちまった。バラバラになった奴らは、『新しい仲間を連れてくる』とか適当な事言って、結局逃げ出しちまったよ」


      「そう……。分かったわ。全員、私達について来て。安全な所へ避難させるから」


      「……今更安全な場所なんてねぇと思うが……『脱獄囚』のあんた達には、何か考えがあるんだろうな」


      「あら？私達のこと知ってたくせに、誰かなんて聞いてたの？」


      「気を悪くしたなら謝るぜ。……これも用心のためだ」


      「新聞では名前まで出てなかったはずよ？」


      「俺はこれでも情報屋だぜ？バグの仲間、『ニンゲン』の侵入、そして脱獄囚とくれば、自動的にあんた達が連想されるってわけさ。……さぁお前ら、移動開始だ！」


      男の号令で男女のグループが立ち上がる。ダウメとコウイチが先導して、岸まで連れていくことになった。


      「ちょっと、ルー！何してるの！急いでっ！」


      ラポは、壁を背にして何かをしている妹に向かって叫ぶ。


      「はーい！お待たせ！行こっか！」


      ルーは机の上に『手紙』を置くと、集団にまぎれた。


      そして王都の門前にたどり着くと、あの船頭がにこやかに微笑んでいた。


      「あっしの子分達も連れて来やした。革命派のお力添えのために、存分に使ってくだせぇ！」


      「悪いけど、借りるわよ。急いでっ！」


      「へぇ！お前ら、団体様のお越しだ！気合い入れて行くぞ！」


      船頭が声を出すと男達が「へぇ！」と答え、全員を船に乗せた。


      「出して！」


      「アイアイサー！」


      ……こうして革命は86人を乗せた船団は岸を離れ、何処かへと姿を消した。それは討伐団が到着するまで、あと一時間余り前の出来事だったのである。



エピソード七　団長と幼馴染の苦悩


     外へ出るにはちょうど良いそよ風が吹く森の中を、激しいノックとドアベルの音が支配する。昼寝をしていた動物たちにとって、これほど迷惑なことはなかった。


      「開けろ!!我々の事は知っているだろう！女王陛下より使わされた、フェアリル・ランド革命派討伐団だ！ここを開けるんだ!!」


      シュタールは何度もそう言った。だが、何の反応も起こらなかった。


      「この家に、革命派が隠れている事は知っているぞ！ルーシー・ダウメ・セイント、これが最後の警告だ！今すぐここを開けなければ、この家を破壊する！」


      彼がそう叫んでも、あたりには静寂が訪れるだけだ。


      「また住処を追われることになるぞ？それでも良いのか！そうなればお前も、お前の大事な家族も、全員が引き離される事になるんだ！分かるか!?引き離されるんだ！」


      再三の脅迫にも拘かかわらず、周りは常にしんとしていた。草食動物たちがまるで抗議の様に、鳴き声を上げるだけだった。


      しびれを切らした彼は、部下に様子を見させた。


      「団長！中に人の気配はありません！」


      「何を馬鹿なことを！」


      「本当です！もしかして、我々は一杯、食わされたのでは？」


      「この愚か者！」


      彼は部下を持ち上げると、木に向かって投げつけた。


      「貴様の目は節穴か!?『不殺仕事人ルー』とは、明らかにルー・ダウメ・セイントの事ではないか！奴は今までも『仕事』と称しては、我らの邪魔をしてきたのだ！それを支援しているのが、実母であるダウメだ！奴らが革命派と裏で通じているのは、紛れもない事実！それが分からぬ貴様に、その誇りある騎士の衣をつける資格はない！」


      「も、申し訳ございません！命だけは、お、お助けをっ！」


      兵士はがたがたと震えた。彼は先ほどのシュタールの行為を最前列で見ており、彼らの断だん末まつ魔まに思わず目を背けてしまっていた。あの斬ざん撃げきを味わう……。それだけで恐怖が一気に増した。


      「……まぁ、良い。俺の前で無様な姿を見せたときは、容赦はしないという事を覚えておけ。……おい、何をしている！この森を焼き払ってでも、革命派共を炙あぶり出すのだ！」


      シュタールは脅しのために抜いた剣を鞘におさめると、そう命令した。


      「お待ちください、団長！この森は、我が国の始まりの地。いかに陛下の命であっても、そのような行為は許されません！何卒、お考え直しを！」


      着き飛ばされた兵士は、跪きながらそう懇願した。


      「黙れ、小童こわっぱ！一兵卒いっぺいそつの分際で、俺に逆らうつもりか！」


      「今まで貴方様の命令は、仁義を重んじ、人情に厚いものでした。ですが、たとえこの兵団を追われる身になろうとも、その命令には従えません！」


      兵士は自分で言った言葉が信じられなかった。先ほどまであれほど、死に恐怖を抱いていたのに、なぜだか理由は分からなかった。


      いや、違う。理由などたった一つしかない。今、目の前にいる自分の上司は、昔あこがれた存在ではないからだ。


      「シュタール団長、何卒お願いいたします！この森を焼き払う事だけはお止めください！その様なことをしても、ルーさんは喜びません！」


      「言うなっ！」


      それまで聞いたことがないような、シュタールの怒ど号ごうが森中に響いた。


      「あの時、貴様も見ていただろう！ルーは……我が愛しい幼馴染は、あの時俺を庇って、崖から落ちたのだぞ!!」


      「いいえ、ルーさんは生きています！現に、我々が最初にあの『ニンゲン』を捕らえた際も、あの場にいらっしゃったではありませんか！それも、団長を必死の思いで止められていました！」


      「違う！あのお方は確かにこうおっしゃったのだ！『あの者は死んだ』と！あのお方が……サーヴァ様が間違うなどあり得ぬ！」


      「団長……！」


      「ルーシー・ダウメ・セイント！聞こえているか!?今すぐに革命派を引き渡せ！さもなくば、森ごと家を焼き払う！」


      そう叫んだシュタールの目には、もはや光など宿っていなかった。



※※※


     一方、ダウメ一家は魔法で作られた異空間の中で、一部始終をすべて見ていた。


      「シュタール……！何て事を……！」


      ラポは血が出そうなほど歯ぎしりをした。一方のルーは、シュタールをじっと見つめていた。


      幸い、森にまだ火は着けられておらず、火炎魔法を唱えようとしている彼を、部下達が必死に止めて、内輪もめ状態となっていた。


      「シュタールの奴、許せねぇ！」


      「そうとも！事もあろうに、神聖の地を焼き払おうとするなんて……！」


      「今すぐ、ぶっ殺してやろうぜ！」


      革命派の誰かが言うと、その場にいた男たちが同意し始めた。それを「無駄よ」と冷静な声でいさめたのは、ラポだった。


      「おい、姉ちゃん！無駄ってのは、どういう意味だ！」


      「忘れたの？私達の体は不死身なのよ？いくら傷つけたところで、簡単に修復されてしまうわ」


      その言葉にコウイチは、違和感を覚えた。


      「ちょっと待って。だったら、僕たちがさっき見たあの惨劇はどうなるんだ？旦那さんは首を斬られて、奥さんは腹を刺されたじゃないか」


      「それもこれも、みんなシュタールが操られているせいよ。奴の目に光が無い事が、何よりの証拠だわ。私も含めて、この国に生まれたものは、一定の年齢を迎えると成長が止まって死ななくなるのよ。ちなみに、自分が死ぬという場面は『夢』として記憶から消えるわ」


      「つまりその元凶である者を倒せば、その行いは修正される……」


      ルーがつぶやいた。本当に、何と都合がいい世界だ。


      「恐らく、シュタールは、『あの時』のことが原因で、サーヴァの言いなりになったのね」


      姉の言葉にその場でざわめきが起こった。コウイチは訳が分からず、困惑した。


      「ちょっと待ってくれ。イシューとかサーヴァというのは、神話なんじゃなかったのか？」


      「誰も神話だなんて言ってないわよ。あんたが勝手に解釈したんでしょうが」


      「うぐ……確かに、女神、邪神って話だったから、てっきり神話なのかと……」


      ラポは盛大なため息をつくとこんなことを語り始めた。


      「女神イシューはサーヴァとの戦いを終わらせた後、それを海底の奥深くに封印したの。でも、ある国が封印を解いてしまった。それが今からちょうど10年位前よ。私たちはその国から更なる増税や労働力を奪うばわれてしまい、小さな反乱を起こした。戦闘は日に日にはげえ示し唆さを増し、ついにはチェンサレノと全面戦争となった。シュタールはその時、女王陛下直属の騎士になっていて、その国の軍隊と必死に戦ったわ。でも、その国は邪神の力を後ろ盾に、軍事力を増していき、私たちは鎮ちん圧あつされた。不死身の体を持つものとして、チェンサレノでは何人もの女性や子供が奴隷となった」


      「じゃあ、その封印を解いた国はまさか……チェンサレノ帝国？」


      コウイチの問いにラポはゆっくりと頷く。


      「えぇ。そして、ルーもこの戦いで大怪我を負ったの……」


     ※※※


      

      時は遡さかのぼり、10年前のある昼下がりのこと。ラポが女神イシューより『妖精』として迎えられてから、それほどの時期が経っていた。


      その日、妹であるルーの幼馴染、シュタールが鎧を身に着け、重い足取りで家にやってきた。彼はこの時、敬愛する女王陛下から騎士団長の位を賜ってからというもの、家に来ることが減った。多くの女性たちからの人気もあり、婿候補として考える貴族たちも少なくなかった。


      『……家に何か用？ルーなら中にいるけれど』


      度重なる嫌がらせで心を閉ざしていたラポは、ぶっきらぼうにそう言った。


      『……呼んできてくれないか？』


      いつもお調子者で、妹にちょっかいばかりかけていたはずの男が、今日はやけに真剣な顔をしていた。


      ラポは何も言わずに中に入ると、妹の肩を叩いて親指を立てた右腕を曲げ、彼が来たことを伝えた。彼女は表情を明るくすると、急いで外まで走り、彼の顔を見て、こちらも真剣なまなざしを向けた。


      『……明日から全面戦争が始まる。もう、ここには来られなくなると思うから、最後に会えて良かった』


      『そんな……。私達は、女神様のお陰で不ふ死じ身みなんだよ？負けるはずないじゃない！近衛騎士団長のあなたが、そんな弱気になっちゃ、駄目よ！』


      『すまない……。でも、本音を言えるのはお前だけなんだ』


      『うん……。分かってる。でも、お願い。無理はしないで？それだけは、絶対に約束して』


      『あぁ……。分かってるよ』


      この時、彼は笑っていた。不死身だからと安心していたからかもしれない。はたまた奇跡が起きて、この戦争に勝てるかもしれないと思っていたのだろうか？


      だが、現実はそう甘くはなかった。チェンサレノ帝国は陸だけでなく、海、空までもを巧みに使い、陸では武装兵による突撃、空からは魔法弾による空襲、海では巨大生物、龍を使って徐々に戦闘を有利にしていった。


      ダウメ一家も王都に攻め込まれて壊滅した建物から、負傷者を助け出し、治療する任務にあたっていた。たとえ死ななくても、痛みは感じるものだった。


      そんな時、確かにルーは助けを求めるシュタールの声を確かに聴いた。


      『待ちなさい、ルー！単独行動は危険よ！』


      ラポがそう叫ぶが、彼女の耳には届かず、声のするほうへと駆け付けた。


      『シュタール！』


      ルーがそう叫んだ時、彼は肩に傷を負い、絶壁まで追い詰められていた。彼女の声に反応するように、チェンサレノの兵士がこちらを振り向く。


      『ユー、バニハサムノーゼア？（お前、こいつの仲間か？）』


      『イエスタ！ア、ウィチュンドック、フレンダ！（えぇ！私の大事な、友達よ！）』


      『アー、ウィンカンヌルフォン！ノーシ―ダ、イェンセンティア、ユーグロンファ！（ああ、それは面白い！それなら、貴様から先に斬り裂いてやる！）』


      『ユー、レィティーカム、ファングォン！（やれるものなら、やってみろ！）』


      『ルー、何をしているんだ！今すぐ逃げろ！』


      シュタールは痛みに耐えながら、そう叫んだ。


      『ごめん、シュタール。でも心配しないで？私達は……不死身だから！』


      彼女はそう言って、兵士に突っ込んだ。もともと、戦闘は得意なほうだった。『仕事』のために、武術の達人に弟子入りして、異世界での技を数多く習得した。時にはドラマの役者の動きを真似することもあった。両足を相手の顔面に向かって蹴る。当然、魔法ではじかれるが、そんなことは計算済みだ。


      その反動を利用して、さらに高所へと飛び上がり、ありったけの力を込めて兵士の横顔を殴りつける。


      『アアッ!?ユー……ミンスンティア、クロスィー！（ああっ!?貴様……絶対に殺してやる！）』


      兵士が右手を上げると、茂みに隠れていた弓兵達が現れ、弦げんを引いていた。


      『ルー！君を巻き込むつもりはない！今すぐに離れろ！』


      シュタールは必死に叫んだ。敵を倒すことよりも、幼馴染を救うことを自ら選んだ。


      だが、それでも彼女が彼の声に耳を傾けることはなかった。幾度と無く放たれる矢をもろともせずに、集団に突っ込んでいっては、魔法で薙なぎ払はらう。いつもにこやかに笑うはずの、天使のような面影は一切見られず、憎しみと怒りを詰め込んだ叫び声のみが、崖に響いた。


      やがて、静寂が訪れると、先ほどまでいた大勢の兵士たちは、みな各々血を出して倒れていた。


      『シュタール、大丈夫!?』


      真っ先に自分のことを心配してくれるのはうれしかったが、彼は目の前の地獄絵図を受け入れることができなかった。


      『あぁっ……』


      『ごめんね。今のが私の本当の姿なの』


      血だらけのルーが苦笑いした。今まで明るく振る舞っていたのは、演技だったという意味なのかは分からなかった。


      彼女が『仕事』のために、日々忙しそうにしていることは、前々から知っていた。昨日だって会えるか分からない状況であったため、運が良かっただけだった。だが、そんな彼女でさえ、化けの皮が剥がれれば、この様な事も辞さないのだ……。彼は幼馴染に恐怖心を抱いた。


      『さぁ、まずはあなたの治療をしないと』


      そう言って彼女がほほ笑んだその時だった。ふいに彼女の顔が上へとひきつった。原因はすぐに分かった。彼女の背中には、チェンサレノの紋章が刻まれたナイフが突き刺さっていた。


      彼女はゆっくりと振り返ると、まさに鬼のような表情で相手を見下した。


      『グラッティッム！チェンサレノジ、コンリィヤ！ユバラコーム、マスティニァ、フェアリル・クァンダムサンティア、ノークロスィーウェーボニア！（おのれ、チェンサレノのクズ共め！この様な事で、神聖なフェアリル王国の民は、決して死にはしない！）』


      ルーは血を吐き、苦しみながらも、憎しみの言葉を相手に投げた。だが、相手は次々に起き上がると、彼女の体めがけて一斉に攻撃した。背中に当たる無数の矢、焦げ臭い火薬の臭いが、彼女が撃たれたことを意味していた。しかし彼女は抗あがらわなかった。自らの幼馴染を体に抱き着かせ、己を盾にしたのだ。


      最後は彼女が兵士に押され、夥おびただしい傷を負いながらも、あの天使なような笑顔を彼に見せ、海へと落ちた。


      『……は』


      ……待て、待て待て待て！何が起こった？この一連の動きになぜ自分は動けなかったのだ。シュタールがそう感じ取ったのは、幼馴染が海に落ちて５秒経った後だった。


      『ルーーーーーーーーーーーーーーッ!!』


      彼の悲しみの声は、敵側が意図的に起こした嵐の荒波によってかき消された。


      ※※※


     あの後、どうなったのか、記録は残っていないらしい。チェンサレノが事件の発覚を恐れて、全ての記録を焼却させたという。ただ一つ国民が分かる事は、シュタールがまるで別人のようになってしまったこと。これまでチェンサレノから国を守ってきた彼が、いきなり敵側にすり寄り、兵団の規律が緩められ、略奪・誘拐・脅迫事件が多発したことだった。


      「精霊たちから事の詳細を聞いた私とママは、急いでこの子の救助に向かったわ。見つけた時なんか、それはひどかったわよ……。でも、それよりも目が覚めたこの子、何て言ったと思う？『シュタールは無事なの？ちゃんと傷は治せた？』って。まずは自分の心配をしなさいって話よ」


      ラポはそう言いながら、自分の妹の頭を乱暴に撫でた。


      「……きっと、シュタールは私のせいで、あぁなちゃったの。だから私が治してあげないと……」


      「そうね……。なら、私達がすべきことは一つ。邪神を倒すことだけよ」


      ラポは暗くなった森を見つめながら、小さくつぶやくのであった。


      エピソード八　行動と記憶のかけら


     いつまでもここに留まってはいけない、という思考が、全員の頭の中にあった。だからと言って、今下手に動き出せば真っ先に敵の餌え食じきとなるだろう。


      「ねぇ、あんた達。リーダーは捕まって、今はいないんだったわね？」


      「あぁ。それがどうした？」


      「私に、新しいリーダーを決めさせてくれないかしら？」


      「あんたがなるんじゃないのか？」


      「私はそんなに器は、広くないしね。適切な人物が、今ここにいるわ」


      ラポはそう言って、視線を右側……コウイチへと向けた。シュタールに意識を集中していた彼は、突然の出来事に「え？」と驚きの声を上げた。


      「この兄ちゃんがリーダー？弱っちいみたいだが、大丈夫なのかよ？」


      「大丈夫よ。なんせこいつ、剣を持った衛兵相手にたった一人で戦ったんだから」


      まるで自分の戦歴のように、得意げに話すラポ。一方の彼は右手を高速移動させて、真っ向から否定していた。


      「ホォ！そりゃ、すげぇや！そんな奴だったら、喜んでリーダーになってもらいたいぜ！なぁ、皆！」


      髭の男が言うと、その場にいた全員が歓声を上げる。


      「ラポちゃん、頼むから持ち上げないでくれ！」


      コウイチは小声で言った。今までの行動の中で、彼が無事なのは、運が良かっただけなのだ。


      「でもリーファ……もとい、女王陛下だけじゃなくて、あんたも戦ったんでしょ？それなら、大丈夫よ」


      「いやいや！全然、大丈夫じゃないよ！この人たちは不死身だろうけど、僕はそうじゃないんだから！」


      「でも彼ら、もうやる気みたいよ？」


      コウイチが後ろを見ると、男たちはこぶしを握り、雄叫びをあげている。子供のグループでも団結の声がした。面食らった顔をするコウイチ。


      「こうなったら、もう後には引けないわ。しっかり頼むわよ？リーダー」


      「私達もサポートするからね。リーダー」


      「ごめんなさいね。でも、頼ることができるのは、貴方だけなの。お願い。リーダー」


      「ルーちゃんにダウメさんまで……」


      コウイチは腕を組んだ。90名の命……死なないにしても、もし上手くいかなければ、五体満足ではいられないだろう。それに、もしシュタールがチェンサレノと繋がっていれば、軍の規模は分からないにしても勝てる見込みはない。


      しかしこうも考えた。


      （もし、自分が目的あって、この世界に飛ばされてきたとしたら？）


      もちろんコウイチは望んでこうなったのではない。だが、この世界はコウイチが生活に慣れやすい様に形成されているとしか思えないのだ。現実と同じような時間の流れ、魔法と科学が融合する世界……。まだ一か月もたっていないここでの暮らしを、壊されるのは嫌だった。


      「……分かりました。やれるだけやってみましょう」


      そう声を出すと、歓声が上がった。


      「皆、見て！」


      ルーが声を出したので、全員が彼女に注目すると、兵士達が方々に散らばり、あちこちの茂みに槍や剣を突きさし始めた。


      「きっと俺達のことを探してるんだ。どうすんだよ、姉ちゃん！」


      髭の濃い男が、ラポの肩を掴んでも、彼女は冷静だった。


      「慌てないで。この異空間は上級魔法よ。兵士達の目には、絶対に見えないわ。


      少なくとも、森を焼き払うことは、諦めてくれたみたいね。それよりも、今一番重要なのは、これからの事よ。リーダー、何か策はある？」


      彼女に促され、コウイチはずっと思っていたことを口にした。


      「……仲間が欲しい」


      そう、現革命派のメンバーと、ダウメ一家を合わせた90名では、数の上で相手には勝てない。まず味方を揃えることが、革命への第一歩と思ったのだ。


      「良い判断ね。それなら、ちょうど良い物が家にあるわ」


      ラポは空間を家の中まで移動させた。物音がすると思ったが、無音で壁をすり抜け、天井から垂れ下がっているひもを引くと、天井から下へと降りる階段が現れた。


      下へ降りると、そこはバーになっていて、洋酒から、日本酒、はたまたビールに似たものまで、多数取り揃えてあった。


      「ここは……？」


      「私の仕事場」ダウメが照れくさそうに言った。


      「こいつぁ、すげぇ！今すぐアジトとして使えそうだぜ！」


      「残念だけど、ここは使えないわ。兵士たちが仕掛けを見つけて、乗り込んでくることが、安易に想像できるでしょう？」


      「うっ……！そうか……」


      男の望みは、バッサリと切り捨てられた。


      「でもこの『空間』なら、敵に見つかる心配はないわ」


      「おぉ！それじゃあ……！」


      「しばらくは大丈夫そうね」


      ラポは空間を移動させ、マスターが立つ場所へ来ると、机の下から一枚の紙を取り出した。


      『この手紙を読んだ者たちへ。


      今、ここに真実を宣言する。我ら共通の憧れ、近衛騎士団長シュタールは、サーヴァに心を奪われている。


      その証拠に、彼は我らの仲間を不当に拘束し、忌まわしき帝国へ忠義を誓っているからだ。元々彼は情に厚い男であり、幼馴染が死んだと錯覚させられた所を、邪神に付け込まれたに違いない。


      このままではシュタールは帝国へと渡ってしまい、我らの脅きょう威いへと成りえるだろう。どうか、彼を元に戻すために、あなた達の力をお借りしたい。


      我らが力を合わせれば、王国の復興も夢ではない。いつでも連絡を待っている』


      フェアリル語でそう書き上げると手をかざし、手紙の枚数を増やす。それを丸めて天井へ放り上げると、手紙は煙突をすり抜け、受け取った精霊がそれを王都でばらまくために出発する。


      無論兵士たちは、討伐団探しに集中しているため、上を向く暇もない。こうして誰にも怪しまれることなく、手紙は王都へと運ばれたのであった。


      ※※※


      

      その日の夜中には老若男女を問わず、百数十名が集まった。その多くが、『団長が早く元に戻ってほしい』という願いからだった。


      彼のお陰で命が助かった者、彼の説得により悪行から足を洗った者、彼の施ほどこしを受けて貧しさから脱した者、彼の強さに感かん銘めいを受けて、剣の修業を始めた者など、全員が異空間の中で格闘訓練をしたり、ラポとルーからフェアリル王国の歴史の講義を受けたりした。


      「ここで全員が寝るには狭すぎるわ。近くの宿やど屋やへ行きましょう。私が全員を送り届ける」


      「大丈夫なのか？」


      「この異空間は、自由に切り離すことができる。絶対に見つからないわ」


      「……分かった」


      コウイチとの会話を終わらせたラポは、そのまま地上へと出て遠くに飛んで行く。それを見届けた彼は深くため息をこぼす。ここまで来て、自分が何の役にも立っていないからだ。


      「気に留める必要はないわ」


      ダウメがまるで子供をあやすかのように、彼の頭を隣から撫でた。


      「……でも」


      「『役に立たないといけない』なんて義務は、この世の中にはないのよ。私としては、貴方が一番いい選択をして、皆を導いてくれればそれでいいの」


      「ダウメさん……」


      「貴方はこの世界に、何か意味があって送られてきたのよ。……ラポと同じようにね」


      意味がある……。何か根拠があるわけではない。彼女の言葉に、コウイチは何かを思い出したのか、頭を押さえた。


      頭の中に、また映像が入り込んでくる。上空からコの字に曲がった建物の外観に、棒の付いた車が中身を回転させている。同じ種類の車もあれば、長方形タイプのものまである。長方形の車の中からは、重い装備を付けた数十名の人間がおりて、建物に近づいていくのだった。


      「ちょっと、大丈夫？」


      「え、えぇ。……問題ありません」


      『役に立たなくて良い。ただ、そこにいてくれれば、存在してさえくれれば、それでいい』


      どこかでそんな言葉を聞いたような気がした。


      『問題ない』と言った割に、彼の顔は真っ青になっていた。彼は首を何度も横に振ると、バーカウンターに手をついて息を整えた。


      「申し訳ありません……。取り乱しました」


      「大丈夫。……焦る必要はないわ」彼女は優しく言った。


      それを聞いて頷いた彼は、稽古を再開する事にした。


      だいぶ遅れて書いてしまうが、この世界の剣は日本刀に近い物であったため、コウイチでも扱うことはできた。無論、あの脱獄騒ぎの時は、困難を乗り越えるのに精一杯で、無我夢中で振り回しているに過ぎなかったのだが、今度はルーから型を教わったため、落ち着いて木刀を振ることができるようになった。


      「ほええ～。お兄さん、すごいね～!!ここまで飲み込みが早いと、教え甲斐があるよ。本当に剣を振るの、初めてなの？」


      「本格的なのはね。ルーちゃんの教え方が上手いからだよ」


      「えへへ。照れますな～」


      稽古はキツイものがある。今までやったことがない動きをするのだから、当然だ。だが、全員が国を取り戻すために必死に戦っている皆の姿を見て、コウイチも刺激された。


      そして噂が人を呼び集め、革命派はさらに人数が増えた。一方シュタール側も、夜中の異様な静けさに怪しさを覚えて、王都の巡回を強化した。


      ※※※



      「貴様ら、何をしているか！」


      王城のとある広い部屋に兵士一同を集めたシュタールは、開口一番に怒鳴った。


      「これだけ多く巡回しているにもかかわらず、なぜ誰一人、反乱軍の残党共を見つけられんのだ！遊び半分で仕事をするのも、いい加減にしろ！」


      彼の容赦のない怒りに、反発する者など誰もいなかった。


      「……此この度たびの事は、陛下も大変危き惧ぐしておられる。もし仮に、奴らが他の国々と組めば、我々だけでは太た刀ち打うちできぬ。こうなれば……本国と共に奴らを掃そう討とうするしかあるまい」


      本国……言わずとも知れたチェンサレノ帝国。その軍事力は兵士の数だけでも２百万とも３百万とも言われている。更には獰どう猛もうなドラゴンや悪魔といった空想上の動物から、現実世界に実在する兵器まで所有しており、まさに軍事国家と呼ばれるのがこの国だ。


      兵士たちはそのすさまじい軍事力に屈して、王国は滅んだ。


      「良いか、貴様ら！奴らが行動を起こす前に、何としても全員を始末しろ！これは陛下よりの勅ちょく命めいである！」


      「ははあっ！」


      兵士たち全員が出て行った後、シュタールは、魔方陣を床に描き、何かをつぶやくとそれが淡い黄色に光り始めた、そしてフェアリル語ではない言葉を話し出した。


      「シー……シー……ユアネスト、ミラッコバルネア（はい……はい……。計画は順調です）」


      『……』


      「ロストイァ、ミラレクネスト、バリーネム、フリーズ。……ズィス、ミラーシ、『クァンダム』（了解いたしました。直ちに全戦力をお送りください。……この名ばかりの『王国』に）」


      彼は不敵な笑みを浮かべて、通信を切った。それは数時間後、コウイチたちが予想だにしなったとある作戦が決行される合図だったのだった……。


     




      第三章　第三次独立戦争


     
     エピソード一　不意打ちと防衛戦


     
      日付が変わった夜、コウイチは異様な眩しさに唸うなり声をあげながら、ベッドから起き上がった。


      「な、何だ……？」


      朝が来るには早すぎる時間帯のため、不審に思ったが、よく見ると眩しいのは、自分の目の前だけだった。


      「精霊……？一体どうしたんだ？何かあったのか？」


      それはよくラポたちと話している精霊たちの一種で、彼に何かを伝えようと必死に光っている。


      （……確か精霊の声を聞くには、意識を集中させることが大事って、ラポちゃんが言ってたな）


      コウイチは座ざ学がくで習ったことを思い出し、今度は首を傾げたりせずに、じっと精霊を見つめた。


      『マチ……アブナイ……！オウト……ヒノウミ……！』


      彼が聞き取れたのは、その言葉であった。


      「何だって!?」


      コウイチがベッドから出たと同時に、部屋のドアがノックもなしに、勢いよく開かれる。


      「コウイチ！起きてる!?今、精霊たちが来て、兵士たちが王都を攻撃し始めたって！」


      声の主はラポだった。よっぽど慌てているのか、着替えもままならず、大事な所のみを隠したような服装だった。


      「あぁ。今、この精霊から聞いたところだ。本当なら、もう少し仲間を集めて鍛きたえたかったけど……間に合わなかったか」


      「グズグズしている暇はないわ。一刻でも早く、仲間を救出しないと！リーダー、出撃命令を！」


      「分かった！行こう！」


      バーに残っているメンバーとダウメ達を起こし、コウイチたちはすぐに王都へと向かうために外へ出た。


      精霊たちの導きにより、迷うことなく船乗り場についたものの、肝心のあの船頭がいない。彼の力が無ければ、これほどの人数を王都へと送り届けるなど、到とう底てい無理な話だ。


      「……どういう事？何で、誰もいないの？」ラポの問いに答えられる者はいなかった。


      「お姉ちゃん、あれ！」


      ルーが川下を指さすと、オレンジ色の明かりが見えた。やがて不気味な影がゆっくりとこちらに近づいてくる。


      それは軍艦だった。そこに取り付けられた主しゅ砲ほうが、上りゆく朝日に照らされ、妖しく光っている。


      「あれはフェアリル・ランド海軍の駆く逐ちく艦かん……！皆、隠れて！」


      ラポの指示で全員が茂みの中へと入る。コウイチは、やはりラポのほうがリーダーにふさわしいのではと思ったが、ここで交代を言っても、彼女は聞き入れないだろう。


      茂みから顔を出すと、真横に軍艦が見え、その後ろにはたくさんのボートがまるで船に隠れるように進んでいる。乗り込んでいるのが兵士なのは、誰が見ても分かる。


      「遂に敵も、本性を現してきたってわけね……。どうする？リーダー」


      コウイチはすぐに答えを出さずに、兵士たちの表情に注目した。全員が疲ひ弊へいしているか、あるいは戸惑いの表情を浮かべていた。


      「ここは、僕が行く。……皆は隠れているんだ」


      「はぁっ!?あんた、自分が何言ってるのか、分かってんの!?」


      ラポにはコウイチの行動が理解できなかった。それはそうだ。相手は今まさに自分たちを捕らえようとしている。そんな連中に対して体一つで飛び込むなど、新しん兵ぺいだってやりはしない。


      しかし、コウイチは静かに笑って、茂みから姿を現した。ボートから降りてきた兵士たちは驚き、一斉に武器を構える。


      「動くな！そのまま手を上げろ！」


      兵士の一人が声を上げた。彼は両手を後ろに組み、抵抗の意思がないことを示す。そうしているうちに周りが取り囲まれた。


      「……我々は誰一人、傷つけたくはありません。貴方達も本当は、こんな事をしたくないはずです。……違いますか？」


      コウイチの言葉に、彼らは構えを緩めた。彼はさらに話を続ける。


      「我々が望んでいるのは、今は亡き王国の復活と、シュタール団長に元に戻っていただく事……それだけです」


      「何!?団長が操られているとでもいうのか!?『バグ』の分際で、いい加減なことを言うな！」


      「確かに、僕はこの国の民ではなく、ましてやこの『世界』の住人でもない。でも、部外者だからこそ、分かる事がある。この国はおかしいって事ですよ」


      「何!?貴様、我らが女王陛下を侮辱する気か!?」


      彼の踏み込んだ発言に、兵士は激怒し、再び構えが厳しくなる。しかし彼は動じることなく、話を続けた。


      「疑問に感じたことはありませんか？自分たちは与えられた職務を全うしているのに、給金は雀の涙ほどで、家族、恋人、友人を喜ばせてやることもできない。国民が国のために納めた税はそのほとんどが、帝国に吸収され、手元には金が残らない。伝統ある兵団が築き上げた規律は帝国によって捻ねじ曲まげられ、略奪・暴行が平気で行われるようになりました。―─その結果が今の貴方達です。本当にこのままで良いんですか？」


      コウイチの問いかけに、兵士たちは口をつぐんだ。言い返そうとしても言葉が上手く出てこないのか、はたまた考えを探っているかのどちらかに思えた。


      「──僕はこれまで、革命派に入った仲間たちは皆、チェンサレノからの独立を求めている者と思っていました。でもそれだけじゃなかった。もう一つ別の理由があったんです」


      「……別の理由……だと？」


      「はい。理由を聞いたら、半数の人はこう言うんです。『団長に元に戻ってもらいたい』って」


      「その根拠は!?何か証があるのか!?」


      「貴方方が一番よくご存じのはずだ！」


      コウイチは兵士よりも大声を出した。風で草木が大きく揺れる。そして彼は、ルーに教えてもらった知識をそのまま話した。


      「今から10年前、この国を揺るがす戦争があったそうですね。


      きっかけはチェンサレノが封印を解いた邪神の力を利用して、この国を占せん領りょうしたこと。そしてその圧政に耐えられなくなった一人の市民による帝国兵士への暴行事件でした。


      その市民は帝国側に捕らえられ、十分な裁判さえもなく過重労働の刑に処されました。刑期を終えて、家族の元へと戻ったその市民は、チェンサレノを『奇跡の国』と称して、宣伝活動を始めてしまった。帝国に屈服するよう、洗脳されたんです。


      彼のことをよく知っていた一人の兵士が女王に報告してからというもの、彼女は戦いの準備のために、その兵士を団長として昇格させた。剣の腕も去ることながら、優しい心を持つ彼だからこそ、最年少でその地位まで上り詰めた。──そんな彼が自らの掟おきてを破りますか？」


      兵士たちはコウイチの言葉にハッとした。様々な場面で彼の人柄を見てきた彼らには、その情景がはっきりと浮かんだ。


      兵士に子供が出来れば、『何をぐずぐずしている！父親の代わりはおらんのだぞ！』と叱られ、早々に帰宅した者、格闘訓練で成果がなかなか出せない者には団自らが、教えていた。王都の子供たちの喧嘩に出くわした際には、たとえ相手が自分より格かく上うえの貴族であったとしても、容赦なく拳げん骨こつを食らわせていた。


      思わず部下が止めに入ると、『たとえ貴族であっても、叱るときは叱る！そうでなければ、子は育たん。良いか？俺は怒っているのではなく、叱っているのだ』と持論を言った。


      部下が『怒る事と叱る事の違いは？』と聞くと、彼は馬を止めて振り返った。


      『怒るというのは、自分が腹を立てたとき、叱るというのは、相手に悔くい改あらためてもらいたいときにするのだ。──しかし、拳骨はやりすぎたな。後で謝っておかねば……。自らの行いで、始末書が増えるとは……。苦労を掛けるな』


      彼は苦笑いをしていた。


      兵士たちは徐々に涙を浮かべた。膝を折る者もいた。


      「ならば、一体どうしろと言うのだっ！」


      兵士の一人が悲痛の声を上げた。


      「我々とて、民に暴力など振るいたくはない！しかし、それが命令なのだ！命令は従わねばならんのだ！」


      「何故？」兵士の本音を聞いたコウイチが素早く反応する。


      「は？」


      「暴力を振るいたくないというのに、何故その命令に従っているんですか？」


      コウイチの声はだんだんと怒りを増していた。


      「……俺たちはただの一兵卒だ」自身なさげに兵士が答える。


      「一兵卒だから何なんですか？」


      「兵士にとって団長の命令は絶対……！」


      「だから、何だってんだ――！」


      『絶対なんだ』と兵士が言いかけたのをコウイチの怒号が遮さえぎった。


      「……だから引き下がるんですか？だから命令に従うんですか？だから貧しい者から富を奪っても平気なんですか？？国民に申し訳ないとは、子し々し孫そん々そんに恥ずかしいとは思わないんですか？


      何が近衛兵団だ。団長が間違った事をしているのなら、正そうとどうして思わないんですか!?」


      声がだんだんと荒くなり、怒りそのまま言葉を出すコウイチ。


      「確かに、ノンと言うよりイエスタと言ったほうが何倍も簡単です。ですが、その行為こそが女王陛下を裏切り続けていることにお気づきですか？


      誰も責任を取らずに、日々を過ごす事が出来れば楽でしょう。ですが、それでは貴方達はチェンサレノに屈したことになってしまう！陛下は帝国に屈しない政策をお取りになっていたはずです。今の貴方は帝国と同じです。……その鎧と剣を持つ資格はない！」


      話を終えたコウイチは一呼吸すると、こう言った。


      「──ですが、やり直すなら今です。今こそ汚名を返上するときですよ」


      「……どうすればいい？」


      「私達を全員、カレンシティまで連れて行ってください。何なら、捕ほ虜りょとしてでも構いません」


      「何!?」


      兵士が驚くと同時に、茂みで一部始終を見ていた革命派たちもざわついた。


      「あいつ、何考えてんのよ！」


      ラポは怒りのまま飛び出そうとしたが、妹によって止められる。


      「これが一番現実的だよ。この人数を王都に連れていくなら、賢い判断だと思う。お姉ちゃんはどうする？」


      「……リーダーには逆らえないわね。行くわよ、皆」


      彼女の一言で革命派たちは軍勢の前に姿を現す。リーダー格の男がこう言った。


      「革命派の者たちは貴様らか。……良い面つら構がまえだ。捕えて牢屋に入れるのは惜しい。


      ……貴様らなら、本当に起こせるのかもな。『革命』とやらを」


      「起こして見せるわよ。言われなくてもね」


      ラポが睨みながら言った。男は息を吐くとこう切り出す。


      「革命派には武器が少なかろう。我々も手を貸そう」


      「あら？海軍がテロリストに加わるの？なかなか面白い冗談ね」


      「冗談を言っているつもりはない。我々とて、ようやく目が覚めたのだ。仲間に加えてくれれば、他の軍もあとに続くであろう。リーダー、頼む」


      深々と頭を下げる男とその部下たち。それに対してラポは、にんまりとした笑みを浮かべるのであった。


      ※※※


    

      海が燃えることはない。燃料が漏れて船に引火していなければ。海はそこに住む生き物にとっての楽園である。砲弾や倒れた人物がいなければ。


      カレンシティ近海は、まさに地獄絵図と化していた。砂浜のいたるところに穴が開き、あちこちに兵士たちが山積みにされていた。それでも彼らは死ぬことなく、敵に引き渡されるのだ。


      「……酷い。チェンサレノの奴らに不死身のご加護がなくてよかったわ。……全員、腹、かっ捌さばいてやる………！」


      船上でのラポの言葉は、憎しみの感情をそのまま言葉にしたものだった。それを妹が優しく諫いさめる。


      「お姉ちゃん、落ち着いて。まずは仲間を助けて合流するのが先だよ」


      「分かってる。……やけに静かね」


      ラポが怪しむのも無理はなかった。ここまでひどい有様なら、いつ砲弾が飛んできてもおかしくないはず。それなのに砲撃はおろか、兵士たちの叫び声も聞こえない。その時だった。


      「皆、伏せて！」


      コウイチが叫ぶと同時に船が大きく揺れた。海中から異様な姿をした兵士が飛び出し、コウイチに向かって襲い掛かってくる。


      「うわっ！やっぱり来たか！」


      攻撃をかわし、防御を取りながら、コウイチは言った。


      「この身のこなし……こいつらカンフーの使い手よ。帝国軍であることは間違いないわね」


      「帝国軍……これが……」


      兵士たちは赤地に黒色の星を並べたエンブレムをつけている。恐らくこれが帝国の国章なのだろう。


      「ヤーシア、ネントクァヌレルデンテ、ミッスティニイャ！（悪いが、貴様らにここを通る権利はない！）」


      「……何だって？」


      初めて聞く言葉に、コウイチは困惑した。すかさずラポが解説する。


      「私たちにこの海を渡る権利はないって。冗談じゃないわ。意地でも通らせてもらうわよ！」


      ラポは雄たけびを上げて兵士たちに突っ込む。それを合図として、他の仲間も攻撃を開始した。


      コウイチも剣を抜き、相手を死なせないように峰みね打うちを食らわせる。ルーは得意の格闘術で相手をなぎ倒し、兵士の一人を挑発すると、剣の攻撃をよけながらジャンプして配管に捕まり、体を鉄棒のように回転させながら、遠心力をつけて、蹴りを食らわせた。


      「どうした？もう終わり？」


      兵士たちを片付けたラポが手を払いながら、残りの敵に話しかける。彼らは何か言葉を叫ぶと、海へと潜っていった。


      「『覚えてろ』か……。悪党の捨て台詞は現実リアルでも変わらないのね……。皆、ケガはない？」


      ラポが振り返ると、仲間たちはそれぞれ無事だと答えた。その様子を驚いた表情で見つめる者達がいた。海軍の隊員達である。


      「な、何て強さだ……。我々には手も足も出なかった帝国軍をいとも簡単に……。敵に回したくない奴とは、こいつらの事か」


      「船長。ぼさっとしてないで、早く船を動かしなさい」


      ラポの声がかかると、彼は慌てて船を動かした。


      「恐らく、今の攻撃で僕達の事が敵側にバレるはず……。気を引き締めていくぞ」


      コウイチの言葉に全員は「おう！」と応じるのであった。


      ※※※


     王都に通じるドアを開けて一行がまず見た物は、赤々と燃え上がる城じょう下か町まちだった。道のいたるところに兵士が山積みされており、帝国側の兵士が笑いながら身み包ぐるみを剥はいでいた。


      「どうなっているの？てっきり、帝国とあんた達が一緒になって、私達を潰しに来ていると思ってたんだけど」


      廃墟となった酒場で無事に仲間と合流したラポは物陰に隠れながら、兵士長の男に声をかける。


      「帝国は俺たちを良いように使っていただけだ。『用済み』だと言って、全員を気絶させたんだ。我々は、お前たちを捕らえてくることを条件に、解放されたんだよ……。今になってみれば、愚かな事だ」


      「呆れた。今更気づいたの？自分達がただの駒だった事に」


      ラポは盛大なため息をつくと、コウイチを連れて王城にかかる橋の前まで走った。


      「おい、何をするつもりだ！危険だ！」


      男が止めるのもきかず、コウイチは息を吸い込み叫ぶ。


      「聞け！フェアリル王国の戦士たちよ！あなた方は一人ではない！もし、まだ戦う気力が少しでも残っているのなら……国を取り戻したいのなら、我々の元へと集つどえ！我々が一丸となり、この暗い大地に新たな光を差し込むんだ！女神様はいつも我々の味方でおられる！」


      コウイチの演説に、兵士たちは苦しみながらも、よろよろと起き始めた。そして耳を傾けている。


      「見ろ！これが我々の……目指す国の旗だ！」彼が叫ぶと、姉妹は両手に持っていた布を横一杯に広げた。


      「おおっ！あの旗は……！」


      兵士長をはじめ、フェアリル・ランドの兵士たち全員が驚きの声を上げた。


      白地に大輪の紅梅、それを守るように周りに囲まれた緑の葉。下部には繋ぎ目として双そう剣けんがあしらわれた旗。そして金をふんだんに使った梅の花……それは紛れもなく、今は亡き『王国』の旗と国章であった。


      「我々は、この旗と国章の元に帝国に洗脳されているシュタール団長を解放させ、この暗闇の世界を終わらせる！そして、帝国と決別し、真の独立を目指す！我々の意思に賛同する者は、力を貸してくれ！」


      コウイチが叫ぶと、兵士たちは「おーっ！」と叫び、剣を上げた。こうして彼らはフェアリル・ランド全軍の力を手に入れる事が出来たのだ。


      コウイチは王城に振り返り、剣を抜く。


      「行くぞ……。敵は、フェアリル城にあり！」


      第三次妖よう精せい大戦が始まった。


      エピソード二　崩壊は烽火と共に


     コウイチの宣言と共に、互いに兵士たちの雄たけびが聞こえ、刃がぶつかり合う音がしている。


      彼らは声を張り上げながら向かってくる敵を倒していく。ルーは格闘技、ラポとコウイチはそれぞれ剣で応戦する。


      「クソッ！倒しても倒しても、キリがない！」


      「さすがは、総勢一九〇万の軍隊ね。ここは『本職』の奴らに任せて、私達は城を目指しましょう」


      「賛成」


      四人は戦せん線せんを離り脱だつし、城へと走る。門番などは見当たらず、そのまま中へと直撃した。


      「何これ……？勝手に改築してんじゃないわよ！」


      ラポがそう叫ぶのも無理はなかった。本来であれば、扉を開ければ、すぐに玉座が目の前に現れるはずだが、何故か目の前は異様に長い螺ら旋せん階かい段だんとなっていた。


      「改築というより、魔改造だね……。この階段の先に敵がいると見て良いよね？」


      妹が階段のはるか先を見上げながら言った。


      「舐めた真似してくれるじゃない。良いわ。付き合ってやろうじゃない！」


      ラポの決意は疲労していた体力を回復させ、怒りを増幅させた。


      彼女は、そのまま階段を駆け上がり、本来なら両手で開けるべきドアを方足で蹴り開けた。


      中はろうそくで照らされたわずかな明かりと，無数の鏡が張り巡らされており、大変見づらくなっているものの、妖精である姉妹に『視力』などという概念はなく、一人の女性が背を向けて座っているのを見つけることなど、容た易やすかった。


      振り返った彼女は髪を胸元まで伸ばし、毛先を内向きにカールさせていた。色は茶系で目元にはクマが出来ている。そしてまるで彼らが来ることを知っていたかのように、にやりと妖しい笑いを浮かべた。


      「……時間通りですわね、お嬢さん。殿方に気に入られましてよ？」


      「やっぱり、あんただったのね。あの時、斬り殺しとけば良かったって後悔してるわよ」


      「貴女は……！」


      コウイチたちはその女性と面識があった。何を隠そう、コウイチが初めて王都を訪れた際夫との喧嘩の末、大通りで刃にん傷じょう沙ざ汰たを起こしてしまったあの女である。


      「お目にかかれて光栄ですわ、皆様。私は、チェンサレノ帝国第一陸軍団長、ナディア・ナンシーと申しますの。以後お見知りおきを」


      ナディアはいかにも貴婦人らしく丁寧に頭を下げる。しかし、今更下手な芝居を打たれたところで、態度を融ゆう和わさせるようなラポではない。


      「あんたがチェンサレノからの回し者だったとはね。今度は容赦しないわ。今すぐ叩き斬ってやる！」


      彼女は目を開けてステッキを引き抜く。それと同時に他の三人も、戦闘準備体制へと入った。


      だが、どうしたことだろう。ナディアは表情を崩さないどころか、さもおかしそうに甲高い笑い声をあげたのだ。


      「何、あんた。覚醒剤しゃぶでも回ってんの？」


      「いいえ、違いますわ。愚かな人民による、愚かな行為を憐れんでいるのです。……貴女の行いを！」


      彼女は前かがみになると、両手にナイフを持ち、突進してきた。


      「散れ！」


      コウイチのとっさの言葉で、全員が左右へとよける。彼女は足を止めることなくドアへ激突し、土煙が周りを隠した。


      「な、何て破壊力だ……！あんなの食らったら、ひとたまりも……！」


      コウイチは次の言葉を述べる事が出来なかった。なぜなら、目を見開くと同時に、あの女の足が腹部を直撃したからだ。


      咳き込む間さえ与えず、今度は頭上から後頭部へと足を踏み落とされる。


      「うわあああああああああああああぁぁぁっ！……ああっ」


      まるで、初めてシュタールの魔法を受けた時のような激痛が頭全体へと響き、彼は動くことも出来ぬまま、絶ぜっ叫きょうを上げた。


      「うるさい男ですのねぇ。淑女レディーの下着を覗いているから、この様な事になるのです」


      ナディアは妖しく笑いながら、コウイチの首を掴む。かろうじて目だけを動かせた彼は、その光景に絶句した。ナイフを持った女が今まさに自分を殺そうとしている。そしてまた、あの謎の光景がよみがえった。


      人数は分からないが、たくさんの足音が聞こえ、周りが煙や光で満たされる。人型は大勢の別の人型たちに取り押さえられ、何か言葉を叫んでいるが、声は聞こえない。


      やがてその人型によってコウイチは腕を掴まれ、何処かへと移動されていくというものだった。


      （何なんだ、一体……？どうして僕だけがこんな目に……！）


      彼の目頭が熱くなり、視界がぼやけてくる。思い出したくても思い出せない……その葛藤が今の彼を苦しめていた。


      「お姉ちゃん、あれって」


      「えぇ。チェンサレノの奴らが最も得意とする攻撃よ。このままだとまずいわ……！」


      チェンサレノ帝国軍の最大の武器は高度な魔法でも、巨大生物を使ったものでもない。兵士一人一人が得意とする極限の精神攻撃だった。


      相手のトラウマやショックを自らのせいだと思い込ませ、そのあとで帝国に連れ帰り洗脳する。


      姉妹の声が聞こえず、ただただ涙声を上げるコウイチ。死にたくないという気持ちを相手に訴えても無意味だった。


      「さぁ、お遊びは終わりにしましょう？退屈ですもの」


      「そうだね……じゃあ、そうしよっか！フィルケンド！」


      ルーのはつらつな声が聞こえた後、巨大な火の玉がナディアの顔に当たる。物理的な痛みを感じた彼女が、目線をそちらに向けたその時だった。


      「ちょっと、どこ見てんのよ！」


      その叫びとともに、ラポが彼女の胴体を斜め上に斬きり裂さく。


      「ぎゃあああああああああああああああっ！」


      両耳をふさいでも無駄になるほどの絶叫が部屋中に響き、彼女の身体は二つに割れ、その場に倒れた。


      「ルー！コウイチをこっちへ！」音量に耐えながらラポが叫ぶ。


      「了解！お兄さん、こっち！」


      身体が離れた瞬間、ルーは彼をラポの元へと連れていく。


      「何だ、意外とあっけなかったね」


      にこやかな笑顔を見せるルーとは対照的に、ダウメとラポは厳しい目つきを変えないでいる。


      「……いいえ、まだよ」


      「えっ？」


      ルーは姉の言葉に疑問を持ち、ナディアの身体を見た。そしてその行動を後悔した。彼女の胴体から、どす黒い液体上の物がせり出してくる。


      「何、これ……？気持ち悪い……」


      彼女は上がってくる吐き気を何とか飲み干す。やがてそれは生き物のようにうねうねと動きながらも、下半身を見つけるとゆっくりとつなぎ合わせていく。そして彼女の目も、白から黒へと変わり、薄気味悪い笑みを浮かべた。


      「ウフフフフフフ。もう終わりかしら？」


      ナディアは何事もなかったかのように、言葉を発した。


      「化物め……！気色悪い声、出してんじゃないわよ！コウイチ！」


      ラポの呼びかけに、コウイチがようやく反応する。


      「いつまでへばってるの！あんたがリーダーなんだから、しっかりしなさい！」


      「あ、あぁ！」


      剣を構えた彼にはある考えが浮かんでいた。


      （おそらく、彼女の身体はどれだけ傷つけられても再生する……。きっと、何処か別の場所に弱点があるはずだ。それさえ見つければ……！）


      四人はそれぞれの得意攻撃でナディアにダメージを与える。コウイチは剣、ラポ姉妹は魔法を使い、向かってくる触しょく手しゅたちに対しては、ダウメが業ごう火かで焼き尽くす。


      そしてコウイチが気付く。この部屋の異常さに。


      （この部屋に無数ある鏡……前に来た時はこんなものはなかった。ならば……！）


      「せいやぁっ！」


      彼は剣をナディア本人ではなく、部屋にある鏡の一部に突き刺す。するとどうしたことだろう。ナディアの腰から腹にかけて剣がまっすぐ貫かれたではないか。


      その瞬間彼女は目を見開き、攻撃の手が止まる。


      「ぐっ!?……おのれ……！オノレエエエエエエエエエエエエエエエエエエ！……よくも、ヨクモ、ワガヒブヲツラヌイタナ……。コノカラダモ、モハヤコレマデ……！」


      機械を通したような声とともに、ナディアの身体から、どす黒いドロドロした液体が現れる。やがてそれは入口のドアを貫き、らせん階段を一気に駆け上がった。


      「待て！」


      コウイチが追いかけようとするが、地響きがして建物が大きく揺れる。


      「まずい！城が崩れるわ！外へ出て！」


      ラポの指示で全員が外へ出る。ルーは、眠ったままのナディアをおぶって、必死で後を追いかけた。


   

      ※※※


     やがて城は跡形もなく崩れ、瓦が礫れきの山が広がるのみとなった。火災で焼けた煙が、烽火のように天高く上がる。一部始終を見た兵士たちが、戦闘を中断する。


      「皆、ケガはない!?」


      「大丈夫だ！」


      「私達もよ！」


      ラポの呼びかけに対してコウイチとダウメが答える。


      「良かった……。それにルー、大手柄よ」


      「えっ？何が？……お姉ちゃん？」


      ルーの質問に彼女は冷たい笑みを浮かべて、後ろを指さす。彼女は、ほどなくして自らが背負っているのがエルフであることに気づくと不思議そうに首をかしげた。


      「……彼女、下ろしてあげなさい。ここまでなら、砲撃も飛んでこないわ」


      「う、うん……」


      冷たく、しかし優しい笑顔の彼女にルーは驚きつつも、言うとおりにした。垂直の体制で眠っている彼女は大変美しく、先ほどまでとは印象がまるで変って見えた。


      「ルー、貴方には本当に感謝しかないわ。だって……」


      言葉を途中で切り、ラポはステッキを引き抜く。白刃が夕闇に照らされ、彼女の顔を映している。


      「……私に復讐する機会を、与えてくれたんだもの」


      「お、お姉ちゃん!?何、言ってるの!?」


      「そうよ、ラポ！貴女一体どうしたの!?こんな所で同どう士し討うちしている場合じゃないわ！」


      「うるさい！あんた達には、関係ないでしょ!?これは私の復讐なんだから放っておいてよ！」


      『母娘』に対して、初めて『娘』が反抗する。


      「ラポ、貴女って子は……！」


      『母』の忠告を無視して、ラポは刃を突き立てる。


      「可愛い寝顔ね？……ずっと見ていたくなっちゃった。だから見えるようにしてあげるわ。……私自身の手で！」


      彼女が刃を振りかぶった瞬間、ルーとダウメは叫んだ。


      「ダメェ――――――――――――――！」


     
     エピソード三　師の助言と抗い


     

      右手で振り下ろされた剣が、彼女の喉元まであと数ミリと迫ったところで止まる。もちろん彼女には振り下ろす気はあるのだが、何故か手が動かなくなる。


      「邪魔しないでよ……。コウイチ！」


      コウイチの手が彼女の剣を左側から掴んでいる。普段は感情豊かであるはずの彼が、無表情のまま力を込め、刃を抑えてているのだ。


      「……二人の言う通りだ。ここで彼女を殺しても、革命が起きたことにはならない。


      それに、見たところ彼女は君と同じフェアリル人だ。ここで殺したとしてもまた甦る。僕達が本当に倒さなければならない相手は他にいるはずだ」


      コウイチの説得により、彼女は煮え切らない表情で白しら刃はをステッキに納める。


      「……この責任は、あんたにも取って貰うわ。あらゆる手段でね」


      眠っている彼女に強い言葉を発したラポは、彼女をおぶさって先導し、救きゅう護ご班はん拠きょ点てん地ちとなっている喫茶店へと足を進めた。


      ※※※


     店の中は、頭に包帯を巻いてうめき声をあげる兵士、次々と運ばれてくる怪我人とその治療にあたる者たちとでごった返していた。当然ながらいつものような活気はなく、革命派に属していない者たちは終わる事のない砲撃や、外で行われている戦闘に身を縮こませ、震えていた。


      「新しい怪我人よ！お願い！」


      ラポが叫ぶと、スタッフの一人が気付き、他の仲間とともに、担たん架かを持ってくる。


      「おい、ナディアじゃないか！一体どうしたんだ？」


      「城が砲撃されて、瓦が礫れきの下敷きになった所を助け出したの。治癒魔法をお願い！」


      「分かった。任せておけ！」


      魔法がかけられている間、誰も本当のことなど言えなかった。言えば戦意を失い、敗北を決することになるのだから。やがて砲撃の音が大きくなり、振動によって屋根の上から土煙がばらばらと落ち、恐怖心がさらに煽あおられ、女性や子供の悲鳴が大きくなる。その時だった。


      「………降こう伏ふくだ」


      革命派に属していない一人の男がぽつりと呟いたのを、誰も聞き逃しはしなかった。


      「……何ですって？」


      ラポは男の元へと近づき、怒りを含ませて続きを促す。彼はラポの存在に気付くも、彼女を睨みながら立ち上がって中央の舞台へと移動し、言葉を発する。


      「今すぐ降伏しよう！


      本国が求めているのは君たち革命派の解散と、降伏宣言を出すことだ。何てたって、この戦いは、女王陛下もお怒りなのだから」


      「……何だと？」


      それはおかしい。コウイチが事前にラポから聞いた話では、サイファ女王が革命を先導しているはずだという。


      「そんなバカな話があるわけないでしょう!?第一、先に攻めてきたのは向こうなのよ!?それを防衛して、勝利を勝ち取る事の何がいけないことなの!?」


      「……いいや、少なくとも陛下は君達をテロリストと認識されている。今すぐ降伏したほうが、君達のためだ。皆もそう思うだろ？」


      男の発言により、店内の空気が変わる。皆、戦いの行く末を見守るのか、それとも降伏するのかで悩んでいるようだった。


      「馬鹿言わないで！ここで降伏してしまったら、私達はフェアリル人じゃなくなってしまうのよ!?奴らは禁きん忌きの魔法を使って、私達の領土を帝国側に接続させようとしているの！そうなれば、奴らが掲げる統一に同意したことになるの！」


      「向こうは一九〇万、こっちはどれだけかき集めても、三〇万程度。勝ち目はないよ」


      ラポの熱弁とは真逆のトーンで話す男に、周囲からも同調の声が聞こえる。やがてそれは時間を追うごとに大きくなり、革命派以外の者たちから「解散！」や「降伏！」との声が連呼されるようになった。


      「……どうして？どうして諦めるの!?私達は、私達はずっと虐しいたげられてきたじゃない！大人たちが必死になって働いても、手元にお金なんてほとんど残らない。教育だって、間違った歴史を教わって、友ゆう好こう国こくのニファノ国を悪者扱いして！


      使いたくない紙幣を使わされて，あげくの果てに今の状況を外で話せば、連れて行かれてほとんど帰って来られない！……屈するわけにはいかないわ。絶対に！」


      「だったら、あんた達だけで戦えばいいだろ！俺たちは確かに死なないけど、これ以上に『痛み』はごめんだ！」


      「待って！」


      ラポの悲痛な叫びが彼らの耳に届くことはなく、メンバー以外の者たちは雨のように降り注ぐ砲撃の中、外へと出て行ってしまった。


    

      ※※※



      「……どうして？どうして分かってくれないの!?


      ……私達だけじゃ、革命なんて成し遂げられないのに！この戦いは……女王陛下に忠ちゅう義ぎを尽くせる、絶好の機会なのに！」


      ラポは悔しさを晴らそうと、机を叩くも変化は訪れなかった。ただ、一つだけ分かる事は『また裏切られた』という事実。己の無力感を味わったという事のみだった。


      「古い者は新しい物を拒む……。それは、どの世の中でも同じですな」


      しんと静まり返った店内で、初老の男性の声が聞こえた。ラポが声のほうに視線を向けると、壁側に胡坐あぐらをかいて座っている男がいる。


      「貴方は……スミ爺じい」


      「そのあだ名で呼ばれる日がまた来ようとは……。長生きはしてみるものですな」


      「よく言うわよ。伝説の兵団長が」


      コウイチはスミ爺と呼ばれた男性を見る。


      年齢は人間で考えると、60代前半くらいだろうか？黒髪が少々薄く髭も目立つが、全身ががっちりとしていて、只者ではない雰囲気を漂わせている。


      「コウイチ殿、お目にかかれて光栄です。私の名はスミス・カルデン。かつては女王陛下にお仕えし、近衛騎士団長を務めておりました。今は、子供達に兵ひょう法ほうを教えております。……修行は進んでおるか？ルーよ」


      「お師匠様、今その話は必要ですか？」


      ばつが悪そうな顔をするルーに、スミスは笑いを抑えきれなかったらしく、こう言った。


      「良いではないか。こうしてお嬢様にもまた会えたのだから」


      「その呼び方は止めてって、いつも言ってるでしょう。何で私をお嬢様呼ばわりするのよ？あと、何で敬語なの？」


      「何と言いましょうか……貴女様を見ていると、幼き頃の女王陛下によく似ておられるのです。少々無鉄砲な所や、人々を気遣うお優しい心遣いも」


      「私はそんな立派な奴じゃないわよ。今だって、多くの住人達から逃げられたわ。ここに残っている兵士たちも、もしかしたら……」


      また裏切られるかもしれない……そんな不安が彼女を覆う。するとスミスはラポを近づかせ、言葉を発した。


      「お嬢様……貴女の夢は何でしょうか？」


      「夢？」


      「この戦いの大たい義ぎは私も承知いたしております。では次に、貴女の夢をお教えいただきたい。勝利した暁あかつきに、貴女はどうされたいのですか？」


      「私は……認めてもらいたい。私がフェアリル人だって。この『世界』で生きてもいいんだって」


      ラポは言葉を選ぶように考えながら話した。今の自分の気持ちを正直に。しかし、すぐさま自虐へと入ってしまう。


      「でもそれはただのエゴ。もっともらしい事を言って、自分を正当化しているだけ。私も所詮は、この戦いを利用している最低の女よ。奴らと一緒だわ」


      「いいえ、それは違います」


      「えっ？」


      自らを蔑さげすんだラポの言葉を、スミスははっきりと否定した。


      「お嬢様。何かを変えたいと思うのであれば、それはまず自分を中心に考えるのです。例えば、『こうすれば、私はもっと快適になれる』と考え、具体的な行動をとれば、やがてそれが他の者へと影響を与えます。……この天井と同じように」


      スミスはラポの左肩に手を置き、天井を見上げる。そこには、一定の間隔で設置された羽根の付いた明かりがあった。


      「ここの初代店長は、接客中に自分が快適に過ごすために、天井にあの装置……シーリングファンライトを取り付けようとしました。それによって、自らの冷却魔法を回転ばねでコントロールすれば夏の暑い日に顧客を獲得できると考えたのです。


      しかし、古くからこの店に通っていた者たちは大いに反対しました。この羽を見た途端、その威力によって、店が内部から吹き飛ばされると誤解したのです。


      それでも店長は、周囲の反対を押し切ってニファノ国より装置を輸入。もちろん、取り付け方や修理の方法も教わり、結果は上々。今ではどの店もこの装置を使っています」


      「……つまり、自分のためにやったことが結果的に良いことにつながったと？」


      コウイチが尋ねると、スミスはゆっくりと頷いた。


      「お嬢様、それでよいのです。世の中を変えたいのであれば、自分を中心に行動を起こす。現にお嬢様はもう出来ているではありませんか」


      スミスの言葉を受け、ラポは振り返る。そこには仲間の笑顔があった。


      「お姉ちゃん、意見を絶対に曲げないもの。頑固だって思う事もあるけど、結果的にいいことにつながるなら、私はエゴでもいいと思うよ」


      「ルー……」


      「僕はこの地に来てから、まだ日が浅いけど、ラポちゃんは自分のためと言いながら、この国のためにいち早く行動を起こした。そのことに敬意を表するよ。ここで諦める訳にはいかない。君が指名してくれたリーダーとして、最後まで戦う」


      「コウイチ……」


      「私が好きなニホンという国の歌にこんな物があるわ。


      『国民を 救わん道も近きより おし及ばさん 遠きさかいに』


      ……意味はさっきスミ爺が言ったことと同じよ。ここまで来たなら、もう後には退けないわ。最後まで戦い抜きなさい」


      「ママまで……」


      おっとりした母からの激げき励れいの言葉にラポは目を閉じて頬を二回叩く。開かれた彼女の目にもう迷いはなかった。


      ※※※


     「……コウイチ、指示を出して。この革命軍のリーダーとして」


      「……了解した」


      ふっと笑って、彼はステージへと移動する。まるでこの状況を楽しむかのように。


      「皆、聞いてくれ！」


      治療を終えた妖精などがコウイチの言葉に反応する。


      「恐らくあと数分で、敵の本隊がここにも、なだれ込んでくるはずだ。治癒魔法が使える者は、患者を最優先で守ってほしい。動ける者は一緒に戦ってくれ！」


      コウイチの言葉に戦士たちは雄たけびを上げた。


      「ラポちゃん、空間切り取り魔法で重傷者を隔離してくれ！」


      「ちゃん付けしなくていいわ。了解、任せて」


      「動ける者は、窓やドアからなるべく離れろ！相手がどんな攻撃をしてくるか、分からないからな」


      「おう！」


      「防御魔法が使えるものは、バリケードを強化しろ！


      少しでも被弾を防ぐんだ！子供たちは大人が中心になって守れ！」


      「分かった！」


      コウイチの指示により、着々と進んでいく防衛対策。ラポは、やはり彼をリーダーに据すえたのは間違いではなかったと確信した。


      そして彼らの師しであるスミスやダウメも「成長したな……流石だ」と感心するのであった。


      エピソード四　強欲と狂気の男


     やがて数分の時間が経ったとき、馬のいななきと共に足音が近づいてきた。


      「反乱軍共よ、聞こえるか!?貴様らはすでに包囲されている！大人しく投とう降こうすれば、奴隷にだけにはならないようにしてやる！今すぐ、ここを開けろ！」


      窓を覗いていた男が急いで、コウイチに報告する。


      「シュタールだ！シュタールが来たぞ！」


      「よし、皆行くぞ？」


      窓が少し開けられ、スローモーションで敵陣の馬の前足付近の芝生に何かが突き刺さる。それは血の付いたナイフ。フェアリル王国流の開戦及び挑発の合図だ。


      「ぬうう……かかれ――――――――――――――っ！」


      挑発されたシュタールが叫ぶと、軍団は一気に店内に攻め込む。


      コウイチも雄たけびを上げながら、応戦していく。血が血を呼び、店内は荒れる。もはや、命など関係ない。隙すきを見せればやられてしまうからだ。


      「皆無事か!?」


      「無事じゃなかったら、あんたと話せてないわ！」


      「これが本当の真剣勝負だね」


      「ルー、私の四字熟語を盗まないで？」


      「ママの専売特許にはさせないよ！」


      「あっ、また！」


      「ママ、それただの熟語」


      大たい軍ぐんを押し返しながら、屋外で軽かる口くちを叩けるほどの彼らの余裕さにシュタールは憤いきどおりを隠せない。


      「何なのだ…‥何なのだ、貴様らは！」


      「何って、昔のあんたと同じように、国を守るために戦っているだけよ」


      「こんな……こんな大虐殺が許されていいと思っているのか!?たとえこの戦争が終わったとしても、貴様らは世界からはみ出されるだけだ！」


      あれほど大勢いた兵士が戦場にドミノの様に倒れていく中、シュタールは主張を続ける。


      「当然の報いじゃない。今まで家族・財産・地位・名誉まで、あんた達に奪われたんだから。『小こ股また取とっても勝かつが本ほん』が帝国流なんでしょう？それを私達が使って、何がいけないの？」


      襲ってきた兵士の喉元に剣を突き刺したラポは、返り血を浴びながらも、手を緩めることはない。


      「さぁ、あとはあんただけよ。観念しなさい」


      シュタールは息をのんだ。非力なはずの女に、なぜこのような力があるのか？彼女が着ていた黄緑の服は、赤黒く染まりあがっていた。


      「くっ……！こんな所で、終わってたまるか！」


      彼は手綱を引くと馬の方向を変え、後方へと逃げだした。


      「待ちなさい！」


      「逃げるな、卑怯者！」


      ラポとルーは空へ飛び、コウイチは走って彼を追いかける。やがて崖の上へとたどり着くと、シュタールに向かって叫ぶ。


      「もはや逃げ場はないぞ。観念しろ」


      しかしシュタールは余裕の笑みを浮かべる。


      「観念？……フッ、笑わせるな。降伏するのは貴様らのほうだ！よく見ろ！」


      彼の言葉とともに大勢の兵士たちが海岸から走ってくるのが見える。


      「この数を相手にできるか？貴様らはここで敗れ去るのだ！ハッ！」


      馬を走らせ、崖の隣の坂を駆け降りるシュタール。恐らく敵もここを使ってくるのだろう。


      （短時間で数を減らす……！）


      コウイチはそう決意し片手に剣を持ったまま、崖から飛び降りる。驚いて動きが鈍くなった敵の一人に狙いを定め、空中で両手に持ち変え、峰を返しながら、眉間に叩きつける。


      「ぐあっ！」


      「貴様ぁ……！叩きのめせ！」


      コウイチに大勢の兵士が向かっていく。ルーに教わった剣術が、ここで活かされる。向かってくる相手は一人ずつ。落ち着いて対処すれば、問題はない。


      「ふりゃあっ！……来なよ！タダでお空の旅へ連れて行ってあげる！」


      「こっちはパフパフのおまけつきよ～？」


      「二人とも、真面目にやってよ！……おらあっ！馴れ馴れしく触んなっ！」


      ダウメ一家も再び戦闘に加わり、シュタールが乗る軍艦まで近づいていく。


      いつしか四人は背中合わせとなり、向かってくる敵を次々と倒していた。


      「スズハラコウイチ！」


      名指しされたコウイチはシュタールの声に振り返る。


      「神聖なる大地を穢れた血で汚けがすとは、無作法な連中だな！」


      「何言っての、この馬鹿！」


      「遠慮する必要はない……！殺れ！」


      ラポの発言を無視した彼の叫びとともに、気絶していた男たちが次々と刀かたなを持つ。シュタールは部下に長方形の箱をいくつも持ってこさせると、その中身を見せつける。


      「金ならいくらでもあるぞ！」


      帝国の王である男の肖像画が描かれた紙幣が、空中にばらまかれる。


      「金だー！金だー！倒した奴にはいくらでも金をやるぞーー！」


      その声に触しょく発はつされ、男たちはまたコウイチたちに向かっていく。何という醜みにくい姿だ。これがあの団長なのか？そして今の彼に付き従う者たちも何と醜い事か。


      「……堕ちたものね。シュタール」


      ラポはそうつぶやくと、体制を縮こませ、素早く移動し刀をはらう。膝をまともに斬られた兵士たちはうめき声をあげ、その場に崩れる。一瞬のスキにできた道をコウイチが駆け上がり、船の中へと入る。


      「ここまで来たことは誉めてやろう。だが、貴様とてこいつには勝てん！」


      シュタールはそう言いながら、ガトリング砲を彼に向け連れん射しゃする。


      マストや柱に傷がつくが、この程度で当たる彼ではない。弾丸の雨をかいくぐり、隙を探す。


      「フーッ！堪たまらないなぁ！もっと逃げろ！逃げてばかりでは勝てんがなぁ！」


      狂気じみた笑い声が、コウイチの耳へと入ってくる。


      「……あんた、いい加減、目ェ覚ましたらどうだ？」


      剣を構えなおし、シュタールに話しかける。


      「ん～？」


      首を回しながらふてぶてしく笑う男。


      「この戦いが始まるまでに、僕はずっと双方の国の歴史を勉強した。力だけでは国は治められない。近衛騎士団の団長ならば、何故そんな簡単なことがわからない？


      国民の財産を搾取、文化を破壊し、正しい意見を封じ込める国に、誰が住み続けたいと思う」


      「だ、黙れ！貴様さえ殺せば、この戦いは終わる！


      ……何をしている！不死身でないのは、こいつだけだ！さっさと斬り殺せ！」


      「了解いたしました！……貴様、覚悟しろ！」


      「お前……！」


      コウイチが驚くのも無理はなかった。シュタールの要望に応えた男は、先ほどまで喫茶店で降伏論を唱え、大勢の者たちを引き連れ、出ていった奴だったからだ。


      「……お前ら、裏切ったのか？」


      コウイチは取り囲まれながらも、男をにらみつける。彼をはじめとしたシュタールの護衛部隊の顔にコウイチは既き視し感かんがあった。


      「……違うわ、コウイチ。こいつらは裏切ったんじゃない。最初から私達の仲間じゃなかったのよ」


      敵の腹を殴り、海中へと沈めたラポが呆れながら言う。


      「へぇ～。あんた達、チェンサレノ帝国側になったのね。完全に『不死の加護』を失っている」


      「そ、それがどうした？」


      「死んでも文句言えないって事よ！はああっ！」


      ラポは容赦なく火炎攻撃を食らわせる。


      「もう遠慮はいらないわ。……全員、歯ァ食いし張りなさい！」


      ラポの言葉を挑発と受け取った兵士たちが、一気に畳みかけてくるのをコウイチたちは押し返していく。


      「団長！このままでは……！」


      「慌てるな。……見えたぞ」


      慌てる部下の声を聴き流し、シュタールは遥か彼方の水平線を目にする。


      「攻撃止め―――っ！」


      その声を合図に男たちが剣を引く。


      「……何のつもり？」


      シュタールを睨みつけるラポは覇は気きを失わぬように息をする。


      「貴様らこそ忘れているのではないか？我々には大きな後ろ盾がいることを……。


      あれを見ろ！」


      指を刺された場所を見たラポは思わず目を見開く。シュタールたちが乗っている船に巨影が近づいてくる。


      「……王室船……？そんな……！」


      ラポの叫びを聞いて、コウイチはある事を思い出した。


      それは座学の授業で習った事だった。女王陛下が諸外国へと訪問する際は、専用の飛行船や船がある事を。『王室船』と呼ばれるその船は、外装は豪華であるが、軍艦を改装したようなもので、主砲や副ふく砲ほうを含めて、かなりの数があった。


      「我々は女王陛下より貴様ら『テロリスト集団』を排除するように勅命を受けたのだ。控えろ！」


      「くっ……！」


      シュタールの声で後ろにいた兵士がコウイチやラポ達を取り抑え、強制的に跪かせる。


      「……陛下がお待ちだ。歩け」


      船がシュタールの船と接近し、行き来するための桟さん橋ばしが架けられてから、彼はそう言った。


      彼を睨みながらも連行されたラポは、王城の中と錯覚するような豪華な部屋で、またしても跪く事となる。


      「女王陛下のおなーりー！」


      船の脇に控えている兵士が声を出すと、ピンクのドレスを着た女王が現れる。彼女は玉座へと座ると声を出す。


      「皆さん、テロリスト集団の撲滅作戦、大儀でした。よくやってくれましたね、シュタール団長」


      「ははっ。女王陛下のご尊そん顔がんを拝はいし、兵団員共々、恐きょう悦えつ至し極ごくに存じ上げます。テロリストのリーダーとその一味、全て捕らえましたこと、ここにご報告申し上げます」


      「よろしい。……では、私の名において裁きを申し渡します。テロリスト集団のリーダー、スズハラコウイチは死刑。他の者は本国にて労働刑といたします。以上。閉へい廷てい」


      裁さい決けつが出た途端、勝ち誇った顔をするシュタール。だが、それはコウイチも同じであった。


      肩を震わせ、表情筋を緩めて笑う。


      「フフフフフフフフ……‥」


      「……何がおかしいのですか？」


      「おかしいでしょう？僕たちが、こんな片手落ちの裁きに従えるとでも？」


      「何を言うか！陛下の裁きは断じて片手落ちなどではない！貴様、陛下の定めし法律に難癖をつけるつもりか!?」


      「私だって従わないわよ」


      シュタールとの会話を聞いたラポは、取り抑えていた兵士二人を振りほどくと、ステッキを持つ。


      「皆、騙されないで！ここにいるのは陛下じゃない！こいつは偽者よ！」


      「何だと、貴様!?これ以上の妄言は許さんぞ！」


      一斉に剣が抜かれ、二人の顔が刃に取り囲まれる。


      「……もはや手続きなど必要ない！


      貴様をここで斬り殺し、復活した後に本国へと送っててくれるわ！……陛下！」


      「…‥やむを得ません。誰か私の剣を！」


      従者に持ってこさせた太刀を女王はゆっくりと抜く。その刀とう身しんは、どす黒いオーラで満ちていた。武器を奪われ、丸越しとなったコウイチは、ラポを守るように立つ。


      「……ちょうど斬れ味を試したかったのです。……覚悟！」


      構えをとった女王だが、その直後に激しい揺れに襲われた。


      「何事ですか!?」女王が外に出て、見張り台にいる者が告げるも、彼女はただ「へ、陛下……」と震えるだけだった。


      一体何が起きたのか？その場にいる誰もがその答えを見つけられなかった。



エピソード五　逆転の一撃


     爆音とともに上がる水しぶき……。そのエネルギーをもろに受け、船は前後左右に大きく揺れる。


      「敵てき襲しゅう！敵襲のようです！」


      「何ですって!?敵は誰ですか！」


      「そ、それが……！」


      女王と見張りがやり取りをしている内に、ラポはステッキを抜き、もう一人の見張りの女の喉元に刃を当てる。


      「ひっ……！」


      「……痛みを感じたくなかったら、その双眼鏡を貸しなさい！」


      「ラポ・ダウメ・セイント！何という卑怯な……！」


      ラポの行動に気付いた女王だが、立て続けに起こる揺れにどうする事も出来ずに歯ぎしりする。


      「それよ、それ。陛下は絶対に汚い歯ぎしりなんかしないもの。あんたが偽者の証拠の一つよ」


      振り返らずに双眼鏡を覗くラポ。やがてその目は希望の光であふれる。


      大おお海うな原ばらにはためく日の丸に似た美しい旗。それと共に流れる『栄えい誉よ礼れい冠かん譜ふ及び祖国』の曲。あれは……あの船は……！


      「……ニファノ国だ。……ニファノ国が来たのよ！」


      「なっ!?あの国とは友好関係のはず……！


      なぜ、この様な事を……！」


      女王が驚いていると、王室船に無線が入る。


      「フェアリル・ランド・ロイヤルシップ、フェアリル・ランド・ロイヤルシップ。ディスイズ、ニファノ　ネイヴィー。ディスイズ、ニファノ　ネイヴィー」


      英語に似ているが、少し言い方が違う。これがニファノ語なのだろうか？笛からは砲撃が矢のように降り注ぎ、王室船は揺れる。


      「聞こえた？ニファノ国の軍隊が応援に駆け付けたのよ！」


      ラポは歓喜の声を上げ、コウイチたちは雄たけびを上げる。周りはニファノ国海軍の船であふれ、空には同国のドラゴン部隊や戦闘機が飛ぶ。


      「お姉ちゃん、あれ！」


      ルーが指さすと、国旗を付けた水陸用両車と戦車、さらには大勢の兵士が突撃してくる。


      「最っ高ね！」


      ラポは興奮の声を上げるが王室船の無線係は憤っている。


      「何を馬鹿なことを！こちらフェアリル・ランド王室船。我らは軍隊ではない。貴国と我らは友好関係のはず。攻撃対象ではないはずだ。我々は現在テロリストと交戦中。共に彼らの排除を願いたい！」


      兵士の一人が無線に向かって怒鳴る。


      「兵士、彼らは何と？」


      女王は無線の内容を通信士に尋ねる。すると、彼女の予想をはるかに裏切る言葉が帰ってきた。


      「そ、それが……『ニファノ国はこれまでの諸外国との関係を見直し、フェアリル・ランドの独立を支持する』……と」


      「何ですって!?」


      「それに『もはや、これ以上、帝国の非人道的行為を黙っているわけにはいかない。そこにいる偽者を討うつまで砲撃をやめるつもりはない』……と」


      「ニ、ニセモノ!?」


      「そうだ！その通りだ！」


      見張りが相手側の無線内容を読み上げたところで、活発な少女の声が聞こえる。


      きれいな金髪を風になびかせ、ニファノ国海軍の船からこちらに飛び移った彼女に、コウイチたちは見覚えがあった。


      「リーファさん！」


      「よぉ、兄ちゃん。久しぶりだな！どうだ？あたしのチンピラ言葉も、板についてきただろ？お前ら、いい加減目ェ覚ませ！女王陛下がこんな醜いおばさんなわけないだろ!?」


      白い歯を見せて笑う彼女に女王とシュタールは憤慨した。


      「おのれぇ！まだ仲間がいたのか！ひっ捕らえろ！褒美はいくらでもくれてやる！」


      兵士たちがコウイチたちを無視して、剣を抜き、リーファを取り囲む。彼女は深いため息をつくと、悲しそうに目を伏せた。


      「シュタール……貴女は本当に変わってしまったのですね」


      荒々しいリーファの容姿からは想像できないほどの落ち着いた言葉で話す彼女。


      「何!?貴様、何故俺の名前を!?」


      「第三代近衛騎士団長、シュタール・インフェルノ！邪神に心を奪われ、真に仕えるべき主の姿も見忘れたというのですか!?」


      悲痛ともいうべき彼女の叫びにシュタールは動揺する。


      「あ、主……？」


      「よく見なさい。これでも私に邪剣を振るうのですか？」


      リーファの身体が光に包まれる。体が成長し、髪も伸び、一定時間が経つと、大人の姿になっていた。


      彼は目を見開く。思い出されるのは、父に連れられて初めて謁見した日のこと。緊張でうまく挨拶が出来なかった自分の前に進み出て手を握り、『ゆっくりでいいのです。もし、私の身に何かあった時は助けてくださいね？……あなたが成長するのを楽しみにしていますよ』と声をかけていただいた。


      「じょ、女王陛下……！」


      その場にいる兵士たちからもどよめきが走る。すかさず、ラポとルーが彼女の左右に立ち、宣言する。


      「静まれ！この紋章が目に入らぬかー！」


      ルーがポケットから王家の紋章が書かれた手紙を取り出し、高々と掲げる。


      兵士からは動揺の声が漏れ、構えを解く者もいた。


      「……こちらにおわすお方を、どなたと心得る！おそれ多くも、フェアリル王国女王陛下、サイファ・イーブン・カルラ様にあらせられるぞ！」


      「一同！女王陛下の御ご前ぜんよ……。頭が高いわ！控えなさい！」


      ある時代劇の口上をアレンジしたま姉妹の気迫に圧倒された兵士たちが、慌てふためきながら剣を置き、跪く。


      しかし、シュタールだけは跪かず、驚きの声を上げた。


      「ば、馬鹿な……！そんな……！では、俺が仕えているこのお方は……？」


      「それは私の偽者……。帝国が用意した、ただの偶像にすぎません」


      「う、嘘だ……。いつから、いつから入れ替わっていたのだ！」


      「私が彼らと初めて会い、城変への招待を申し出た次の日、私は歓迎の宴の準備のため、城を抜け出しました。ところが、私とすれ違いざまに全く同じ馬車が、城に入っていくのが見えたのです。


      私が急いで戻って侵入者の事を伝えても、誰も信じてはくれませんでしたね。その時にもう催眠魔法がかかっていたのでしょう。私に魔法をかけ、牢に監禁し、すぐさま偽者を用意して、私の命令に見せかけて、彼らを弾圧しようとした。……相そう違いありませんね？」


      「な、何をしているのですか、シュタール！この者こそ私の偽者！


      すぐさま排除しなさい！」


      もう一人のサイファが叫ぶと、彼の目が紅く光る。


      「……女王陛下万歳。皆の者、こやつこそ、おそれ多くも女王陛下の名を騙る偽者だ！


      捕とらえて本国に連行せよ！」


      跪いていた兵士たちが立ち上がり、剣を抜く。


      「皆さん、手伝ってください！ニファノ国の軍隊も協力を惜しまないと言ってくださいました」


      サイファ自身も剣を抜く。その姿はまさに美しいものであった。


      「……御意。皆、行くぞ！」


      コウイチが叫んだ直後、船上で行われる大戦闘。動きが安定しない中での戦いは、困難を極める。だが退くわけにはいかない。向かってくる敵を押し返し、優位に立っていく。


      そして彼らの前にシュタールが立ちはだかる。


      「……女王陛下、万歳。陛下に仇あだなす者は、排除するのみ……！」


      自身も戦意喪失しているにもかかわらず、赤黒く染められた鎧を引きずる男。もはや執念ともいうべきその姿に、女王は悲しみの息を漏らす。


      「シュタール……。貴方は少し働き過ぎです。しばらくの間、休暇を与えます」


      「おのれ……！サーヴァ！」


      彼の叫びとともに振り下ろされた刃を防ぎ、つばぜり合いになる二人。


      「ルー！」


      シュタールが叫んだ。


      「は、はい！……シュタール……ありがとう。ゆっくり……休んで！」


      彼の鳩みず尾おちに刃を振るうルー。苦しむはずの彼が柔らかな表情になり笑っている。


      「……ありがとう。ルー‥‥…。迷惑かけて……すまない」


      彼は膝から崩れ落ち、彼の身体から黒い液体が四方に飛び散る。


      「シュタール……！」


      ルーに抱きかかえられた彼は安らかな寝息を立てている。彼はようやく呪縛から解き放たれたのだ。


   

      ※※※


     「ルー、シュタールを頼みます。私たちは最後の仕上げへ」


      微笑みを浮かべたサイファはすぐに表情を厳しくし、水平線を見つめた。


      遥か彼方から飛ひ来らいする砲弾。それをバリアで防ぎつつ、彼女は撃った相手を見つめる。


      「……やはり、帝国は私達を海の底に沈めなければ、気が済まないようですね」


      帝国の軍艦はこちら側よりもはるかに大きく、大勢の兵士がいる。敵はどうやら全戦力を集中させたようだ。


      「チェンサレノ帝国、帝王シャリアス！もはや、あなた方の総大将は打ち取られました！


      これ以上は無駄な死者を増やすだけです。大人しく降参していただけませんか？」


      と、サイファは言った。だが、シャリアスは反発した。


      「我々には神の力がある。貴様こそ、我が后きさきとなれ。さすれば、その方らへの攻撃は直ちに中止させよう。独立など諦めて、共に一つになろうではないか！」


      １万ウォンカ紙幣に描かれている男とは似つかわしくないほど、顔がゆがんだ男……。


      それが帝王・シャリアスだった。


      「美化され過ぎだろ……どんだけ自分に酔ってんだ？」


      コウイチが開いた口が塞がらない状態でいると、帝国側の船が何か合図を送っている。


      「さぁ、行け！我が誇り高き軍隊よ！今こそ反乱分子を根ね絶だやしにするのだ！」


      彼が叫ぶと、狂気じみた奇声とともに、兵士たちがジップラインに似たものを使って、こちら側の船に乗り込んでくる。


      「さぁ……この戦いでの最後の大掃除と参りましょうか！」


      「はっ！我らも共に！……行くわよ、皆！」


      ラポの言葉で全員の戦意が高揚する。これが本当に最後の戦いだ。誰もが限界を感じながらもただ一つの『大たい義ぎ』のために、剣を振り魔法を出し、救護にあたる。


      「……もう、あなた方に勝ち目はありません。邪神を今すぐ封印し、この地から去ってください！」


      ほぼほぼ敵が片付き、二人だけになったもう一人のサイファと帝王を全員で追い詰める。


      「馬鹿な！我は神ぞ！我は死なぬ！貴様らと同じ不死の加護を得ておる！死ぬものか！


      たかが地上人に……天界に住みし頃より、劣った貴様らに我を封印できるものか！


      それに良いのか？我を封印すれば、貴様らの頭目が抱える『謎』が永久に解けぬぞ？」


      「あんた……何か知っているのね？言いなさい！」


      ラポが邪神に詰め寄る。


      「汚らわしい手で触るなっ！」


      彼女が出した衝撃波でラポの身体が船壁へと叩きつけられる。


      「ラポ！……貴様……！」


      「おおっと‥‥‥‥！」


      コウイチが激高するのを舌を鳴らすシャリアス。その目は勝ち誇っていた。上空でドラゴンの唸り声が聞こえたかと思えば、その背中にまだ年とし端はもいかないであろう子どもを縄で縛られているのが見える。


      「あれは……我が国の子供たち！」


      「この嵐の中、うっかり海に落ちれば、どうなるであろうな？いかに死なぬとはいえ、水が恐怖になるのではないか？


      ……女王よ、貴様は国の宝と称する子供に、拭ぬぐえぬ苦しみを与えるつもりか！」


      「くっ……！」


      「我は神だ。貴様らとは違う。このくだらない『茶番』すら一瞬にして終わらせることも出来る。……あぁ、見える……見えるぞ……！」


      もう一人のサイファが姿を変える。それはあの５千ウォンカ紙幣に描かれた女性そのものだった。気味悪い笑顔を浮かべ、その場に浮かび上がる。


      「……何をするつもりだ！」


      「言ったはずだ。全能の力を示すと。……さぁ、真の神の前に跪け！」


      サーヴァの左手が紫色に光り、振りかぶられる。ラポが全員にバリアを張り、目線を厳しくする。光線が放たれ、バリアにひびが入る。


      「う、嘘でしょ……!?こんな攻撃、防ぎきれない……！」


      やがてバリアは完全に破られ、高温度の熱を持った攻撃が、彼らに伝わる。


      「うわああああああああああああああああああああああああっ！」


      と絶叫と悲鳴……攻撃をいくらかは回避できたとはいえ、全員が海へと投げ出される。


      「ぷはっ！……皆避けて！」


      海面へと出たラポが叫んだのには理由があった。上空を飛行していたドラゴンたちが一斉に火の玉を浴びせ始めたからだ。


      （……ここで声を出せば、確実に狙われる……！）


      彼女はコウイチの左手を自分の肩に乗せると、岸へ泳ぎながら新しい魔法を放った。


      （思考魔法……ラフィアット！）


      彼女が呪文をとなると声が全員の頭の中に直接入ってくる。


      （みんな聞いて。あいつは全能の力を使った今、それを回復させるために一定時間攻撃が止やむ！それまでに対策を考えるの。私達の考えも今は読めていないはずだから）


      ラポの心の声を聴いたコウイチはちらりと邪神を見る。


      「ハハハハハハハハッ！愚ぐ民みんどもめ！泳ぐことに必死になっておるわ。そんな事で独立など目指せるはずがなかろう！」


      （……やはりこちらの考えは読めていない。全能の力にも限界がある。……よし！皆、合わせてくれ！）


      コウイチが海へと体を沈めると、仲間たちもそれに合わせる。


      「……愚かな。潜った所で貴様らの位置は……何!?」


      海中から煙が発生し、邪神の視界を包む。


      「おのれ、目くらましなど小こ賢ざかしい！このまま消え去れ！」


      サーヴァがもう一度、海中に攻撃弾を放つ。轟ごう音おんが響き、生き物たちが死し骸がいとなって海面へと浮かぶ。


      「ふん！コンクリートなど一瞬で挽ひき肉にくになる魔法だ。貴様らなど、いとも簡単に……」


      「その言葉を待っていたぞ！」


      「何!?ぐあっ！」


      コウイチの言葉が背後から聞こえたと同時に、サーヴァの背中に強烈な痛みが走る。


      驚いて振り返ると、コウイチたちが船内へと戻っているではないか。グリーンのバリアが説かれ、全員が奴を睨んでいる。


      「馬鹿な!?バリアごときで防げる攻撃では……！」


      歯ぎしりをする彼女にラポが淡々とした口調で説明する。


      「馬鹿はどっちよ？あんたの魔法は海中では波の力に押し負けて、威力が半減したのよ。ちょうど、攻撃直後の衝撃波で、私達を船内に戻すぐらいにはね。この国を取るんだったら、地理と海図ぐらい勉強しときなさいよ。


      それにしてもナイスな判断だわ。流石はリーダー」


      「ようやく活躍できた……。お褒めにあずかり、光栄だよ。ラポ」


      「馬鹿も休み休み言え。所詮貴様らごときに我は……ぐうっ!?」


      鼻を鳴らし、意気揚々と立ち上がったように見えたサーヴァだったが、足元が完全にふらついており、まともに立てなくなっていた。


      「何故だ!?……何故体が動かぬ!?」


      「本当に馬鹿ね。貴女ってやつは。私達の攻撃に全力を使ったのなら、まともに歩けなくなるのは当然でしょう？」


      「……下げ郎ろうどもめが！神に仇なすなど、何たることだ！」


      「……さて、次はこっちの番よ。覚悟しなさい！


      そういえば、あんたさっき妙なこと言ってたわね？『謎が分からなくなる』とかどうとか。……ほら、遺言代わりに聞いてあげるから、さっさと話しなさい？」


      ラポの言葉と共にサーヴァの喉元に刃が当てられる。


      「……教えてやろう。コウイチとやらと、貴様の全てをな……」


      「私の事？」


      ラポが驚いた表情をする。そして邪神は静かに語りだした。全ての真実を……。



エピソード六　真実の果てに


     「このような紛争が起きるのは、一度や二度ではない。今から30年前にも、同じような事があった。だが、その時、我はまだ使われなかったがな。愚民……地域住民たちは戦争に怯え、今の貴様らのような『危き険けん思し想そう』は誰も持っていなかった」


      サーヴァが言葉を言い直したのは、『愚民』という言葉を聞いたラポが、刃の峰を返したからだった。


      「……それで？」


      「そんな中、一組の夫婦が帝国側に捕まることを恐れて、当時は禁忌とされていた異空間転移魔法を使い、ニファノとよく名前が似た『ニホン』という国に渡った。そして家に代々伝わっていた忘ぼう却きゃく薬ぐすりを二人で飲み、これまでの生活は全て『夢』として処理されることとなった。


      だが……記憶は消せても、『心』までは消えなかった。二人は決して年を取ることなく、病気さえも知らない体であったために、子どもならいくつでも産めた。そしてその夫妻の長女として生まれたのが……ラポ、貴様だ」


      ラポは目を見開き、足元がおぼつかなくなる。それをルーが支えると、サーヴァはおかしそうに笑った。


      「疑問に思わなかったのか？自分は確実に成長しているのに、何故両親には体の変化が見られなかったのか、皺ひとつ、白髪一本さえ見つからないその美しさに。そして……なぜ魔法が使えたのか？理由は明らかであろう？」


      ラポの頭の中に記憶が入り込んでくる。両親に虐待を受けていたころ、なぜ自分が『悪魔』と呼ばれるのかが、分からなかったが、今ようやく分かった。それなら全て辻褄が合う。母はメイクなどせずとも、とても美しかった。父は10年間病気知らずであった。


      髪の毛の色が違うのは母からの遺伝であり、病院の診察も単なる『こじ付け』に過ぎなかったのだ。


      魔法が使えて当然だ。両親がそうだったのだから。


      「じゃあ私は……実の両親から捨てられて、単身で里帰りしたってこと？」


      「そういう事だ」


      「お姉ちゃんが、フェアリル・ランドの出身……？」


      ルーも信じられない表情で『姉』を見た。


      「……そして、コウイチとやら。貴様の事も知っている。なぜ、ここに来たかをな？」


      「……何だと？」


      「受け取るがいい！」


      サーヴァはそう叫び、懐から紫の球たまを放り投げる。球は彼の周りを三周し、頭上から頭へと入り込む。


      「ううううううううおおおおおおああああっ！」


      強烈な痛みが全身を襲い、コウイチはその場をのたうち回る。


      「コウイチ！……よくも騙したわね！」


      「騙してなどおらぬ。よく見てみよ」


      激高するラポに対して、サーヴァは怖いくらいに冷静だった。


      彼の頭の中から、バックが紫色の煙と共に映像が映る。公共放送のアナウンサーがヘリの中から何かを中継で伝えている。


      『こちらは東京新宿区、事件現場上空です。えー、犯人と警察のにらみ合いが……あっ、待ってください！今、何かが光って……今、特殊部隊が突入しました！繰り返します！東京新宿区の障害者共同生活愛あい護ご施設で発生した殺傷事件の犯人に対して、たった今、特殊部隊がですね、閃せん光こう弾だんのようなものを中に投げ入れまして、今突入を開始しました！』


      重い装備を付けた男たちが次々と建物を取り囲み、中へと突入。


      やがて数人に取り押さえられながら、喚わめいている男が出てきた。彼の手には血の付いたナイフが握られており、マスコミ関係者などに威嚇を繰り返していたが、相手が挑発に乗らないとみると、つまらなそうな顔をしてまた喚いた。


      『日本の大掃除だ！俺に感謝しろ！この税金泥棒！』と。


      ガイシャ……障害を持っている者に対しての差別用語である。今では放送禁止用語にもなっており、使われることはない。そんな言葉をこの男は何度も何度も発していた。


      『バルス』とはたまにルーたちも見るアニメ映画に出てくる魔法の呪文で、それが放送されるや否やしばしばブームになる事もあるが、今回は別の意味で使われていることは言うまでもなかった。


      やがて、場面が切り替わり、アナウンサーが原稿を読み上げる。


      それは一週間前に『あちら』の世界で起こったある凶悪事件だった。


      東京新宿区にある障害者共同生活支援施設の無差別殺傷事件。そして意識不明者の名前が読み上げられ、その欄の上から三番目には……。


      『鈴すず原はら紘こう一いちさん（25）。施設職員』


      映像に映った顔写真はコウイチそのものだった。バストアップしか映っていないが、わずかに見える白い服は、彼がこの世界で目を覚ました時に身に着けていたもの。そう、彼はこの施設の職員だったのだ。


      ラポたちと初めて出会ったあの時スーツ姿だったのは、襲われた直後もその服を着ていたからだったから。他の営業部の職員は私服なのに、彼だけこの姿なので『スーツの紘一』というあだ名がつき、その好印象から契約が取れたこと。侵入してきた男を前々から習っていた体術で撃退するも、苦し紛れに投げられたナイフが彼の背中を直撃し、その激痛で気を失ったのだ。


      「あれは……夢じゃなかったのか？」


      今までさんざん見てきた、人型達の『夢』。それはこの世界に来る前にコウイチが体験した『現実』だったのだ。


      「紘一！」


      もがき苦しみながら話す彼に、三人が慌てて駆け寄る。


      「貴様は願ったのだ。『もしできることなら、今度は誰かを救いたい』とな？


      ……その願いが貴様をこの地へと導いた。しかし、結局貴様は誰も救えなかった！


      そしてその事実を抱えたまま、死ぬのだ！


      この日！帝国人がフェアリル人を滅ぼす記念すべき日になぁ！」


      隙が出来たことを幸いに、またもや魔法弾を放つ構えをとるサーヴァ。


      「今度こそ仲間と共に消え去れ、鈴原紘一！」


      「させない！」


      直後、まるで火山が爆発したような物凄い音と衝撃波が、彼らの視界を包み、上空に巨大な紫煙が上がる。


      「はぁ……はぁ……はぁ……どうじゃ、これで貴様らも……!?」


      サーヴァが驚くのも無理はなかった。彼らは怪我一つしていないのだ。金色に輝くラポが、彼らを庇っている。


      「な、何だ貴様!?その姿は……!?」


      『……サーヴァ、もはやあなたに勝ち目はありません。……いいえ、あなたにも、帝国にもここに立ち入る事は許されません。今すぐこの場を去りなさい』


      「お、お姉ちゃん……？」


      明らかに口調が違う姉を、妹は困惑した顔で見つめた。彼女は振り返ると、柔らかい微笑みを浮かべ、頭を撫でるのだった。


      ※※※


     

      『今までよく戦ってくれました。もう大丈夫。後は私に任せてください』


      「き、貴様……！邪魔をするなぁ！」


      サーヴァは偽の王女の剣を振り回すが、紘一たちには一切当たらない。見えない壁のようなもので全て弾かれてしまうのだ。それでも諦めきれない彼女が腕を振るうと、剣は真っ二つに折れてしまった。


      「なっ!?」


      『言ったはずですよ。勝ち目はないと。私は永い眠りについてから、この国の状況を見てきました。帝国に乗っ取られてからもいつかこの国の若者が立ち上がってくれると。ついにその時が来たのです。貴方はまだ反省が足りないようですね。……まだしばらく眠っていなさい！』


      ラポの姿を借りた何者かは、黄金のオーラを放つ仕込み杖をサーヴァに突き刺す。


      「あああああああああああああああああああああああああああああっ!?」


      断末魔が聞こえ、その姿が煙となり、海の底へと沈んでいく。


      『さて……鈴原紘一さん』


      様子を見届けた彼女は紘一に振り向く。


      「は……はい！」


      『初めまして。私の名はイシュー。皆からは女神と呼ばれていますが、あまり気にしないでください。貴方を巻き込んでしまって、本当にごめんなさい。しかし、おかげでこの国を取り戻す事が出来ました。感謝申し上げます』


      「い、いいえ！」


      「お姉ちゃんが……女神様の生まれ変わり……？」


      驚くルーを見つめながら、彼女はサイファに告げる。


      『サイファ。後は任せますよ？』


      「は、はい！必ずやこの国を復ふっ興こうさせてみせます！」


      あの女王陛下でさえも跪き、頭を下げる。


      『よくぞ言いました。私はいささか疲れたので、休息に入ります。ではご機嫌よう』


      優しく微笑む彼女の光が消え、立ったままのラポが目を覚ます。


      「んっ……んん？私、何してたの？」


      「お姉ちゃん！」


      「ぐえぇっ!?ちょっと、何!?何なの!?」


      ラポに勢いよく飛びかかるルー。それを彼女は受け止めきれずに甲かん板ぱんで尻もちをつく。


      「……もういいの。全部終わったの。……全部が」


      「……何なのよ、全く」


      姉に抱き着き、涙を流す妹に苦笑し、彼女は優しく頭を撫でた。歓喜の声が聞こえ、帝国側の兵士たちが悔しそうに膝を折る。


      「……認めぬ。……認めぬ、……認めぬ！貴様らは我々に従っていればよいのだ！


      そ、そうとも！何故だ！何故、我々の力が貴様らより劣るのだ！国土も小さく、大国に飲み込まれる定めの貴様らが……！」


      帝王の言葉は途中で止まった。目の前に立った男の姿に驚いたからだ。


      「シュ、シュタール！おい、このわしを助けろ！貴様をここまで強くしてやったのは、誰のおかげだと思っているのだ！こんな小さな国土と女を主人に持ってはいかん！


      どうだ、わしとともに、この国を…‥‥…いや、世界征服を目指さんか？」


      「……これ以上、薄汚い言葉を並べるな下郎。反へ吐どが出る。民を騙し己の欲を満たすことしか眼中にない貴様ごときが王だと？笑わせるな。


      そしてこれまでの陛下に対する侮辱、許すわけにはいかん。地の底で女神イシューに懺悔しろ」


      「シュ、シュタール……！や、止めろ……！」


      「紘一殿。……この者の処しょ遇ぐう、貴き殿でんに任せよう」


      シュタールから剣を渡された彼は、ゆっくりと抜く。それが相手の恐怖心を、より多く煽るからだ。


      「わ、分かった！貴様らの国民は全て返す！奪った金も全てだ！この通り謝罪する！頼む、許してくれ！」


      涙を流し、土下座して許しを乞おうとする帝王。傍から見れば、何と情けない姿であろうか。


      「……シャリアス。……残念ながら、もう謝って済むような問題じゃないんだ。お前はこの国の人たちを傷つけ過ぎた。


      お前に少しでも謝罪する気があるというのなら……」


      「や、止めろ……止めろおぉっ！」


      「……せめてこの剣を受け入れろ！」


      怒りの形相のまま、紘一が剣を突き刺す。彼の顔まであと数ミリの隣の床に。


      「二度と顔を見せるな。……去れ！」


      「うわああぁっ！」


      悲鳴を上げた男は慌てて龍に飛び乗り、残っていた兵士も引き返していった。


      静寂がだんだんと歓喜の声に変っていく。


      「紘一！」


      ラポが勢いよく飛びつく。


      「おっと！次はラポか。あはは……」


      「私達、とうとうやったのね？勝ったのよね？」


      「そうだ。……僕たちの勝利だ」


      「そうね。生きていてよかった！私達の勝利よ!!」


      そう言ってラポは家族と共に紘一を抱きしめた。


      どこからともなく花火が舞い上がり、ドラゴン達は、喜びを表現するかのように叫び、炎を吐く。そうしてこの戦いは終わりを告げたのだった。



      エピソード七　終戦と別れ


     そこから先はめまぐるしかった。この度の戦争によって倒とう壊かいした建物の復興・及び経済の立て直しにはニファノ国がすぐに支援を申し出てくれた。


      紘一たちも物資の運搬などを手伝いながら、ニファノ国の支援隊の者たちとも交流を深めた。何でもニファノが国難に陥った際は、国こっ交こうがないにも関わらず、フェアリル・ランドの民みん意いによって、支援が行われたため、今回はその『恩返し』という意味も込めているそうだ。


      「アブラハム首相閣下、この度の我が国に対する官民を超えた支援、誠に感謝いたします。いずれ国交を結んだ暁には、貴殿とナーラム国王陛下を国こく賓ひんとしてご招待いたしますわ」


      「はい。一日でも早く実行できるよう共に頑張りましょう」


      そう通訳を交えながら笑顔で話し、固い握手を交わす両国のトップの写真が、数日後の新聞に掲載された。


      そして、道路や建物の復旧が終わり、王城も以前の物よりさらに立派になった。ステンドグラスの復元が行われた時は、取り付けの様子が生中継され、国民たちは歓喜の声を上げた。


      それに併せるかのように、これまで使われていた通貨のデザインも刷新され、１万ウォンカ紙幣には女王のサイファと王城が、５千ウォンカ紙幣にはラポ、千ウォンカ紙幣にはルー、５百ウォンカ硬貨にダウメ、そして百ウォンカ硬貨の表には紘一の肖像画が使われることが発表された。十ウォンカ硬貨の表には紘一がらラポたちと出会ったあの森の大木、５ウォンカ硬貨には稲いな穂ほが、十ウォンカ硬貨には国章が印刷されることとなった。


      「良いのかな……これ」


      「良いんじゃない？英雄だし」


      「私も偉くなったなぁ」


      「あなた一人の力じゃないわよ、ルー」


      これが発表されたときの心境を語る紘一たちであった。


      さらに翌日、国民が待ち望んでいた日がついに訪れた。早朝から王城前の広場には、老若男女が集まり、歓声を上げている。


      紘一たちも人込みをかき分けながら、何とか見えやすい位置まで移動した。


      「……ふぅ！ようやくお城が見えた！それにしてもすごい人の数だね」


      密集した熱気によって生まれた汗をぬぐいながら、紘一が言った。


      「当たり前でしょう？私を含めて、国民全員が待ち望んだ日だもの」


      「そうだよねぇ。あぁ……早く時間にならないかなぁ？」


      姉妹は興奮を抑えきれないようで、その時を今か今かと待っていた。


      すると、慌てた様子の鎧の音が聞こえ、集団に何度も謝りながら、前へと進む男達の声が聞こえる。


      「すまん！通してくれ！時間が無いんだ！」


      「お姉ちゃん、あれ……」


      妹が後ろを指さすと、人々が左右に分かれて道を作っている。


      「ん？シュタールの部下？どうして？」


      「あっ、団長！おられましたぞ！」


      シュタールの部下が声を出すと、彼が息を切って、こちらに向かってくる。


      「鈴原紘一殿とそのお仲間の皆様、女王陛下の命により、参上つかまつりました。どうぞ、我らとともにお出で下さい。陛下がお待ちでございます」


      こちらに跪き、丁寧に頭を下げる男。それを見ていた彼の部下たちは一斉に思った。


      ……あぁ、自分たちが憧れた男が帰ってきたのだと。


      「女王陛下からのお呼び出し、確かに拝はい受じゅいたしました。直ちに向かいますゆえ、ご案内のほどを」


      「はっ！こちらでございます！」


      紘一が代表して答え、彼らは騎士団の案内の下、王城の中へと入っていく。


      「まあ、皆さん！お待ちしておりましたわ！」


      謁見の間に姿を現した彼女は、あの時と同じように、優しい微笑みを浮かべた。


      「……女王陛下のご尊顔を拝し、我ら一同、恐悦至極に存じ上げます。また、本日はこの様なめでたき日を共に迎えられたこと、感謝申し上げます」


      紘一は復興作業が続くさなかで練習した言葉を言い跪く。他の仲間もそれに倣い、頭を下げた。


      「堅苦しい挨拶は抜きにしましょう。さぁ、バルコニーへ。皆が待っていますよ？」


      玉座から降り、紘一の手を握った彼女は優しく引いた。彼女がバルコニーへ姿を現すと、歓声がより一層大きくなった。右手を上げると歓声は徐々に小さくなる。


      「親愛なる、国民の皆さん。私たちは今まで何のために戦ってきたのか？それは今日この日を迎えるためです。


      私たちは今まで抑圧された社会を生きてきました。度重なる帝国側からの税の徴収、あなた方の大切な者への暴行、強奪、誘拐……数え始めれば、キリがありません。しかし、そんな辛い地獄は今日をもって終わるのです。


      本日ここに、フェアリル王国再建を宣言し、我々はチェンサレノ帝国から正式に独立を致します！」


      歓声が聞こえ、指笛が鳴る。


      「この戦いに決死の覚悟で応じてくれた全ての者に拍手を！皆様に女神のご加護があらんことを！」


      演説が終わり彼女が頭を下げると、「女王陛下万歳！」と誰かが叫び、自然と万歳三唱が起こる。紘一たちもそれに応え、ともに喜びを分かち合った。その後、チェンサレノから公式の謝罪、賠償金として５６兆６５００億ウォンカが支払われ、両国は終戦を宣言。その日のうちにニファノ国とフェアリル王国は国交を正式に結び、話題となった。


      城内の大広間にて盛大な宴が開かれ、ルーはその料理の豪華さに目を輝かせたり、酒に酔ったダウメが紘一の『性癖』を暴露したりと、なかなかハチャメチャなものではあったが、それでも十分楽しめた。


     

      ※※※


     「はぁ……まさかダウメさんが酔っぱらうと、あんなに笑い上じょう戸ごになるなんて……バーの仕事やって、大丈夫なのかな？」


      性癖を暴露された紘一は逃げるようにトイレへと駆け込み用を足すと、まるで誤ご魔ま化かすかのように言った。


      「おい」


      どこからともなく声が聞こえ紘一が振り返ると、そこには一匹の猫が。


      「これは大臣閣下。お久しぶりでございます」


      それはログだった。


      「お前……帰るのか？元の世界に」


      「……はい。自分の名前と記憶を取り戻した以上、僕がここに居続けることはできません。それに、この国をこれからどうしていくのかは、彼らの問題です。部外者がしゃしゃり出る所じゃない」


      「……方法は？」


      「実は昨日、夢枕に女神様が現れて、方法を教えて下さいました。僕達が最初に出会ったあの大木が、実はこの世界と現実の出入り口だったんですよね？」


      「そうだにゃ。あのままお前を元の世界に返しても、右も左も分からないんじゃ、意味がない。だがまさか、邪神との戦いが、お前の記憶を取り戻すきっかけになるとは、何とも皮肉な話だな」


      ログの言葉に、紘一は苦笑する。


      「その点で言えば、今回の戦いに身を投じて、本当に良かったと思います。サーヴァにも少し感謝しますけどね」


      「止めておけ。また付け上がって、この国を混乱に導くだけだ。それよりも、だ。


      ……お前、黙って行くつもりか？最後に挨拶していっても、罰は当たらねぇし、尚且つそれが『ニホン人』としての礼儀だろ？」


      彼の指摘に紘一は言葉を詰まらせる。


      「……大臣閣下には敵かないませんね。分かりました。後で少し話をしてきます」


      「それが良いにゃ。じゃあ、俺はこれで」


      ログがすれ違った後、紘一はその姿が見えなくなるまで頭を下げた。


      ※※※


     宴会場に戻った紘一が見た光景は、酔いつぶれて背中合わせに眠るダウメとルーだった。


      「これは……どういう状況？」


      「見ての通りよ……。まったく、家まで運ぶこっちの身にもなってほしいわ」


      頭を抱えるラポに、紘一は同情せざるを得なかった。


      「悪いけど、一緒に運んでくれない？誰かに見られでもしたら、それでこそ一家の恥だわ」


      「分かった。……ほら、ダウメさん。帰りますよ？立てますか？」


      「うーん……私をこんなに酔わせてぇ～どうするつもり～？あははは！」


      「馬鹿なこと言ってないで、ほら！行きますよ？１、２、３！」


      ダウメの肩に手を回し、何とか立たせてみる。千鳥足というものを紘一は初めて目撃した。


      「ラポ～、紘一君に馬鹿って言われた～！お姉さん、怒っちゃうぞ～？」


      「はいはい……。くだらないこと言ってないで帰るわよ？……ほら、ルーもしっかり歩いて！」


      「えへへ～。お酒を飲んだ私はぁ～……世界一ィィィィィィィィィィィ！」


      「ああ、もう、うるさい！」


      ギャアギャアと騒ぎつつ、何とか自宅へと戻ったラポたちは、酔っ払い二人をベッドに寝かせた後、ソファーに座り込んだ。


      「は～……」


      「お疲れ様……。この国ってラポみたいな年齢の子でも、お酒って吞めるの？」


      「あぁ、あれ？ルーは、一滴も呑んでないわよ？お酒の匂いにやられただけ」


      「あぁ……」


      現実にそういう子がいるのかと紘一は冷や汗を垂らした。


      「ねぇ……あんた、明日帰るんでしょ？……元の世界に」


      「あっ……聞いてたのか？」


      「妖精の聴力、舐めないでよね？ログ大臣閣下との会話も、ばっちり聞いたわよ」


      「そっか……」


      紘一は思い悩んだ。確かにこの世界にいるのは、とても楽しい。しかし、あの戦いで見せられた映像を思い出す限りでは、自分の事を待ってくれている人もいる。だがそれは同時に、彼女たちとの別れを意味する。


      そもそも、あの大怪我が原因とはいえ、次はいつこちらに来られるのか？もしかしたらもう二度と会えないのではと考えると、帰る気持ちが躊ちゅう躇ちょしてしまう。


      「ちょっと、そんな辛気臭い顔、しないでよ！今こん生じょうの別れじゃ、あるまいし……」


      「ご、ごめん。でも、ここでの生活があまりにも楽しかったから……その……」


      言葉に詰まっていると、ラポに盛大なため息をつかれた。


      「……あんたはまだ良いじゃない。待ってくれている人がいるってのは、この上ない幸せよ？……ほら、いつまでもウジウジしてたら、『アレ』やっちゃうわよ？」


      「ええっ!?そ、それだけは……！」


      紘一が講義する前にラポが呪文を唱える。彼の両手は強制的に挙げられ、拘束された。


      「た、頼む！ラポ！これだけは止めてくれ！」


      「あら？今から『楽しい事』をするのに、何でそんなに怯えてるの？まぁ、良いわ。


      あんたに拒否権なんてないし、恨むならママと己の性癖にしなさい？」


      ラポがさらに呪文を唱えると、数十個もの白い手が彼の前で指を動かす。


      「ママに性癖を知られたのが、運の尽きね。覚悟しなさい？」


      そう言って自身も手袋をつけてにやにやする。


      「た、頼む……。止めて……」


      「こちょこちょこちょ！」


      「あはははっ！止めっ、やめてくれえええええははははははっはっ！」


      紘一の涙の訴えはすぐに笑い声へと変換され、それが彼女の心をさらに興奮させた。


      「あぁ……良いわ。……最高！もっと聞かせて？」


      「あーっ！二人っきりで楽しそうなことしてるー！私も混ぜて～？」


      「こら、ルー！　抜け駆けはダメよ？　私も混ざっていいわよね？紘一君」


      「そんなああぁっ！」


      よもや助けてくれると思っていた二人までラポの『悪戯』に参加してしまい、紘一は笑い続けるのだった。

※※※


     そのころ王城では宴会の片づけが行われていた。サイファ自らが手伝いを申し出たときは、誰もが驚いたものだった。


      「陛下！そのようなことは我らにお任せください！」


      「さようです！もし万が一、御おん身みに何かあれば……！」


      侍じ女じょが口々に叫ぶが彼女は聞く耳を持たず、、戸棚に食器を直し、包丁を水洗いし、元の場所に戻していた。


      「このようなことが出来ずして、女王など名乗れませんわ。……明日は料理長から料理を教えていただかねば……！」


      「へ、陛下～……」


      目に炎を映し、次々に作業を終えては新たな手伝いを申し出る女王に侍女は慌てて後ろをついていく。


      「アンナ、おでこの傷は大丈夫ですか？」


      彼女は作業の手を止め、振り返らずに聞いた。


      「……は？」


      女王の突然の言葉に、アンナと呼ばれた女性は目を点にする。


      「加減はしたつもりですが、もしまだ痛みがあるのであれば、遠慮せずに言ってください。……この仕事は私の贖しょく罪ざいでもあるのですから」


      「えっ？お、お待ちください！なにゆえ、陛下がそれを……」


      「これを……あなたに返しておきます。……本当にごめんなさい」


      彼女は振り返ると侍女の財布を差し出し、頭を下げた。


      「こ、これは……！えっ？……ええぇっ!?」


      女性が驚いている間に彼女は廊下を歩き、謁見の間へとやってくる。


      その場にはシュタールが跪いており、他には誰一人いなかった。


      「シュタール、私を呼び出すなんて、いったいどうしたのです？」


      と言われた彼女は不思議そうな顔をして尋ねた。


      「陛下……シュタール・インフェルノ、現時刻をもちまして、騎士団長の職を辞し、お暇を頂きたく、参上つかまつりました」


      「待ちなさい、シュタール。……早まってはなりません」


      「……お許しください、陛下。これまでのことは部下より聞き及んでおります。


      いくら邪神に心を奪われていたとはいえ、私めが陛下や民からの信頼を裏切り、民を苦しめていたことは事実……。このままでは私めを慕って陛下に忠義を尽くし、その御身をお守り致すために職務に就いている者たちに申し訳が立ちません」


      シュタールの言葉を彼女は聞き続ける。


      「なれど陛下、私めの次に団長になる男こそ、清せい廉れん潔けっ白ぱくにて真に国と陛下に忠義を尽くす誓った者……。今後はその者と力を合わせ、なお一層我が国の発展を……」


      「なりません」


      彼の言葉を遮るように、サイファが声をかけた。予想していなかった一言にシュタールは思わず顔を上げる。


      「陛下……」


      「詫わびねばならないのは、私の方です。10年前、私がもっと上手く采さい配はいが出来ていれば、あなたを苦しめる事もなかったのです。どうか許してください」


      サイファが玉座から立ち上がり、頭を下げる。


      「へ、陛下！お止め下さい！頭をお上げください！」


      シュタールにとって、王が臣しん下かに頭を下げるなど、前代未聞であった。


      「この国と同じように、私はまだ幼子。この国のかじ取りはあなたを含めた者たちの力が無ければ立ちゆきません」


      サイファはそう言いながら、シュタールに近づき手を取る。


      「これからも私の良き師し範はんとなり、この国の発展に力を貸してください。……頼みますよ？」


      「……ははぁっ！」


      彼女の言葉と優しい笑顔にシュタールは思わず涙を流し、再度頭を下げるのであった。


 

      ※※※


     それから数日の間、紘一たちはいつものように過ごしていた。ダウメが作る朝食を喉に通し、一家は時間の許す限りは、街を案内した。


      「ちょっとお金下ろしてこなきゃ」


      ラポがそう言えば、紘一が首をかしげる。


      「どこに行くの？」


      「コウギン」


      「……コウギン？」


      「良いから、ついてきなさい」


      そうしてつれられた三層構造の建物の入り口にはすでに大勢の市民が並んで列を作っていた。外に備え付けられている看板を見て、紘一は納得する。


      「なるほど……『銀行』か……」


      受付で名前を述べた者は５桁の番号が付いた札が渡され、同じ番号が書かれた席に座って待つ。


      そして係りの者が丸、三角、ひし形のそれぞれ違う形の石を箱に並べて番号を読み上げると、その番号の者が石を受け取り、係員についていく。転移魔法で地下へ移動する。


      地下室とはいえ、内部は白を基調とした明るい色で統一されていて、怖さなどは感じない。魔法陣から出て、しばらく道なりに進むと道が三さん手てに分かれ、その道の先にはあの石と同じ紋もん様ようがついた大きな扉がある。


      左側の丸石の紋様の扉がいわゆる通常預金もしくは、定期預金と引き出し・振込用、右側の三角の石の紋様の扉が投資などの資産運用専用、中央のひし形紋様の部屋に進めば、なんと預金を国に寄付することができるという。


      くぼみに同じ形の石をはめ込んで、空間に現れる数字を押すと、初めて扉が開き、中にある現金を使える仕組みだ。


      残金などは『空間通帳』にまとめられて記録され、本人以外は見ることができない。


      ダウメ一家はそれぞれ独立した通帳を持っていて、ルーは引き出された紙幣や硬貨のデザインを見てはにやにやしていた。


      「ママからもらったお小遣いがこんなに……あっ」


      何かに気づいたルーは後ろで待っている家族をジッと目で見る。


      「……あげないよ？」


      「いらない、いらない。自分のお金なんだから好きに使いなさいよ？」


      ラポは苦笑して言った。ちなみにこの後、ラポとダウメも、紘一とルーに対して同じやり取りを繰り返し、彼は笑い合ったのだった。


      そうして無事に金を引き出せた三人は、新しく開店した土産物屋で独立を記念してつくられたバッジなどのグッズを買った。それが元の世界に持ち帰れるかどうかは分からなかったが、せめてもの思い出にと考えた。


      「……もうそろそろね。最後にあのお方に会いに行きましょ？」


      ダウメはみんなを王城へと連れていくと、兵士に女王への謁見を願った。軽い身体検査を受けたのち、城の出入り口が開き、全員が跪く。


      「……陛下。鈴原紘一殿と、お仲間たちでございます」


      シュタールがサイファに声をかける。


      「本日はよくお越しくださいました。ご用件を伺いましょうか」


      「はい。誠に勝手ながら、本日は女王陛下と国民の皆様にお別れの言葉を述べさせていただきたく、参上つかまつりました」


      「まぁ……もう行ってしまうのですか。寂しくなりますわ。ねぇ、シュタール」


      「はい。女王陛下と同じく、私も寂しい限りです。日ひ延のべは出来ないのか？」


      「…‥申し訳ございません。私は元は違う世界から来た人間……。このまま皆様のご厚意に甘えてはならぬと思い立った次第。……何卒お許しを」


      「いいえ。いつかはこんな日が来るだろうと思っていました。むしろ、私たちのほうこそ、あなたに詫びねばなりません。貴方を巻き込んでしまって申し訳ありません」


      サイファは彼にゆっくり近づくと、手を取り微笑む。


      「貴女のお陰で、此度の戦いに勝利する事が出来ました。……ありがとう。ここを離れてもどうか元気で」


      彼女は彼を抱きしめ、彼の頬は赤くなる。ラポが何故か悔しそうに唇を噛みしめ、自身と彼女を比較していた。


      （私だってまだまだ大きくなるわよ……身長もあそこも……負けませんからね？陛下！）


      彼女の決意を知ってか知らずか、サイファはラポにも微笑み、頷くのであった。そして紘一から体を離すと、今度はシュタールに向き直る。


      「シュタール、例の物を」


      「ははっ。女王陛下より貴殿らに贈り物がございます。何卒お持ち帰りをお願い致します」


      「はっ。仰おおせのままに」


      紘一が返事をすると、シュタールが部下たちにあるものを持ってこさせる。人数分の小さな箱と長いものが一ひと振ふり。これは一体？


      「まずは一家の長、ルーシー・ダウメ・セイントにこれを」


      サイファの言葉に続いて布が取り払われ、そこには一本の剣が。


      「これは、我が国の職人とニファノ国の職人が共同で作ったもの。私とあなたたち家族の友情の証として受け取ってください」


      「もったいなきお言葉、恐悦至極に存じ上げます！我が家の家宝として、大切に致します！」


      「そして、貴方達にはこれを……開いてあげなさい」


      彼女がそう命ずると、侍女たちが一礼して箱に近づき、開ける。そこには金色に輝くバッジがあった。


      「陛下、これは……！」


      驚くラポに頷き、サイファが頷いて言葉を続ける。


      「貴方達家族を王国の名誉国民として認め、その地位を保証するものです。


      ……ラポ、これまでの一部の国民からの心こころ許もとない行為、民を代表して謝罪いたします。本当にごめんなさい」


      サイファが頭を下げる。


      「い、いいえ！今日は、今まで生きてきた中で最高の日です。陛下、ありがとうございます！」


      ラポは泣きながら感謝し、その目標を達成した。


      「四人とも前へ。付けてあげましょう」


      四人は立ち上がり、玉座へと進む。それぞれバッジを付けてもらい、周りにいる兵士からは拍手と歓声が起こった。


      「さぁ、皆さん。英雄を出口までお送りしましょう。最後の出口まで」


      紘一が元の世界へ戻ることは、直ちにシュタールとその部下たちによって王都の民衆に知らされた。


      「捧げ――――銃つつ！」


      シュタールの号令で銃じゅう剣けんを持った兵士達がそれを中央に持っていき、顔を斜め上に挙げる。新しく制定された『国歌』が演奏され、紘一に対する『栄誉礼』が始まり、ラッパの音が街に響き渡る。その音を聞いた街の人たちも両側に分かれて道をつくる。


      「よっ！国の英雄！」


      「またいつでも来いよ！」


      人々から温かい声援が送られる。それだけで紘一は嬉しかった。そしてあの大木のところまで来ると、紘一は深呼吸をした。


      「……思えば、ここからすべてが始まったんだよな……」


      これまでの出来事が思い出される。二人に初めて会ったこと、魔法を始めて見せてもらったこと、自分がいた世界との違い、そして、革命軍のリーダーとして、あの壮絶な独立戦争に参加したこと……。


      紘一は振り返り、礼を言った。


      「皆さん、お見送りに感謝いたします。この世界での経験は、僕の人生の中でかけがえのない物でした。ラポ、ルーちゃん、ダウメさん、女王陛下。どうかお元気で！ありがとうございました！」


      紘一が頭を下げると、木の幹がまるでドアのように開いた。ルーは泣きじゃくりながら、「お兄ちゃ～ん！元気でねー！」と叫ぶ。皆が彼との別れを惜しみ泣いてくれた。


      紘一が再度頭を下げると、幹は閉じてしまった。






      エピローグ


      現実世界。日本。東京新宿区中央総合病院。ドアの前には大勢のマスコミが押し掛け、フラッシュがたかれている。


      鈴原紘一が凶悪殺人者から利用者の命を身を挺ていしてまで守ったことは、ワイドショーの格好のネタになり、報道陣たちは彼の容態の安否を連日のように報道した。


      彼のいる病室には、毎日のように施設の関係者が見舞いに来たが、目覚めていないことが分かると落胆の息を漏らした。


      特に施設長である山村博は、自分がしっかりしていれば、職員や住人を危険に冒おかすことなどなかったとの負い目から、彼の目覚めが一日でも早く来るように祈っていた。


      「……あ……」


      紘一の視界はぼんやりとしていて、よく顔を認識する事が出来ない。ただ、分かったことはここが現実世界であるという事だけだった。あの出来事は夢であったのかさえも分からない。


      「……紘一？……紘一！せ、先生！」


      彼の覚醒に気付いた山村は大急ぎで担当医を呼んだ。院内の廊下が革靴の音であふれ、白衣に身を包んだスキンヘッドの男が顔を近づける。


      「聞こえますか？……聞こえていたら、頷いてください」


      医師の言葉に反応し、首を動かす。


      「よろしい。では次に……上を向いてください。……よろしい。次は、右を……そうです。最後に左を……よろしい。では次にいくつか質問をします。答えられますか？」


      再度首を縦に動かす。


      「あなたの名前は？……生年月日は？答えられますか？」


      「鈴原……紘一。１９９５年６月10日」


      「……職業は？どんな仕事をしていますか？」


      「東京都障がい者総合生活支援施設、『ハートフル』……営業部職員」


      彼が質問に答えるたびに、山村はうんうんと涙ながらに頷いた。


      医師は息を吐いた後、小西に向かってこう言った。


      「記憶の混乱も見られません。完全に覚醒したと言って良いでしょう」


      その言葉を聞き、スタッフは大いに喜んだ。彼が意識を取り戻したことはマスコミに大きく取り上げられ、『奇跡の生還者』や『現代のヒーロー』などと呼ばれ、退院してからは各地のテレビ局に引っ張りだこだった。


      後の報道や裁判での被告の供述で分かったことだが、犯行動機は『優遇制度の撤廃を求めるため』だったという。


      『自分は生きていくだけで必死なのに、障がい者どもは働かなくても国から金が貰え、税金を支払わなくてもいいとネットの掲示板で見た。さらに映画や公共交通機関の利用が割り引かれ、医療費も返ってくる。その制度を撤廃するように国に訴えたが、聞き入れられなかったため、議員や役人にわからせるためにやった』というのが被告の主張だった。恐らく『働かなくても金がもらえる』というのは各種障害年金のことであろう。


      結論から言えば、デマに踊らされたことで生まれた、何とも身勝手な考えである。


      そもそも普通の年金と同じで『申請』をしなければ支払われないし、行政に提出必須の書類の準備・精査など、場合によってはかなりの日数が必要になる。あえてそれを受け取らずに生活している者もいる。


      公共交通機関や映画館などの料金が無料・もしくは割り引かれるのは『社会参加活動』のためであり、これは国も積極的に支援・推すい奨しょうしている。もし何か買い物をしたりした場合は、その料金の中に消費税も含まれているので、『税金を払わなくてよい』というのもデマである。


      医療費が返ってくるのは一部自己負担額を超える医療費があるためで、払い過ぎた金が戻ってくるのは当然のことである。つまりこの男は自らの人生を逆恨み、それを無関係の障がい者たちにぶつけただけなのであった。


      死者10名、紘一を含めた重軽傷者59名……。戦後最悪の殺傷事件は、被告人への死刑の判決が出たことにより、一応の幕引きとなった。


      やがて報道が落ち着いたころ、施設は再開された。しばらくは入居者の心のケアが主な仕事となるため、紘一もそちらに回ることとなった。といっても自分が出来ることは傷ついた彼らの話を聞くことくらいだが、その中で自分が昏睡していた時にとある別の事件が起こっていたことを知った。


      例えば、今まで『存在しない』とされていた国会議員の不正の証拠が、突然警察に届けられる、盗難届が出されていた数々の美術品や宝石などが被害者宅や、元の美術館に届く。


      はたまた、全国に指名手配され、警察ですら行方がつかめなかった凶悪犯や犯行グループが交番横の掲示板の下に縛られているなどの奇妙な事が起きているらしい。また傍には必ず手紙が同封された封筒があり、『不殺仕事人ルーより愛を込めて[image: ハート]』と書かれているのみで、指紋なども検出されず、警察は手掛かりを探しているが、いまだに見つかっていないのだとか。


      そんなある朝の事、施設の敷地内にできた『鎮ちん魂こんの碑いしぶみ』に手を合わせてから出勤した彼の目に、見知らぬ女性３人が写ってきた。


      彼女たちは紘一の姿に気づくと、こちらに近寄ってきた。


      「スミマセン。施設長様ニオ会イシタイノデスガ、ドチラニイラッシャイマスカ？」と話しかけられた。言葉が片言であり、留学生を思わせた。


      ただ、彼には彼女たちに既視感があった。その姿は夢で見ていた三人に瓜二つだった。


      （いや……違う。あれは夢のはずだろ？）


      彼は首を振って自身の考えを打ち消したが、それでもやはりそう思えてしまう。


      右の子はラポ、真ん中はルー、左端の背の高い女性はダウメにそっくりだった。唯一違う点があるとすれば、３人とも髪型は同じだが、黒髪で尚且つ羽なども生えていなかった。


      「アノ……ナニカ？」


      いつの間にかじっと見てしまっていたのだろう。ラポに似た女性に声をかけられるまで、紘一は我を忘れていた。


      「えっ？あぁ、すみません。施設長ですね？ご案内します」


      紘一は慌てて廊下を先導した。セクハラだと思われただろうか？しかし本当にあの３人組によく似ている。


      施設長室と書かれたドアをノックして入室の許可を得る。


      「施設長、少々よろしいでしょうか？お客様です」


      「おお、待ってたよ。入ってくれ！」


      ドアを開け、彼の顔を見る。目が覚めた時、抱きしめられ涙を流された時は、父親のように思えた男。この時ほど紘一は死なないでよかったと心から思えた。


      「施設長、おはようございます。お客様をお連れしました」


      「あぁ、お待ちしてました！ついでに紘一にも紹介しておこう。>こちら、今日から共に働くことになった林りんさん一家のお母様とご令嬢様たちだ。お前もご挨拶しなさい」


      「はい。……はじめまして。鈴原紘一といいます。分からないことがあれば何でも聞いてくださいね」


      「アリガトウゴザイマス」


      やはり日本語は難しいのだろうが、礼儀正しい。これだけで現場では好印象だろう。


      「彼女らは台湾から日本に来たばかりで、まだあまり日本語には慣れていない。できる限りサポートしてあげてくれ。じゃあ、お三方、そちらの男性について行ってもらって、仕事を始めましょう。まずは利用者様との顔合わせからですよ。さぁ、行きましょう」


      山村が先導し、すでに作業に入っている者たちに声をかけ、朝礼が始まる。そこで新しい職員の自己紹介と併せて、紘一に一家の教育係への就任が発表され、利用者の食事、入浴及び排泄介助を教え、営業部での話術、各種書類の入力・提出方法を教えた。


      三人は日本語を覚えるのに必死らしく、休憩中も日本語辞典などを開いては発音の練習を繰り返していた。


      そしてあっという間に終業時間となった。ここでは紘一をはじめとした職員は住み込みで働くのが一般的だが、一家は別に家を持っているらしく、施設長の頼みもあり紘一が玄関まで送る事となった。


      「ココデ大丈夫デス。アリガト」


      ダウメに似た女性から声をかけられる。


      「いいえ。明日から宜しくお願いします。あの、そういえば、お嬢さんたちは……？」


      紘一が言った所で、母を呼ぶ声が聞こえ、姉妹二人に似た女性が廊下を走ってくる。


      そして母のところまでたどり着くと、ルーに似た女性が一歩前に進み出る。


      「……手」


      「うん？」


      「手……出シテ？」


      理由が分からないまま、言うとおりに右手を出すと、白い紙に包まれた小さなものが渡され、そのまま指を中へと折り曲げられる。


      「あ、あの……！」


      気恥ずかしがっていると、彼女はくすりと笑った。


      「……あげる。また会えたね？」


      「えっ？」


      少女から聞こえたのは、まぎれもない日本語。紙を取ると、そこには夢の世界で女王陛下からいただいたあのバッジが。


      「おい、これ……！」


      紘一が驚いて顔をあげると、三人の姿はもうどこにもなかった。包まれていた紙には日本語がはっきりと書かれていた。


      『これからもよろしくね。お兄ちゃん[image: ハート]


      不殺仕事人ルーより愛を込めて[image: ハート]』


      
      〈了〉



     

     

      





プロフィール

【バハーム】





      堺市出身。二冊の小説を電子書籍として出版、販売中。現在は執筆活動の傍ら、俳優を目指し奮闘中。
上方落語や歌唱発表会の司会などを務めるなど、活動の幅を広げて活躍中。
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ラジオで会いましょう　首藤リョーマ
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36℃の熱風　～発達障害の僕の青春メモリーズ～　瑞光奏
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私の中の光と闇の世界たち　天谷詩音
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ブラックバイトの悪夢　こうして私は塗りつぶされた　桜来未
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現代世界が剣と魔法の世界になったら　ヒロティー
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